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生徒より

特
集  

新
し
い
自
分
に
出
会
う
　探
究
学
習

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版

2
0
2
3
年

月
号

家
で
は
、
学
習
習
慣
が
つ
き
づ
ら
い
」と
い

う
生
徒
の
声
を
受
け
て
７
年
前
、
放
課

後
や
休
業
中
の
自
習
室
と
し
て
、
校
内
に「
大
谷

塾
」を
設
け
ま
し
た
。
塾
の
出
入
り
は
自
由
で
す

が
、
常
に
張
り
詰
め
た
空
気
が
あ
り
、「
皆
が
集

中
す
る
姿
に
励
ま
さ
れ
る
」と
、
毎
年
３
年
生
を

中
心
に
、
30
人
程
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

私
も
生
徒
か
ら
の
ど
ん
な
質
問
に
も
答
え
ら
れ

る
よ
う
に
と
、
塾
で
は
大
学
入
試
の
過
去
問
題

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
学
力

向
上
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、「
勉
強
を
頑
張
れ
」

と
、
生
徒
に
言
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

生
徒
は
か
え
っ
て
学
習
か
ら
遠
の
き
ま
し
た
。

そ
の
苦
い
経
験
が
、生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促

す
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
が
将
来
を
考
え
る
場
を
小
ま
め
に
設
け

る
こ
と
も
心
が
け
て
い
ま
す
。
塾
で
努
力
し
て

難
関
国
立
大
学
に
入
学
し
た
も
の
の
、
学
び
た

い
こ
と
が
明
確
で
な
か
っ
た

た
め
、
大
学
で
の
学
び
に
つ
ま

ず
い
た
生
徒
が
い
た
か
ら
で

す
。
そ
こ
で
、多
様
な
視
点
で

将
来
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
地

元
企
業
と
生
徒
と
の
座
談
会

や
、
道
外
の
大
学
見
学
ツ
ア
ー

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
を
受
け
、
生
徒
に
新
聞
記
事

の
中
か
ら
関
心
の
あ
る
事
柄

に
つ
い
て
調
べ
て
発
表
す
る

「
夢
ノ
ー
ト
」
を
作
成
さ
せ
た

り
、
大
学
に
依
頼
し
て
個
別
に

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
い

て
も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
、
生

徒
と
社
会
や
大
学
を
つ
な
ぐ

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
十
勝
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と

の
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
実
現
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
生
徒
が
将
来
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
に
、
私
も

も
っ
と
勉
強
し
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
生
徒
の

学
び
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

3KVOL1

部
活
動
の
後
で
も
、
毎
日
大
谷

塾
で
勉
強
を
続
け
ら
れ
た
の

は
、仲
間
が
い
た
か
ら
で
す
。粘
り
強

さ
や
、や
り
遂
げ
る
力
が
つ
き
、
自

信
に
な
り
ま
し
た
。「
夢
ノ
ー
ト
」で

社
会
に
目
を
向
け
た
こ
と
や
、大
学

の
先
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
１
対
１

で
話
し
た
こ
と
は
、進
路
選
択
の
手

が
か
り
に
な
り
ま
し
た
。「
自
分
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、他
者
の
た
め

に
も
勉
強
し
よ
う
」
と
、小
原
先
生

は
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。卒

業
し
て
も
、
そ
の
言
葉
は
忘
れ
ま
せ

ん
。こ
れ
ま
で
の
自
分
を
支
え
て
く

れ
た
友
人
や
先
生
、家
族
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
は
自
分
が
誰
か
の
役
に
立

て
る
よ
う
、学
び
続
け
て
い
き
ま
す
。

4 4

指
導
変
革
の
軌
跡

京
都
府
・
私
立

立
命
館
中
学
校・
高
校

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

歴
史
総
合

茨
城
県
・
私
立
東
洋
大
学
附
属
牛う
し
久く

中
学
校
・
高
校

本ほ
ん

保ぽ

泰た
い

良ら

英
語

神
奈
川
県
立
川
和
高
校

福
田
理
奈

生
ま
れ
育
っ
た

ま
ち
を
担
う

生
徒
を
支
え
る

Kohara Keita

小
原
啓
太
先
生

北
海
道
・
私
立
帯
広
大
谷
高
校

こ
は
ら
・
け
い
た
　
教
職
歴
13
年
。
同
校
に

赴
任
し
て
13
年
目
。
進
路
指
導
部
。
理
科
。

３
学
年
担
任
。

北
海
道
・
私
立
帯
広
大
谷
高
校

　全
日
制

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
６
０
人
／

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
小
樽
商
科
大
、
帯
広
畜
産
大
、

北
海
道
教
育
大
、
北
海
道
大
、
弘
前
大
、
宇
都

宮
大
、
釧
路
公
立
大
、
公
立
千
歳
科
学
技
術
大

な
ど
に
25
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
法
政
大
、

関
西
大
な
ど
に
延
べ
３
７
１
人
が
合
格
。

2023 April

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、２
０
２
３
年
３
月
時
点
の
も
の
で
す
。

特
集新

し
い
自
分
に

出
会
う

探
究
学
習

［
ビ
ュ
ー
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北
海
道
・
私
立

帯
広
大
谷
高
校
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「失敗」って
なんだろう？

茨城県・私立
東洋大学附属
牛久中学校・
高校の本保泰
良先生は、生

徒の「なぜ」を重視した「歴史総合」の
授業を行っています。

今号のトレンド・ワード
「リスキリング」が社会に
広まることによる変化を、

「学ぶ・働く・暮らす」の
視点から掘り下げます。

宮崎県立宮崎東高校　定
時制課程夜間部の、「自
分を知る」探究学習に取
り組み、進路の目標を見
つけた生徒のエピソード
などを詳しくご紹介しま
す。

神奈川県立川
和高校の福田
理 奈 先 生 の

「英語」の授
業では、課題

解決型学習の成果を英語で発信する活動
を行っています。

９

エンジニア思考でコロナ禍に向き合い、
「世界を変える１０人」に選出

立
た つ

崎
ざ き

乃
の

衣
い

さん（高校３年生）  

千葉県・私立渋谷教育学園幕張中学校高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第12 回

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

歳
で
初
め
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
、

小
学
5
年
生
の
時
に
は
、
色
を
識

別
し
な
が
ら
自
走
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ

た
立た

つ

崎ざ
き

乃の

衣い

さ
ん
が
自
宅
か
ら
片
道
90
分

の
同
校
に
進
学
し
た
の
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
製

作
に
力
を
入
れ
る
物
理
部
が
あ
る
学
校

だ
っ
た
か
ら
。
世
界
最
大
級
の
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
す
る
中
高
生
か
ら
成

る
ロ
ボ
コ
ン
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
る
と
、

中
学
1
年
生
の
12
月
か
ら
参
画
。
ロ
ボ
ッ

ト
製
作
費
に
加
え
て
、
会
場
と
な
る
ア
メ

リ
カ
各
地
へ
の
渡
航
費
な
ど
を
含
む
年

間
約
７
０
０
万
円
の
活
動
費
を
支
援
す
る

企
業
等
を
メ
ン
バ
ー
と
探
し
な
が
ら
、
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
5
年
連
続
で
入
賞
を
果
た

し
た
。

　
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
な
感
染
拡
大
と
い
う
想
定
外
の
事
態
が

発
生
。
高
校
１
年
生
に
な
っ
た
立
崎
さ
ん

は
、
学
校
に
通
え
な
い
日
々
が
続
く
中
、

マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
な
ど
の
個

人
用
防
護
具
が
不
足
す
る
状
況
下
で
、
医

療
従
事
者
が
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
戦
っ
て

い
る
こ
と
を
報
道
で
知
っ
た
。

　「
同
じ
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
企
業

が
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
製
造
し
、
医
療
機
関
に
寄
付

す
る
活
動
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な

編集部からのお知らせ

I N F O R M A T I O N

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

今号 P.42 ─ 49
と連動

TOPページ → 学校教育情報誌『VIEW next』からご覧いただけます。

　新コンテンツ続々更新中！

本誌と連動したウェブオリジナル記事もぜひご覧ください！

誌面で紹介した授業実践が動画
で見られます。今号は、「歴史総
合」と「英語」の授業です。

「もっと知りたい！」の声にお応えし
て、誌面でお伝えしきれなかった
内容をご紹介します。

本誌連動
記事

ダイジェスト
動画

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

今号 P.40 と連動

今号 P.50 ─ 51と連動

VIEW next ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/
検索ワード ２次元コード

アクセスは
こちらから！

教育総合情報サイト『VIEW next ONLINE』では、学校関係者や保護者、そして教育に関心のある方へ、
最新の教育情報や教育に関するオピニオンをお届けしています。『VIEW next』高校版のバックナンバー
に加え、以下のような様々なコンテンツを公開していますので、ぜひご活用くだい。
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  教育ニュース 

  教育なんでも相談室

  教育オピニオン

 学校教育情報誌

学校教育、教育ＩＣＴ、教育行政など、教育に関する
旬のニュースを発信しています。

学校や家庭における、学習・進路・生活に関する保
護者の悩みに、豊富な知見を持つアドバイザーが丁
寧にお応えします。

各界の有識者が、教育に関するオピニオンや教育へ
の思いを発信します。

学校教育情報誌『VIEW next』高校版の電子ブック
やコーナー別のＰＤＦ、ウェブオリジナル記事をご覧
いただけます。



ら
自
分
た
ち
中
高
生
で
も
で
き
る
と
思

い
、
ロ
ボ
コ
ン
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
提

案
し
ま
し
た
」

　
し
か
し
、配
送
業
者
と
の
接
触
を
始
め
、

製
造
過
程
で
生
じ
る
感
染
リ
ス
ク
を
恐
れ

る
声
が
上
が
り
、
メ
ン
バ
ー
の
合
意
は
得

ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
立
崎
さ
ん
は
、

自
宅
を
製
造
拠
点
に
し
て
個
人
で
活
動
を

開
始
。
活
動
を
告
知
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

を
立
ち
上
げ
、
寄
付
金
を
募
り
な
が
ら
、

３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
で
製
造
し
た
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
知
り
合
い
の
医
師
に
使
っ
て

も
ら
い
、
改
良
を
重
ね
た
。

　「
最
初
の
う
ち
は
1
個
作
る
の
に
2
時

間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
夜
中
も
生

産
を
止
め
な
い
よ
う
、
2
時
間
ご
と
に
起

き
て
、
プ
リ
ン
タ
ー
を
セ
ッ
ト
し
直
し
ま

し
た
。
シ
ー
ル
ド
の
厚
さ
を
調
整
す
る
な

ど
し
て
、
最
終
的
に
は
製
造
時
間
を
１
時

間
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　
立
崎
さ
ん
の
活
動
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
さ

れ
る
と
、医
療
機
関
か
ら
の
注
文
が
急
増
。

２
０
２
０
年
の
７
月
ま
で
に
約
１
０
０
０

個
の
寄
付
を
達
成
し
た
。
学
校
再
開
後
、

ロ
ボ
コ
ン
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
に
、
自
分

た
ち
が
小
さ
な
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
で
医

療
従
事
者
の
大
き
な
リ
ス
ク
を
軽
減
で
き

る
こ
と
を
改
め
て
訴
え
、
20
年
８
月
か
ら

は
チ
ー
ム
で
活
動
を
開
始
。
活
動
を
知
っ

た
個
人
や
団
体
か
ら
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

ド
の
素
材
を
提
供
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、

２
２
０
０
個
余
り
の
寄
付
を
行
っ
た
。
そ

し
て
、
20
年
10
月
、
立
崎
さ
ん
は
、
世
界

有
数
の
パ
ソ
コ
ン
メ
ー
カ
ー
か
ら
、「
世

界
を
変
え
る
10
人
の
若
い
女
性
」
の
1
人

に
、
日
本
人
と
し
て
唯
一
選
出
さ
れ
た
。

ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
寄
付
活
動
の

中
で
、
合
意
形
成
の
難
し
さ
を
実

感
し
た
と
い
う
立
崎
さ
ん
。

　「
ど
こ
ま
で
リ
ス
ク
を
取
る
か
は
個
人

の
価
値
観
に
よ
る
た
め
、
話
し
合
う
だ
け

で
は
メ
ン
バ
ー
の
考
え
は
ほ
と
ん
ど
変
わ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
ず
は
１
人
で
行
動

を
起
こ
し
て
、
自
分
の
経
験
や
周
囲
の
反

応
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
や
メ
ン
バ
ー
個
人

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
具
体
的
に

示
す
こ
と
で
、
み
ん
な
の
考
え
が
１
つ
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
」

　
世
界
中
が
混
乱
す
る
中
で
、
た
っ
た
１

人
で
行
動
を
起
こ
し
た
立
崎
さ
ん
。だ
が
、

不
安
も
恐
れ
も
な
か
っ
た
と
い
う
。

　「
そ
も
そ
も
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
は
試
行
錯

誤
の
連
続
で
、
た
く
さ
ん
の
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
し
て
初
め
て
ロ
ボ
ッ
ト
は
動
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
製

造
で
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て

も
、
1
つ
ず
つ
乗
り
越
え
れ
ば
よ
く
、
私

1
人
の
失
敗
を
恐
れ
る
よ
り
も
、
感
染

拡
大
防
止
と
い
う
社
会
課
題
に
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
向
き
合
お
う
と
思
い
ま
し
た
」

　
24
年
秋
か
ら
の
海
外
大
学
進
学
を
念
頭

に
、
高
校
卒
業
後
の
１
年
間
は
ギ
ャ
ッ

プ
イ
ヤ
ー
と
し
て
、
国
内
企
業
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
す
る
予
定
だ
。

　「
目
指
し
て
い
る
の
は
、
社
会
問
題
の

解
決
を
先
導
す
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
。
今

は
、
特
定
の
領
域
の
問
題
に
絞
り
込
ん
で

は
い
ま
せ
ん
。
社
会
は
す
ご
い
速
さ
で
変

化
し
て
い
る
の
で
、
も
っ
と
も
っ
と
自
分

の
視
野
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」

学
校
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

イノベーションの芽を育てる

教師たち

設
立	

１
９
８
３
（
昭
和
58
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数	

１
学
年
約
３
５
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
東
京
医
科
歯
科
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京

大
、
一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
１
３
６
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、
東
京
理
科
大
、
早
稲
田

大
な
ど
に
延
べ
５
８
９
人
が
合
格
。海
外
大
学
進
学
36
人
。

没頭する中でこそ
育まれる力がある

千葉県・私立
渋谷教育学園幕張中学
校高校
高校3学年担任

島村華子

フ

立崎さんは、輝かしい実績をひけら
かすことなど一切ない、誰とでも仲
よくできる人間的な魅力にあふれた
生徒です。立崎さんのように、学校
生活を通して没頭したいものが明
確にある生徒は、本校にはたくさん
います。「個」が強い生徒が集まり、
互いに刺激し合う中で、「渋幕的自
由」と呼ばれる校風が醸成されてい
ます。例えば、もし生徒が、興味が
あることや大切なことに没頭するあ
まり、学校の課題がおろそかになり
そうになったら、私たちは生徒と、
「あなたはどうしたい？」と話し合
い、互いが納得できる着地点を探し
ます。自由と言っても、何でもあり
ということではないですし、教師は
口出しもしますが、生徒には自分で
考えて行動するように促します。自
分が没頭したいことだからこそ、失
敗にもひるまずに、次はどうすれば
よいかを試行錯誤することができる
のだと思います。
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25

41

お勧めの分掌

▲

42

42

46

発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　授業実践

歴史総合
茨城県・私立東洋大学附属牛

うし

久
く

中学校・高校　本
ほん

保
ぽ

泰
たい

良
ら

#「なぜ」を起点にした授業　# 単元を貫く問い　#「過去」を「今」につなげる　

英語
神奈川県立川和高校  福田理奈
#「総合的な探究の時間」と英語の連携　# 英語のプレゼン　#外部連携

教務担当 担任

お勧めの分掌

▲

50

マイ・ストーリーを語れる生徒を育む進路指導

宮崎県立宮崎東高校　定時制課程夜間部
１年次  マイ・ストーリーを語るための土台づくり
# 自分を知る探究学習　#５Ｗ２Ｈの視点　# マンダラート　# 哲学対話　

進路担当 学年団 担任

お勧めの分掌

▲

26

指導変革の軌跡
京都府・私立立命館中学校・高校
土曜授業の改革
# わくわくする学び　# 自由参加の「サタデーボックス」　# ボトムアップの改革

教務担当管理職 進路担当

お勧めの分掌
▲

34

輝く学年団を訪ねて
長崎県立松浦高校  １学年団
# 普通科改革　# 地域科学科１期生の学年団　# 地域と連携した探究学習

学年団 担任

お勧めの分掌

▲

38

学校危機管理 基礎講座
テーマ 個人情報の管理
# 要配慮個人情報　# 校内での共有　# 第三者への情報提供

管理職

巻頭 未来を描く！　創る！ 
  イノベーティブな生徒たち
	 	 立

たつざき
崎乃

の い
衣さん（高校３年生）

  千葉県・私立
  渋谷教育学園幕張中学校高校

 40 これからの進路指導のための
  世の中トレンド解説
  トレンド・ワード　
  リスキリング
 56 Reader’s VIEW

特集3

お勧めの分掌

▲

52
変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走  クローズアップ！ 就職指導
石川県立小松工業高校
働き続けるための資質・能力の育成　全学年
# 学校独自のラーニングコンパス　#１年次からの協働的な探究

進路担当 学年団 担任

30
─疑問や課題を解決！実践につながる！─　新課程レポート
テーマ 新課程初年度の総括と今後の展望
秋田県立湯沢高校
# ルーブリックの活用　# 学び方を学ぶ　# デジタルツールを活用した探究学習

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

新
し
い
自
分
に

出
会
う

探
究
学
習

C o n t e n t s

高校版

2023 April4
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「総合的な学習の時間」が「総合的な探究の時間」（以下、総合探究）へと変わり、「古典探究」や「地理探究」など、
教科においても「探究」が名称に含まれる科目が複数新設されたことが象徴するように、実施２年目となる新学習指
導要領では、探究的な学習活動（以下、探究学習）の充実が求められています。中でも総合探究などで行われるよう
な探究学習は、“生徒主体 ”の学習活動などと言われますが、生徒主体と言っても、教師がその学習に何もかかわら
ないということではありません。では、“生徒主体 ”の探究学習とはどういった学習なのか、教師はそれにどうかかわ
るべきなのかと問われた時、教師間で共通認識が図れている学校はまだ多くはないようです。今回私は、２つの学校
から、社会人の１人として、生徒が探究学習に取り組む場に立ち会う機会をいただきました。生徒たちとやり取りを
重ねる中で、探究学習が、彼ら、彼女たちにとって、今までの自分を変える、新しい自分に出会う、そうした学びに
なっていると感じました。本特集は、その２校の探究学習を取材した記事を中心に、主体的に探究学習に取り組む生
徒の姿や生徒にかかわる教師の考え、それに基づくアクションが、読者の先生方に具体的かつリアルに伝わることを
目指しました。ぜひ、ご覧ください。

 編集部　統括責任者　柏木　崇

  	 課題整理

	 P. 4	 改めて考える、「探究学習」とはどのような学びか。それを実現する上での課題は

  	 実践リポート

 P. 6	 学校現場編●岩手県立遠
とお

野
の

高校
	 	 答えが１つではない問いに、グループでどのように向き合うか　

  P. 10	 学校現場編●長崎県・私立純心中学校・純心女子高校
	 	 主体的に学ぶ授業とは？　生徒と教師が新しい授業を追究
  P. 14	 教育委員会編●青森県教育庁
	 	 １人１課題に取り組む「あおもり創造学」で、地域課題を自分事として捉える
  P. 17	 教育委員会編●福井県教育庁
	 	 生徒が「念

お も

い」を社会に発信する、全国規模の「プレゼン甲子園」を開催

	 	 本特集テーマのnext

P. 20		 探究のプロセスを見通しつつ、論理的・批判的に思考することができる
	 	「対話型論証モデル」で、探究の自走を図る
  京都大学大学院教育学研究科　教授　松下佳代　／　大阪府・私立高槻中学校・高校　教頭　前田秀樹
  大阪府・私立高槻中学校・高校　ティーチング・アシスタント、京都大学大学院教育学研究科博士後期課程　田中孝平

新しい自分に
出会う

特集

探 究 学 習
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２
０
２
２
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
高
校
の
新
学

習
指
導
要
領
で
は
、
探
究
的
な
学
習
活
動
（
以
下
、
探

究
学
習
）
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
改
め
て
、「
探

究
」と
は
ど
の
よ
う
な
営
み
な
の
か
。
文
部
科
学
省「
高

等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
総
合
的
な
探
究
の
時
間

編
」
で
は
、　「
探
究
」
と
は
、「
問
題
解
決
的
な
学
習

が
発
展
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
く
」
こ
と
で
あ
り
、「
物

事
の
本
質
を
自
己
と
の
関
わ
り
で
探
り
見
極
め
よ
う
と

す
る
一
連
の
知
的
営
み
」
と
定
義
し
て
い
る
。

　
そ
し
て
、「
探
究
に
お
け
る
生
徒
の
学
習
の
姿
」
と

し
て
、
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
も
提
示
さ
れ
（
❶
）、
実
生

活
や
実
社
会
の
課
題
に
つ
い
て
、
生
徒
が
探
究
の
プ
ロ

セ
ス
を
通
し
て
考
え
、
判
断
し
、
表
現
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
探
究
」
に
お
い

て
欠
か
せ
な
い
も
の
の
１
つ
と
し
て
、「
生
徒
の
主
体

性
」
を
挙
げ
（
❷
）、
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
が
実
現

さ
れ
て
い
る
状
態
の
１
つ
が
、
生
徒
の
設
定
す
る
課
題

が「
自
分
に
と
っ
て
関
わ
り
が
深
い
課
題（
自
己
課
題
）」

●❶課題の設定

●❷情報の収集

●❸整理・分析

●❹まとめ・表現

●❷

●❸

●❹
●❶

●❷

●❸

●❹
●❶

生徒が下図の❶〜❹のプロセスを通じた
学習活動を発展的に繰り返していく学び。

改
め
て
考
え
る
、「
探
究
学
習
」と
は
ど
の
よ
う
な
学
び
か
。

そ
れ
を
実
現
す
る
上
で
の
課
題
は

高
校
で
新
学
習
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
て
１
年
が
経
っ
た
。
探
究
学
習
に
取
り
組
む
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
に
つ
い
て
は
、

授
業
を
ど
の
よ
う
に
進
め
れ
ば
よ
い
の
か
、
教
師
は
生
徒
に
ど
う
か
か
わ
れ
ば
よ
い
の
か
、
学
校
現
場
か
ら
は
、
依
然
戸
惑
い
の
声
が
聞
か
れ
る
。

そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
改
め
て
、
探
究
学
習
と
は
ど
の
よ
う
な
学
び
な
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
そ
れ
を
実
現
す
る
上
で
の
課
題
を
整
理
す
る
。

探究における生徒の学習の姿1

日常生活や社会に目を
向け、生徒が自ら課題
を設定する。

自らの考えや課題が
新たに更新され、探究
の過程が繰り返され
る。

探究の過程を経由する。
❶課題の設定
❷情報の収集
❸整理・分析
❹まとめ・表現

課題整理

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部で作成。

探究に欠かせない生徒の主体性

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部で作成。

2
探究では、生徒が、身近な人々や社会、自然に興味・関心をもち、そ

れらに意欲的に関わろうとする主体的、協働的な態度が欠かせない。

探究に主体的に取り組むというのは、 自らが設定した課題の解決に向け

て真剣に本気になって学習活動に取り組むことを意味している。それ

は、解決のために、見通しをもって、自ら計画を立てて学習に向かう

姿でもある。
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に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
（
❸
）。

そ
れ
は
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
な
ど
で
行
わ
れ

る
探
究
学
習
が
、「
自
己
の
在
り
方
生
き
方
と
一
体
的

で
不
可
分
な
課
題
を
自
ら
発
見
し
解
決
し
て
い
く
よ
う

な
学
び
」
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
（
❹
）。

　
そ
う
し
た
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
が
求
め
ら
れ
る
中

で
、
学
校
現
場
は
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
（
❺
）。

『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
　
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
』
高
校
版
の
読
者
モ
ニ
タ
ー
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
か
ら
は
、
探
究
学
習
が
ど

の
よ
う
な
学
び
か
を
捉
え
き
れ
ず
、
教
師
と
し
て
生
徒

に
ど
う
か
か
わ
れ
ば
よ
い
の
か
が
分
か
ら
な
い
様
子
が

う
か
が
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
探
究
学
習
が
ど
の
よ
う
な
学
び
か

定
義
さ
れ
、
そ
れ
を
推
進
す
る
上
で
の
留
意
点
が
示
さ

れ
て
い
て
も
、
学
校
現
場
に
お
い
て
そ
の
理
解
や
教
師

間
の
共
通
認
識
が
深
ま
っ
て
い
な
い
の
は
、
探
究
学
習

と
い
う
学
び
や
、
そ
れ
に
取
り
組
む
生
徒
の
あ
る
べ
き

姿
、そ
し
て
教
師
の
か
か
わ
り
方
が
、具
体
的
に
イ
メ
ー

ジ
し
づ
ら
い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
今
号
は
、
帰
納
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
べ
く
、

生
徒
が
主
体
的
に
探
究
学
習
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

教
師
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
彼
ら
・
彼
女
た
ち
を
支
援

す
る
２
校
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、
各
校
が
生
徒

主
体
の
探
究
学
習
を
推
進
で
き
る
よ
う
、
県
を
挙
げ
て

学
校
現
場
を
支
援
す
る
動
き
が
増
え
て
き
て
い
る
。
そ

の
事
例
と
し
て
、
青
森
県
教
育
庁
と
福
井
県
教
育
庁
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

※『VIEW next』高校版読者モニターへのアンケート結果（2023 年２月にウェブとファクスで実施。有効回答数は 118）、次年度誌面に関する読者アンケート結果（2022
年10月にウェブとファクスで実施、有効回答数は 1,380）を基に編集部で作成。

課題と生徒との関係（イメージ）4

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基
に編集部で作成。

生徒主体の探究学習を実現する上での課題5
• 探究そのものの理解が進んでいない。まだ言葉が独り歩きして

いると感じる。
•「探究」という言葉が難しく、生徒にどの程度「探究」させれ

ばよいか分からない。
• 全教員で共通認識を持って取り組むことが難しい。
• 生徒が探究学習の計画を立てる必要性は分かるが、その指導の

仕方が分からない。
• 今行っている探究学習の方法が正しいのかどうか、迷っている

教師は多いと思う。
• とにかく実践し、そこで浮かび上がった課題を次に改善すると

いった方法でしか、探究学習の指導の進め方が分からない。
• 生徒がどうすれば自己課題を設定できるのかが難しい。いろい

ろな支援をしているが、うまくいっていない。教師の働きかけ
によって課題を見つけることができた生徒の事例を知りたい。

• 探究学習は、教師でも想定しない事態が起こり得る。指導にあ
たっての教師の心構えや、最小限の必要な準備、教師間での意
識・ノウハウの共有方法など、実践を知りたい。

• 探究学習が、単なる調べ学習になったり、安易なグループ学習
に終わったりする場合がある。どうすれば探究が深まり、生徒
にとって意味を持つ学びになるのか、つかみきれていない。

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説 総合的な探究の時間編」を基に編集部
で作成。

高等学校においてこのような生徒の姿を実現していくに

当たっては、生徒が取り組む探究がより洗練された質の

高いものであることが求められる。質の高い探究とは、

次の二つで考えることができる。（中略）もう一つは、

探究が自律的に行われるということである。具体的には、

①自分にとって関わりが深い課題になる（自己課題）、

②探究の過程を見通しつつ、自分の力で進められる（運

用）、③得られた知見を生かして社会に参画しようとす

る（社会参画）などの姿で捉えることができる。

生徒の主体性を引き出す「自己課題」3

自己の在り方生き方を考
えながら、よりよく課題
を発見し解決していく

課題

自己の在り方生き方と一体的で不可分な課題を発
見し、解決していく

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習
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自
分
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
！
　
岩
手
県
立
遠
野

高
校
の
２
０
２
２
年
度
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

で
、「
教
育
か
ら
地
域
課
題
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
　
フ
ェ
ー

ズ
２
」
へ
の
参
加
を
決
め
た
佐
藤
千ち

星せ

さ
ん
は
、
並
々

な
ら
ぬ
決
意
だ
っ
た
。
１
年
次
の
「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
は
、
周
囲
の
流
れ
に
身
を
任
せ
て
し
ま
い
、
主

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

　「
活
動
が
終
わ
っ
た
時
、
こ
の
１
年
間
は
何
だ
っ
た

の
か
と
後
悔
し
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
思
い
を
味
わ
う
の

は
嫌
だ
。
も
っ
と
自
分
で
動
こ
う
と
思
い
ま
し
た
」

　
佐
藤
さ
ん
が
選
択
し
た
ゼ
ミ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
中

学
生
の
数
学
力
の
向
上
」。
岩
手
県
で
は
、
全
国
学
力

学
習
状
況
調
査
の
数
学
の
正
答
率
が
、
中
学
生
に
な
る

と
急
激
に
下
が
っ
て
い
た
。
そ
の
状
況
に
対
し
て
、
高

校
生
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
実
際
に
行
動
し
て

み
よ
う
と
、
数
学
科
の
担
当
の
佐
藤
紘こ

う

大だ
い

先
生
が
ゼ
ミ

を
立
ち
上
げ
た
。
ゼ
ミ
の
活
動
計
画
書
に
は
、「
本
気

で
探
究
活
動
に
取
り
組
み
た
い
人
、
自
分
を
変
え
る
一

歩
を
踏
み
出
し
た
い
人
を
募
集
」
と
あ
っ
た
。
自
分
を

変
え
た
い
と
思
っ
て
い
た
佐
藤
さ
ん
に
と
っ
て
、
最
適

な
ゼ
ミ
だ
っ
た
。

　
６
月
の
活
動
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
15
人
の
生
徒
が
集

ま
っ
た
。
佐
藤
さ
ん
同
様
、
自
分
を
変
え
た
い
と
い
う

思
い
で
同
ゼ
ミ
を
選
ん
だ
浅
沼
大や

ま
と和
さ
ん
は
、
活
動
開

始
直
後
か
ら
積
極
的
に
行
動
し
た
。

　「
数
学
力
の
向
上
に
つ
い
て
自
由
に
ア
イ
デ
ア
を
出

す
場
面
で
は
、
勇
気
を
出
し
て
自
分
か
ら
発
言
を
し
ま

し
た
。
失
敗
を
恐
れ
ず
に
行
動
す
る
心
地
よ
さ
を
、
初

お話を伺った
生徒の皆さん

佐藤千
ち

星
せ

さん
（２年生）

佐々木緑
りょく

登
と

さん
（２年生）

留
とめ

場
ば

紗
すず

叶
か

さん
（２年生）

髙
たか

田
だ

耀
かが

莉
り

さん
（２年生）

山口晴
はる

大
と

さん
（２年生）

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

浅沼大
やま と

和さん
（２年生）

岩
手
県
立
遠と

お

野の

高
校

答
え
が
１
つ
で
は
な
い
問
い
に
、

グ
ル
ー
プ
で
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か

「
中
学
生
の
数
学
力
の
向
上
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
」

生
徒
が
設
定
し
た
課
題

実践リポート

学校現場編

遠
野
高
校
の
探
究
学
習

　「
新
し
い
『
遠
野
物
語
』
を
創
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
名
づ
け
ら
れ
た
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
中

で
実
施
。
遠
野
市
役
所
や
企
業
、
大
学
な
ど
の
支
援

を
受
け
、
地
域
遺
産
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
、

空
き
家
の
利
活
用
、
地
域
の
食
生
活
の
改
善
な
ど
、

12
の
ゼ
ミ
を
開
講
。
生
徒
は
自
分
の
興
味
・
関
心
に

基
づ
い
て
ゼ
ミ
を
選
択
す
る
。
佐
藤
紘こ
う

大だ
い

先
生
が
主

催
す
る
ゼ
ミ
「
教
育
か
ら
地
域
課
題
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
」

は
、
21
年
度
に
続
い
て
２
度
目
の
開
催
。
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め
て
味
わ
え
た
気
が
し
ま
し
た
」

　
ゼ
ミ
の
活
動
で
決
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
、
１
月
に
数

学
力
の
向
上
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
だ

け
。
そ
れ
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
の
か

は
、
話
し
合
っ
て
決
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
活
動
を
円

滑
に
進
め
る
た
め
、
メ
ン
バ
ー
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
り
、
悩
み
を
聞
い
た
り
す
る
「
監
督
」
を
置
く
こ
と

も
決
定
。
自
分
を
変
え
る
た
め
に
責
任
あ
る
立
場
を
担

お
う
と
考
え
た
佐
藤
さ
ん
、
浅
沼
さ
ん
を
始
め
、
５
人

が
監
督
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
担
当
の
佐

藤
先
生
と
親
交
の
あ
っ
た
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ 
ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
編
集

部
統
括
責
任
者
の
柏
木
崇
を
社
会
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
迎
え
る
こ
と
も
決
ま
っ
た
。

　
中
学
生
の
数
学
力
が
低
下
し
て
い
る
原
因
を

探
ろ
う
と
、
生
徒
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
中
学
校

の
教
師
や
中
学
生
へ
の
聞
き
取
り
、
学
力
や
学
習
意
欲

に
関
す
る
調
査
研
究
デ
ー
タ
の
収
集
を
開
始
し
た
。
し

か
し
、
活
動
は
す
ぐ
に
停
滞
し
た
。
グ
ル
ー
プ
内
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
円
滑
に
進
ま
な
か
っ
た
の

だ
。
生
徒
は
週
２
コ
マ
の
授
業
時
間
以
外
に
も
、
放
課

後
の
時
間
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
話
し
合
い
を
行
っ
た

が
、
思
っ
た
よ
う
に
意
思
疎
通
が
図
れ
な
か
っ
た
。

　「
書
籍
や
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
情
報
を
集
め
て
い
る
時

は
、
誰
よ
り
も
よ
い
提
案
を
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
ほ
か
の
メ

ン
バ
ー
と
数
学
力
の
向
上
の
た
め
の
具
体
的
な
方
策
を

話
し
合
う
段
階
に
な
る
と
、
自
分
の
考
え
を
う
ま
く
伝

え
ら
れ
な
か
っ
た
で
す
し
、
メ
ン
バ
ー
の
意
見
も
う
ま

く
引
き
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。自
分
は
全
然
駄
目
だ
と
、

す
ご
く
落
ち
込
み
ま
し
た
」（
浅
沼
さ
ん
）

　「
意
見
を
言
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
先
走
っ

て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
き
つ
い
口
調
で
書
き
込
ん
で
し
ま
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
状
況
は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
声
の
か
け
方
が
下
手
す
ぎ
る
と
、
自
己
嫌
悪
に
陥

り
、
監
督
を
や
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
」（
佐
藤
さ
ん
）

　
部
活
動
を
優
先
し
、
放
課
後
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

打
ち
合
わ
せ
に
欠
席
す
る
生
徒
も
出
て
き
た
。
監
督
の

１
人
、
佐
々
木
緑り

ょ
く

登と

さ
ん
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
打
開

し
よ
う
と
、全
員
に
昼
休
み
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、「
ゼ

ミ
の
活
動
に
力
を
入
れ
よ
う
」と
呼
び
か
け
た
。
だ
が
、

そ
れ
も
す
ぐ
に
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

　「『
一
緒
に
や
ろ
う
！
』と
声
を
か
け
て
い
る
最
中
に
、

な
ぜ
か
、
自
分
の
言
葉
が
み
ん
な
に
届
い
て
い
な
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
実
際
、
そ
の
後
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

返
信
率
も
上
が
ら
ず
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
途
方

に
暮
れ
ま
し
た
」

　
全
員
の
熱
量
が
高
ま
る
転
機
は
10
月
に
訪
れ

た
。
佐
藤
先
生
は
、
社
会
人
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
相
談

し
、
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
機
会
と
し
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
「
企
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
す

る
こ
と
に
し
た
の
だ
。
監
督
の
１
人
、
留と

め

場ば

紗す
ず

叶か

さ
ん

は
、
高
校
生
と
は
全
く
違
う
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
自
分
た
ち
の
考
え
が
ど
ん
ど
ん

深
ま
っ
て
い
く
気
が
し
て
ワ
ク
ワ
ク
し
た
。

　「
自
分
た
ち
の
考
え
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
聞
い
て

も
ら
え
て
、
こ
れ
か
ら
す
る
べ
き
こ
と
を
一
緒
に
整
理

イベントの
PR・実施

イベント
内容の
検討・PR

企画検討
・決定

校外の
社会人への
企画説明

各グループ
での

企画立案

各グループ
での

情報収集

チームづくり・自由な
意見交換（拡散）

最大

最小
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

前年度の後悔が
原動力に

グループ内での
意思疎通に苦労

新グループの
メンバーに遠慮

図 佐藤千星さんの活動に対する主体性の変化
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し
て
も
ら
え
た
気
が
し
ま
し
た
。
企
画
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
翌
日
、
す
ぐ
に
担
当
の
佐
藤
先
生
に
、『
と

て
も
よ
い
時
間
で
し
た
！
』
と
報
告
に
行
き
ま
し
た
」

　
野
球
部
の
顧
問
に
相
談
し
、
練
習
と
折
り
合
い
を
つ

け
て
プ
レ
ゼ
ン
に
参
加
し
た
山
口
晴は

る

大と

さ
ん
に
と
っ
て

も
、
社
会
人
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
発
見
の
連
続
だ
っ
た
。

　「
考
え
が
甘
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
指
摘
さ
れ
ま
し

た
が
、『
こ
ん
な
ふ
う
に
考
え
る
の
か
！
』
と
驚
く
ば

か
り
で
し
た
。
１
時
間
以
上
議
論
し
た
の
で
、
と
て
も

疲
れ
ま
し
た
が
、
一
気
に
前
進
し
た
気
が
し
ま
し
た
」

　「
一
緒
に
や
ろ
う
！
」
と
い
う
呼
び
か
け
は
す
ぐ
に

は
届
か
な
か
っ
た
が
、「
昼
休
み
に
み
ん
な
で
集
ま
っ

て
、
ゼ
ミ
に
つ
い
て
気
軽
に
話
そ
う
」
と
い
う
佐
々
木

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
は
奏
功
し
た
。

　「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
議
論
が
進
ま
な
か
っ
た
の
に
、
毎
日

短
時
間
で
も
対
面
で
話
す
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
も
っ
と
早
く

か
ら
、
気
軽
に
話
し
合
え
る
場
を
つ
く
れ
ば
よ
か
っ
た

と
思
い
ま
し
た
」（
監
督
の
１
人
、
髙た

か

田だ

耀か
が

莉り

さ
ん
）

　
11
月
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
企
画
の
最
終
提
案
を
経

て
、
ゼ
ミ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
決
ま
っ
た
の
が
、
地

元
の
中
学
生
を
招
い
て
、
様
々
な
数
学
の
問
題
に
挑
戦

し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
「
数
学
を
楽
し
も
う・深
め
よ
う
」

だ
。
遠
野
市
役
所
と
連
携
し
た
中
学
校
へ
の
Ｐ
Ｒ
、
数

学
の
問
題
の
精
選
な
ど
、
す
る
べ
き
こ
と
が
具
体
化
す

る
と
、
生
徒
の
活
動
は
さ
ら
に
加
速
し
た
。
1
月
末
の

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
29
人
の
中
学
生
が
参
加
。そ
し
て
2
月
、

全
校
生
徒
に
対
し
て
行
わ
れ
た
ゼ
ミ
の
成
果
発
表
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
自
分
に
と
っ
て
学
び
や
気
づ
き
が

あ
っ
た
ゼ
ミ
」、「
発
表
を
通
じ
て
最
も
感
動
し
た
ゼ
ミ
」

で
、
い
ず
れ
も
佐
藤
先
生
の
ゼ
ミ
が
１
位
を
獲
得
し
た
。

　
生
徒
の
中
に
は
悔
い
も
残
っ
た
。

　「
最
終
的
に
私
は
、
自
分
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
の
企
画

よ
り
も
、
ほ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
企
画
の
方
が
ゴ
ー
ル
と

手
法
が
明
確
だ
と
思
い
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
合
流
し
ま

し
た
。
で
も
、そ
の
グ
ル
ー
プ
の
人
た
ち
に
遠
慮
し
て
、

主
体
的
に
動
け
な
く
な
り
、
去
年
ま
で
の
自
分
に
少
し

戻
っ
て
し
ま
っ
た
気
が
し
ま
し
た
」（
佐
藤
さ
ん
）

　
一
方
で
佐
藤
さ
ん
は
、
自
分
の
変
化
や
成
長
も
感
じ

取
っ
て
い
る
。

　「
ゼ
ミ
の
活
動
を
通
じ
て
、
自
分
に
は
な
か
っ
た
視

点
に
た
く
さ
ん
気
づ
け
ま
し
た
。
問
題
の
解
決
に
向
け

て
複
数
の
視
点
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
１
つ
の
方
法

が
駄
目
で
も
、別
の
方
法
で
試
せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

私
は
将
来
は
教
師
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、

生
徒
が
困
難
に
ぶ
つ
か
っ
た
時
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
で

継
続
的
に
支
援
で
き
る
教
師
に
な
ろ
う
と
、
今
回
の
経

験
を
通
じ
て
自
分
の
将
来
像
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
」

　
２
月
末
、
職
員
室
に
い
た
佐
藤
先
生
を
浅
沼
さ
ん
と

佐
々
木
さ
ん
が
訪
ね
、「
来
年
度
も
、
中
学
生
の
数
学

力
の
向
上
の
た
め
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
考
え
た
い
」
と
申

し
出
た
。
浅
沼
さ
ん
は
佐
藤
先
生
に
こ
う
言
っ
た
。

　「
つ
ら
い
こ
と
や
苦
し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

探
究
学
習
だ
っ
た
け
れ
ど
、根
拠
を
明
確
に
す
る
こ
と
、

対
話
し
て
考
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
べ
ま
し
た
。
そ

の
す
べ
て
が
僕
の
財
産
で
す
」

イベントの
PR・実施

イベント
内容の
検討・PR

企画検討
・決定

校外の
社会人への
企画説明

各グループ
での

企画立案

各グループ
での

情報収集

チームづくり・自由な
意見交換（拡散）

最大

最小
６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月

部活動優先で
ほかの監督頼りに

校外の社会人との
対話によって、企画の
方向性が明確化

中学生のための
イベントの内容を
練り上げる

図●
学
校
概
要

設
立
　
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
０
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公
立
大

は
、
室
蘭
工
業
大
、
弘
前
大
、
岩
手
大
、
山
形
大
、
茨
城
大
、

釧
路
公
立
大
、
岩
手
県
立
大
、
横
浜
市
立
大
な
ど
に
17
人

が
合
格
。
私
立
大
は
、
岩
手
医
科
大
、
富
士
大
、
盛
岡
大
、

東
北
学
院
大
、
東
北
芸
術
工
科
大
、
獨
協
大
、
国
士
舘
大

な
ど
に
延
べ
53
人
が
合
格
。

髙田耀莉さんの活動に対する主体性の変化
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柏木　前半の活動では、主体的に動けないメンバーを、
監督の生徒たちが引っ張ろうとしましたが、なかなか

うまくいきませんでした。監督の１人である佐々木さ

んは、「後になって考えると、引っ張ろうとするのでは

なく、任せようとする態度でみんなに接した方がよかっ

たかもしれない」と、私に話してくれましたが、一人

ひとりが主体性と協働性を発揮する集団づくりの難し

さを、私もひしひしと感じました。ただ、前半の活動

で活躍したのは、熱量が高まりきれない生徒を引っ張

ろうと苦労した監督たちであったことは確かです。そ

して、後半の活動で活躍したのは、前半は部活動優先

であまり動けなかった生徒たちでした。

佐藤　前半と後半で活躍する生徒が交替したのは、本
ゼミの大きな特徴だったと思います。前半、ゼミをど

の方向に進めればよいのか全く見えない中で、勇気を

持ってみんなを導こうとした生徒、企画が具体化して

からイベント当日までの活動を牽引した生徒、イベン

ト後の校内の成果発表で力を発揮した生徒と、様々な

生徒が入れ替わるように活躍しました。私は、成長す

る組織は、きっと本ゼミのように、いろいろな人が自

分の長所や強みを生かして、互いに助け、助けられる

組織なのだと思います。生徒にとって本ゼミは、社会

の縮図のような場だったのではないでしょうか。

柏木　「中学生の数学力の向上」という、考えられる方
策が１つではない課題に対して、情報の収集、整理・

分析、具体的なアクションの企画・実行、そしてまとめ・

振り返りと、多様なプロセスを経験する探究学習だか

らこそ、様々な生徒が入れ替わるように活躍できたの

かもしれませんね。

佐藤　私たち教師には、探究学習のプロセスの中でヒー
ローやヒロインが交替するチャンスをつくることが求

められると思います。探究学習における教師のあり方

として、「伴走」という言葉がよく使われます。私にとっ

て、これまでの伴走は、思い思いの方向にそれぞれの

ペースで進んでいく生徒を見守り、求められた時に助

言などを行うというものでした。しかし、今回のゼミ

の活動を通して、探究学習における教師の伴走とは、

生徒が活動の中で学びや気づきと出合えたり、自分の

考えを整理し、意思決定したりする機会を意図的につ

くることだと考えるようになりました。その象徴的な

例が、柏木さんにも協力してもらった社会人アドバイ

ザーによる企画書の添削です。

柏木　企画書の添削では、私を始めとする社会人との
対話を通して、自分の考えを整理したことで、その後

の活動に没頭できた生徒がたくさんいました。

佐藤　社会人アドバイザーと対話する中で、生徒は自
分たちに足りないものが分かり、今後の活動の見通し

を立てることができたのだと思います。企画書の添削

を経て、ほかのグループの企画に参画した生徒もいま

したが、それも立派な意思決定だと思います。活躍す

る生徒を教師が入れ替えるのではなく、生徒自らが新

しいヒーロー、ヒロインとして立ち上がるきっかけを

いかにつくるか……。私にとって、これからの探究学

習を考える重要な問いが見つかりました。

柏木　活躍する生徒が入れ替われば、当然、活動が停滞、
失速する生徒も現れます。最終的にほかのグループに

合流した佐藤さんは、元のメンバーに遠慮して、主体

的に活動できなくなったと振り返っていました。

佐藤　佐藤さんや浅沼さんは、「自分たちが経験した停
滞や苦しみは、意味があるものだと思う」と私に話し

てくれました。探究学習で変わりたい、成長したいと

考えた２人の願いは、見事に実現しました。

柏木　悩み、苦しんだ探究学習での経験は、それぞれ
の生徒の人生で価値あるものとして輝くはずです。

と考える「探究学習における主体性」担当教師

探究学習のプロセスの中で、
様々な生徒が入れ替わるように活躍

ただ寄り添うだけではなく、
気づきの機会を与える

岩手県立遠野高校
２学年担任
佐藤紘大 さとう・こうだい
教師歴10年。同校に赴任して５年目。数学科。

VIEW next編集部　統括責任者
柏木 崇 かしわぎ・たかし

遠野高校の佐藤紘大先生と純心女子高校の槌本六秀先生が、生徒主体の探究学習をテーマに語り合いました。その模様を取材した
ウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください（右記の２次元コードを読み込み、またはクリックしてアクセス）。

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習
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２
０
２
１
年
秋
、
純
心
女
子
高
校
の
２
年
生(
当

時)

の
深ふ

か

堀ほ
り

純あ
や

香か

さ
ん
、
白し

ら

濱は
ま

桃
香
さ
ん
、
橋
本
由ゆ

布う

子こ

さ
ん
の
３
人
が
、
探
究
学
習
の
テ
ー
マ
と
し
て
「
主

体
的
な
学
び
」
に
関
心
を
持
っ
た
の
は
、
自
由
教
育
に

取
り
組
む
、
あ
る
私
立
の
小
・
中
学
校
の
校
長
に
話
を

聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　「
先
生
と
児
童
・
生
徒
が
話
し
合
っ
て
学
習
内
容
を

決
め
て
い
る
そ
の
学
校
で
は
、
生
徒
は
と
て
も
主
体
的

に
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
授
業
で
先
生
の
話
を
聞
き
、
先
生
の
板
書
を
ノ
ー

ト
に
写
し
、
先
生
か
ら
与
え
ら
れ
た
課
題
を
こ
な
す
の

が
学
習
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
主
体
的
な
学

び
な
の
だ
ろ
う
か
、
主
体
的
な
学
び
と
は
ど
の
よ
う
な

も
の
な
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
の
で
す
」（
深
堀
さ
ん
）

　
３
人
の
心
の
中
に
は
、
探
究
学
習
を
担
当
す
る
槌つ

ち

本も
と

六む
つ

秀ひ
で

先
生
に
か
け
ら
れ
た
、「
調
べ
学
習
で
終
わ
ら
せ

ず
、
分
か
っ
た
こ
と
を
基
に
、
何
か
行
動
を
起
こ
し
て

ほ
し
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
っ
た
。
自
分
た
ち
が
選
ん

だ
「
教
育
」
と
い
う
領
域
は
、
高
校
生
が
当
事
者
と
し

て
行
動
を
起
こ
し
や
す
い
も
の
だ
。
３
人
は
、「
先
生

と
生
徒
の
対
話
に
よ
る
新
し
い
授
業
」
を
課
題
と
し
て

設
定
し
、
様
々
な
教
育
実
践
の
研
究
と
並
行
し
て
、
自

分
た
ち
の
授
業
を
変
え
る
た
め
の
行
動
を
始
め
た
。

　
新
し
い
授
業
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
ヒ
ン
ト
に

し
た
の
が
、
槌
本
先
生
の
化
学
の
授
業
だ
。
先
生
は
授

業
で
、「
君
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
、
教
師
を
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
、
生
徒
に
呼
び
か
け
て
い
た
。

　「
化
学
の
授
業
は
、生
徒
が
自
学
で
は
分
か
ら
な
か
っ

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

お話を伺った
生徒の皆さん

小島麻由美さん
（２年生）

木
き

須
す

さくらさん
（２年生）

深
ふか

堀
ほり

純
あや

香
か

さん
（３年生）

橋本由
ゆ

布
う

子
こ

さん
（３年生）

白
しら

濱
はま

桃香さん
（３年生）

長
崎
県・私
立
純
心
中
学
校・純
心
女
子
高
校

主
体
的
に
学
ぶ
授
業
と
は
？

生
徒
と
教
師
が
新
し
い
授
業
を
追
究

「
先
生
と
生
徒
の
対
話
に
よ
る
新
し
い
授
業
」

生
徒
が
設
定
し
た
課
題

実践リポート

学校現場編

純
心
女
子
高
校
の
探
究
学
習

今
回
取
材
し
た
生
徒
が
所
属
す
る
国
公
立
大
学
進
学

希
望
者
ク
ラ
ス
の
探
究
学
習
は
、
教
育
、
福
祉
、
環

境
な
ど
の
領
域
別
の
班
に
分
か
れ
、
校
内
外
の
人
へ

の
調
査
や
生
徒
間
で
の
話
し
合
い
を
通
し
て
、
探
究

学
習
と
し
て
取
り
組
む
課
題
を
設
定
す
る
。
調
べ
学

習
で
終
わ
ら
な
い
実
践
型
の
探
究
学
習
を
目
指
し
て

お
り
、「
障
が
い
者
と
健
常
者
の
関
係
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
す
る
」
を
目
標
に
、
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
と
協

働
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
班
も
あ
っ
た
。
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た
と
こ
ろ
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
、
そ
れ
で
も
解
決

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
先
生
に
説
明
し
て
も
ら
う
と

い
う
進
め
方
で
し
た
。
他
の
科
目
の
授
業
も
化
学
と
同

じ
進
め
方
が
で
き
る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
生
徒
の
学
習
上
の
課
題
を
授
業
の
軸
に
す
る
と
い

う
点
は
参
考
に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
」（
白
濱
さ
ん
）

　
３
人
は
、
数
人
の
教
師
に
、「
先
生
と
生
徒
の
対
話

に
よ
る
新
し
い
授
業
」
を
探
究
学
習
で
取
り
組
む
課
題

と
し
て
設
定
し
た
こ
と
を
説
明
し
、
授
業
で
学
習
す
る

こ
と
や
取
り
組
む
こ
と
を
、
教
師
と
生
徒
が
話
し
合
っ

て
決
め
る
試
み
を
提
案
し
た
。
３
人
の
話
に
教
師
た
ち

は
驚
き
な
が
ら
も
、
生
徒
の
学
び
の
意
欲
を
喚
起
し
、

自
身
の
授
業
改
善
に
も
役
立
つ
の
で
あ
れ
ば
と
理
解
を

示
し
た
。
早
速
３
人
は
、
各
科
目
で
ど
ん
な
学
び
を
望

む
の
か
を
他
の
生
徒
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
そ
の
結
果

を
整
理
し
て
教
師
に
伝
え
た
。

　だ
が
、
試
み
は
失
敗
し
た
。
他
の
生
徒
か
ら
の

声
は
、「
話
し
合
い
の
時
間
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」「
ク

イ
ズ
形
式
で
要
点
を
確
認
す
る
時
間
を
設
け
て
ほ
し

い
」
と
い
っ
た
、表
面
的
な
要
望
に
終
始
し
た
か
ら
だ
。

　「
私
た
ち
の
要
望
を
踏
ま
え
た
授
業
を
、
実
際
に
先

生
方
に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
授
業
と
の

違
い
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
生
徒
か
ら
は
、『
小

テ
ス
ト
の
問
題
数
が
多
す
ぎ
る
の
で
半
分
に
し
て
ほ
し

い
』
と
い
う
要
望
も
あ
り
ま
し
た
が
、
先
生
に
相
談
し

た
と
こ
ろ
、『
大
学
入
試
を
見
据
え
て
問
題
数
を
設
定

し
て
い
ま
す
』
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
先
生
方

が
考
え
た
授
業
の
ね
ら
い
な
ど
を
理
解
し
な
い
ま
ま
、

表
面
的
な
要
望
を
伝
え
る
こ
と
は
対
話
で
は
な
い
し
、

そ
う
し
た
要
望
で
つ
く
ら
れ
た
授
業
か
ら
は
主
体
的
な

学
び
は
生
ま
れ
な
い
と
思
い
ま
し
た
」（
深
堀
さ
ん
）

　新
た
な
問
題
も
浮
か
び
上
が
っ
た
。
そ
れ
は
、

授
業
に
対
す
る
「
責
任
」
は
誰
に
あ
る
の
か
だ
。
新
し

い
授
業
の
形
を
提
案
し
、
実
際
に
授
業
を
行
っ
て
も
ら

い
、
そ
の
成
果
や
反
省
を
次
の
授
業
に
生
か
そ
う
と
考

え
た
３
人
は
、「
複
数
回
に
わ
た
っ
て
、
私
た
ち
に
授

業
の
内
容
を
組
み
立
て
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
、
古
典
の

担
当
教
師
に
願
い
出
た
。そ
れ
に
対
し
て
そ
の
教
師
は
、

「
あ
な
た
た
ち
に
対
し
て
私
は
責
任
が
あ
る
か
ら
、
何

回
も
授
業
を
任
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
答
え
た
。

　「
そ
の
先
生
が
言
っ
た『
責
任
』と
い
う
言
葉
が
引
っ

か
か
り
ま
し
た
。
授
業
で
分
か
っ
た
こ
と
、
分
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
生
徒
が
教
師
に
伝
え
て
、
次
の
授
業
の

あ
り
方
を
一
緒
に
考
え
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
授
業
の

責
任
は
先
生
だ
け
で
は
な
く
、
生
徒
に
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
…
…
。
主
体
的
に
学
ぶ
授
業
の
責
任
の
所
在
に

つ
い
て
考
え
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
」（
橋
本
さ
ん
）　

　22
年
度
に
な
っ
て
、「
先
生
と
生
徒
の
対
話
に
よ

る
新
し
い
授
業
」
と
い
う
課
題
に
、
2
人
の
新
２
年
生

が
参
画
し
た
。
木き

須す

さ
く
ら
さ
ん
と
小
島
麻
由
美
さ
ん

だ
。
木
須
さ
ん
は
、
先
輩
の
取
り
組
み
を
知
り
、
授
業

の
不
満
を
教
師
だ
け
に
ぶ
つ
け
て
き
た
自
分
を
変
え
た

い
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
英
語
の
担
当
教
師
に
、
自
分

が
こ
の
課
題
を
選
ん
だ
こ
と
を
伝
え
、「
よ
り
よ
い
授

業
の
あ
り
方
を
先
生
と
話
し
合
い
た
い
」と
申
し
出
た
。

　「
先
生
は
私
の
申
し
出
に
驚
い
て
い
ま
し
た
が
、
怒

「
も
し
も
、
あ
の
時
私
が
…
…
」

生
徒
の
探
究
は
今
も
私
の
中
に
あ
る

松
尾
ま
り
こ 

先
生
（
国
語
科
）

自
分
な
り
の
答
え
を
求
め
る
生
徒
に
、

教
師
と
し
て
も
影
響
を
受
け
た

百ひ
ゃ
く

岳た
け

真
吾 

先
生
（
地
理
歴
史
・
公
民
科
）

「
主
体
的
な
学
び
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
に
、
自
分
た
ち
で
授
業

を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
申
し

出
を
、
私
は
「
教
師
と
し
て
の

責
任
が
あ
る
」
と
断
り
ま
し
た
。「
あ
の
時
、
一
緒
に
授

業
を
つ
く
っ
て
い
た
ら
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
」
と
、

今
も
考
え
ま
す
。
生
徒
が
考
え
た
授
業
で
あ
っ
て
も
、

そ
こ
に
教
師
で
あ
る
私
が
い
れ
ば
、「
責
任
」
を
果
た
せ

て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
３
人
の
取
り
組
み
は
、

私
に
と
っ
て
も
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

探
究
学
習
で
は
、
生
徒
は
答
え

が
１
つ
で
は
な
い
課
題
に
取
り

組
み
ま
す
が
、
彼
女
た
ち
か
ら

は
、
何
と
か
し
て
自
分
な
り
の

答
え
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
意
気
込
み
を
感
じ
ま
し
た
。

彼
女
た
ち
と
授
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
そ

し
て
彼
女
た
ち
が
も
が
き
な
が
ら
考
え
て
い
る
姿
を
見

て
、
私
の
中
で
、
生
徒
が
主
体
的
に
、
よ
り
深
く
学
ぶ

授
業
を
追
究
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
、
今
ま
で
以
上

に
高
ま
り
ま
し
た
。

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習

 高校版  2023 April11

0-01-J-23270-001 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 10 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

04/03
引寺

再
念
校

04/05
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-23270-001 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 11 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

04/03
引寺

再
念
校

04/05
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P10-13_view-next-koukou-4g.indd   11P10-13_view-next-koukou-4g.indd   11 2023/04/05   10:352023/04/05   10:35



り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、『
授
業
の
こ
と

を
大
切
に
考
え
て
く
れ
て
い
た
ん
だ
ね
。
一
緒
に
頑
張

ろ
う
』
と
ま
で
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

　
２
人
は
、
他
の
生
徒
に
も
呼
び
か
け
、
こ
れ
ま
で
の

英
語
の
授
業
の
よ
い
と
こ
ろ
、
改
善
し
て
ほ
し
い
と
こ

ろ
、
授
業
を
通
じ
て
身
に
つ
け
た
い
力
な
ど
を
話
し

合
っ
た
。
だ
が
、こ
こ
で
も
予
想
外
の
事
態
が
起
き
た
。

　「『
今
の
ま
ま
の
授
業
で
よ
い
の
に
、
な
ぜ
、
そ
ん
な

こ
と
を
話
し
合
う
の
？
』
な
ど
と
、
私
た
ち
の
取
り
組

み
に
反
対
す
る
意
見
が
出
て
き
た
の
で
す
。
自
分
が
よ

い
と
思
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
ほ
か

の
人
に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
現

実
の
厳
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」（
小
島
さ
ん
）

　
予
想
外
の
事
態
に
、
2
人
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

　「
今
の
授
業
を
変
え
た
く
な
い
と
言
う
人
の
こ
と
は

気
に
せ
ず
、
自
分
が
信
じ
る
こ
と
を
や
っ
て
い
こ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
ク
ラ
ス
の
人
た
ち
と
の
溝
が

大
き
く
な
り
、
学
校
に
行
く
の
も
嫌
に
な
っ
て
き
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
こ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た

３
人
の
先
輩
た
ち
に
も
相
談
し
な
が
ら
考
え
る
う
ち

に
、
私
た
ち
の
取
り
組
み
に
反
対
す
る
人
に
も
、
そ
の

人
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。
他
者
の
考
え
を
自
分
と
同
じ
考
え
に
変
え
る

の
で
は
な
く
、
考
え
の
違
う
個
が
協
働
し
て
幸
せ
に
な

れ
る
よ
う
な
場
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
な
の
だ
と
、
私

の
考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
」（
木
須
さ
ん
）

　教
師
や
他
の
生
徒
と
の
対
話
を
通
し
て
、
授

業
に
対
す
る
見
方
は
確
か
に
深
ま
っ
て
き
た
と
感
じ
る

5
人
だ
が
、
新
し
い
授
業
が
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か

は
ま
だ
見
え
て
な
い
。

　「
先
生
方
と
話
を
す
る
中
で
、
先
生
は
、『
生
徒
に
こ

う
な
っ
て
ほ
し
い
』
と
い
う
姿
か
ら
逆
算
し
て
授
業
を

し
て
い
る
け
れ
ど
、
私
た
ち
の
現
状
と
離
れ
す
ぎ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
自
分
の
現
状
と
距

離
の
あ
る
授
業
だ
と
、
先
生
の
話
を
聞
い
て
、
板
書
を

写
す
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
で
も
、
授
業
で
自

分
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
ら
、
授
業

の
受
け
方
は
変
わ
る
と
思
う
の
で
す
。
生
徒
が
自
分
の

学
習
上
の
課
題
を
理
解
し
、
先
生
と
共
有
し
て
い
く
こ

と
で
、
誰
に
と
っ
て
も
ち
ょ
う
ど
よ
い
距
離
感
の
授
業

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
だ
と
し
た
ら
、
そ
う
し
た
授

業
は
ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
の
か
…
…
。
そ
れ
を
今

考
え
て
い
ま
す
」（
白
濱
さ
ん
）

　
一
方
、
授
業
の
責
任
や
考
え
の
違
う
個
と
の
協
働
な

ど
、
当
初
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
問
題
は
現
在
も
解
決

さ
れ
て
い
な
い
。

　「
確
か
に
、
新
し
い
授
業
の
形
を
考
え
る
過
程
で
、

次
々
と
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ

は
調
べ
学
習
で
終
わ
ら
せ
ず
、
分
か
っ
た
こ
と
を
基
に

行
動
を
起
こ
し
た
か
ら
こ
そ
生
じ
た
も
の
で
す
し
、
新

た
な
問
題
に
も
向
き
合
え
て
い
る
の
は
、
自
分
た
ち
が

成
長
で
き
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
友
人
に
探
究

学
習
の
こ
と
を
話
し
た
ら
、『
先
生
と
一
緒
に
授
業
を

変
え
る
だ
な
ん
て
考
え
た
こ
と
も
な
か
っ
た
』
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
私
も
、
自
分
た
ち
が
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

ら
れ
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
」（
橋
本
さ
ん
）

高
校
生
は
、
周
囲
と
の
衝
突
も

成
長
の
機
会
に
で
き
る

田
中
一
彦 

先
生
（
英
語
科
）

木
須
さ
ん
と
小
島
さ
ん
と
は
、

授
業
に
つ
い
て
と
い
う
よ
り
も
、

教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
た
く

さ
ん
話
を
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス

の
生
徒
と
衝
突
し
た
経
験
を
通
じ
て
、
考
え
の
異
な
る

他
者
を
受
容
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
る
２
人
の
言

葉
を
聞
い
て
、
高
校
生
の
成
長
は
す
ご
い
な
と
感
じ
ま

し
た
。
私
は
自
分
の
授
業
が
講
義
型
だ
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
生
徒
は
そ
う
思
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
２
人
と
話
し
た
こ
と
で
、
私
も
、
も
っ

と
進
化
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

●
学
校
概
要

設
立
　
１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子
校

生
徒
数
　
１
学
年
（
高
校
）
約
１
５
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績（
現
浪
計
）　
国
公
立
大
は
、

筑
波
大
、
千
葉
大
、
埼
玉
大
、
横
浜
国
立
大
、
高
知
大
、

佐
賀
大
、
長
崎
大
、
宮
崎
大
、
北
九
州
市
立
大
、
長
崎
県

立
大
な
ど
に
18
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
津
田
塾
大
、
東

洋
大
、
南
山
大
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
、
西
南
学

院
大
、
長
崎
純
心
大
な
ど
に
延
べ
96
人
が
合
格
。
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柏木　自分は主体的に授業に臨んでいるのだろうかと
考える中で、教師と一緒に授業をつくっていこうと考

え、実際に提案・実行した生徒の行動力にはとても驚

かされました。私自身の高校時代を思い出すと、正直、

先生に言われたことをこなすだけで、主体的に学ぶこ

とができていなかった授業もありましたが、そのよう

な授業を自分の力で変えていこうなどと考えたことは、

一度もありませんでした。

槌本　５人の取り組みを知った人たちは、柏木さんの
ように驚きます。でも、生徒たちはいたって普通の高

校生で、決して我を通すタイプではありません。

柏木　それなのに、先生に自分たちの考えを説明し、
時にクラスメートと衝突しながら探究学習を進めて

いったのですね。生徒が理想の授業を考える上でヒン

トになったのが、槌本先生の化学の授業だったそうで

すが、探究学習に取り組む生徒からは、相談事も多かっ

たのではないでしょうか。

槌本　何度か相談に来たので、丁寧に話を聞き、「それ
はなぜ？」「あなたの気持ちは？」などと尋ねました。

ただ、具体的なアドバイスは一切しませんでした。そ

れでも、生徒たちの主体性が高く維持されていたのは、

主体的に学ぶ授業の実現が、生徒たちにとって避けて

は通れない自分自身の課題だったからだと思います。

柏木さんは、「主体的に学べていなかった授業もあった

けれど、授業を自分の手で変えようと思わなかった」

と言いました。私も、高校時代は同じでした。その理

由は、私たちは主体的に学んではいなかったけれども、

家庭学習などで補えば、学習内容を理解できたから、

つまり、自分の困り事ではなかったからだと思うので

す。高校生が授業をつくるという発想も、当時の自分

にはありませんでした。今回の生徒にとっては、粘り

強く取り組む価値があるテーマだったのでしょう。

槌本　生徒が主体的に探究学習に取り組んだ理由は、
もう１つあると思っています。それは、高校入学時か

ら自分と向き合う時間がたくさんあったからかもしれ

ません。３人の３年生には、私は担任として３年間か

かわってきましたが、日々いろいろな問いを投げかけ

てきました。１年次の４月、どんな高校生活を送りた

いか、生徒たちに聞いたところ、何人かの生徒が、「自

分らしい高校生活」と答えました。私が「自分らしいっ

て、どういうこと？」と尋ねると、生徒たちは思い思

いの答えを口にしました。しかし、さらに問いを重ね

ると、生徒たちは「自分らしさ」が何なのか分からな

くなったのです。その時、生徒にとって「自分らしさ」

は、３年間を通じた探究課題になったのだと思います。

以降、私は学校生活の様々な場面で、「あなたはどう考

えているの？」「どうしたいの？」と尋ねました。柏木

さんが取材に来た際も、生徒に「今日、ベネッセの柏

木さんが来るけど、どうする？」と聞きました。

柏木　はい。槌本先生を訪ねると、いつも多くの生徒
さんに囲まれ、様々なテーマで私が逆取材されます。

槌本　私が「どう思う？」「どうしたい？」と尋ねる度
に、生徒は自分に向き合っていたのだと思います。「先

生と生徒の対話による新しい授業」を課題として設定

した生徒たちも、自分と向き合った末にこの課題にた

どり着き、自分が取り組む価値を理解していたからこ

そ、粘り強く取り組めたのだと思います。探究学習を

通して授業を変えたいという気持ち以上に、自分を変

えたいという思いがあったのではないでしょうか。

柏木　槌本先生から日々投げかけられる問いを通じて、
生徒は自分と向き合ってきたからこそ、探究学習にも

主体的に取り組めたのでしょうね。豊かな探究学習を

実現する土壌は、豊かな学校の日常の中で育まれるも

のなのだと、改めて実感しました。

と考える「探究学習における主体性」担当教師

自分事のテーマだから
粘り強く取り組めた

日々の教師の問いかけを通して、
生徒は自分と向き合う

長崎県・私立純心中学校・純心女子高校
３学年担任
槌本六秀 つちもと・むつひで
教師歴26年。同校に赴任して27年目。理科。

VIEW next編集部　統括責任者
柏木 崇 かしわぎ・たかし

純心女子高校の槌本六秀先生と遠野高校の佐藤紘大先生が、生徒主体の探究学習をテーマに語り合いました。その模様を取材した
ウェブオリジナル記事を、ぜひご覧ください（右記の２次元コードを読み込み、またはクリックしてアクセス）。
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高
卒
就
職
者
の
約
４
割
が
県
外
に
就

職
し
、
県
外
大
学
等
へ
の
進
学
率
が
約

３
割
に
上
る
青
森
県
。
県
の
人
口
減
少

が
続
く
中
、
県
の
未
来
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
施
策
と
し
て
、
青
森
県
教
育

庁
（
以
下
、
教
育
庁
）
は
、
２
０
２
２

年
度
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
等

に
お
い
て
、
す
べ
て
の
生
徒
が
取
り
組

む
「
あ
お
も
り
創
造
学
」
を
創
設
し
た

（
図
１
）。
そ
れ
は
、
生
徒
が
高
校
の
所

在
地
や
自
身
の
居
住
地
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
自
分
の
関
心
に
基
づ
い
て
課

題
を
設
定
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

り
、
地
域
人
材
と
連
携
し
た
り
し
な
が

ら
取
り
組
む
探
究
学
習
だ
。

　
特
徴
は
、１
人
１
課
題
に
取
り
組
み
、

地
域
と
連
携
す
る
活
動
と
し
た
点
だ
。

生
徒
に
と
っ
て
身
近
な
地
域
を
テ
ー
マ

に
す
る
こ
と
で
、
生
徒
が
課
題
を
自
分

事
と
し
て
捉
え
や
す
く
な
り
、
日
常
生

活
に
お
い
て
情
報
を
集
め
た
り
、
授
業

外
で
も
活
動
し
た
り
と
、
調
べ
学
習
に

と
ど
ま
ら
な
い
、
主
体
的
な
探
究
学
習

が
期
待
で
き
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
個

人
に
よ
る
活
動
と
す
れ
ば
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
の
学
習
評
価
も
担
保
で
き
る
。

　
社
会
で
は
、
自
分
１
人
で
は
な
く
、

関
係
者
と
連
携
し
、
議
論
し
な
が
ら
課

題
に
取
り
組
む
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。

高
校
で
の
探
究
学
習
に
お
い
て
、
他
者

と
連
携
し
て
課
題
に
取
り
組
む
経
験
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
徒
が
学

校
外
で
活
動
す
る
た
め
の
経
費
と
し
て

予
算
も
確
保
し
た
。

　
生
徒
が
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
教
師

の
教
育
観
の
転
換
も
重
要
だ
と
、
同
事

業
担
当
の
教
育
庁
学
校
教
育
課
高
等
学

校
指
導
グ
ル
ー
プ
の
伴
一か

ず
と
し聡

指
導
主
事

は
語
る
。

　「
生
徒
も
教
師
も
発
表
な
ど
の
『
ま

と
め
・
表
現
』
に
目
を
向
け
が
ち
で
す

が
、
探
究
学
習
で
は
、
情
報
を
整
理
・

分
析
し
、
時
に
は
他
者
と
協
働
す
る
中

で
、
自
分
な
り
の
納
得
解
を
出
す
プ
ロ

セ
ス
こ
そ
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
生

徒
が
課
題
の
設
定
に
困
っ
て
い
た
り
、

探
究
の
途
中
で
関
心
が
変
わ
っ
た
り
し

た
際
に
、
生
徒
が
次
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を

見
い
だ
せ
る
よ
う
に
、
生
徒
の
関
心
事

に
関
連
す
る
情
報
を
収
集
す
る
具
体
的

な
方
法
を
提
示
す
る
な
ど
、
教
師
の
寄

り
添
う
姿
勢
が
必
要
で
す
。
教
員
研
修

で
は
、
先
進
校
の
事
例
や
質
疑
応
答
な

ど
を
通
じ
て
、
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
加

え
、
生
徒
の
探
究
に
伴
走
し
、
生
徒
が

困
っ
た
時
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
と

い
っ
た
探
究
学
習
に
お
け
る
教
師
の
役

割
も
伝
え
て
い
ま
す
」

　
各
校
が
「
あ
お
も
り
創
造
学
」
を
推

進
で
き
る
よ
う
、
22
年
度
、
教
育
庁
は

次
の
取
り
組
み
を
行
っ
た
。

◎
各
校
の
担
当
者
対
象
の
研
修
協
議
会

　
校
内
の
推
進
体
制
を
確
立
で
き
る
よ

学
校
教
育
課

高
等
学
校
指
導
グ
ル
ー
プ

指
導
主
事

伴
　一
聡

ば
ん
・
か
ず
と
し

青
森
県
教
育
庁

１
人
１
課
題
に
取
り
組
む「
あ
お
も
り
創
造
学
」で
、

地
域
課
題
を
自
分
事
と
し
て
捉
え
る

青
森
県
は
、持
続
可
能
な
地
域
を
創
造
す
る
人
材
の
育
成
に
向
け
、生
徒
が
地
域
課
題
に
取
り
組
む
探
究
学
習「
あ
お
も
り
創
造
学
」

を
創
設
。生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
す
た
め
に
１
人
１
課
題
の
形
と
し
、校
内
体
制
の
確
立
を
支
援
す
る
研
修
も
実
施
し
て
い
る
。

教
師
の
役
割
は
、生
徒
が
困
っ
た

時
に
積
極
的
に
寄
り
添
う「
伴
走
」

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

研
修
を
年
４
回
実
施
し
、
悩
み
の

解
決
に
つ
な
が
る
情
報
を
提
供

実践リポート

教育委員会編

●
自
治
体
概
要

高
校
数

　県
立
54
校
、
私
立
17
校

　

高
校
生
徒
数

　約
３
万
人
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う
、各
校
に「
あ
お
も
り
創
造
学
総
括

担
当
教
員
」（
以
下
、
担
当
教
員
）を
置

き
、担
当
教
員
対
象
の
教
員
研
修
協
議

会
を
４
回
実
施
し
た（
図
２
）。県
の
地

域
課
題
に
関
す
る
施
策
や
、高
校
が
利

用
で
き
る
支
援
事
業
の
説
明
な
ど
を
行

い
、生
徒
が
設
定
す
る
課
題
や
経
費
の

確
保
の
方
法
を
、担
当
教
員
が
イ
メ
ー

ジ
で
き
る
よ
う
に
し
た
。ま
た
、担
当

教
員
に
研
修
内
容
を
自
校
の
教
師
に
報

告
・
共
有
す
る
よ
う
に
伝
え
、各
校
に

お
い
て
研
修
内
容
を
共
有
す
る
場
を
設

け
ら
れ
る
よ
う
、各
校
に
依
頼
し
た
。

　
担
当
教
員
に
好
評
だ
っ
た
の
は
、
県

内
外
の
探
究
学
習
の
先
進
校
の
実
践
発

表
と
、
大
学
教
員
に
よ
る
思
考
ツ
ー
ル

の
活
用
実
践
に
関
す
る
講
演
だ
っ
た
。

　「
先
進
校
の
先
生
に
は
、
生
徒
に
伴

走
す
る
と
は
具
体
的
に
ど
う
す
る
こ
と

か
、
校
内
体
制
を
ど
の
よ
う
に
築
い
た

か
な
ど
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
思
考
ツ
ー
ル
の
活
用
法
で
は
、

大
学
の
先
生
に
、
青
森
県
の
課
題
を
題

材
に
し
て
、
実
際
に
思
考
ツ
ー
ル
を
活

用
し
な
が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
課
題
設
定
の
際
に
思
考
ツ
ー
ル
を

ど
う
使
え
ば
、
情
報
の
整
理
や
分
析
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
た
と
い
っ
た
声
が
担
当
教
員
か
ら

聞
か
れ
ま
し
た
」

　
教
員
研
修
協
議
会
で
は
、
県
内
６
地

域
ご
と
の
分
科
会
も
行
っ
た
（
写
真
）。

地
域
内
の
普
通
科
や
専
門
学
科
、 

定
時

制
、
通
信
制
の
教
師
が
、
地
域
の
課
題

や
生
徒
が
設
定
し
た
課
題
を
共
有
し
、

そ
れ
ら
に
取
り
組
む
際
に
教
師
が
で
き

る
支
援
に
つ
い
て
助
言
し
合
っ
た
。

　「
専
門
学
科
は
課
題
研
究
で
の
指
導

経
験
が
豊
富
で
す
か
ら
、
普
通
科
の
教

師
に
と
っ
て
参
考
に
な
る
点
が
多
々
あ

り
ま
す
。
分
科
会
で
教
師
同
士
が
関
係

を
築
き
、
普
段
か
ら
情
報
交
換
や
相
談

を
し
合
う
な
ど
、
よ
い
実
践
を
横
展
開

し
や
す
く
し
ま
し
た
」

実施頻度・時期　年４回（５月、７月、９月、11月）
実施時間	 各回とも10 時 00 分〜15時30 分
参加者	 各校のあおもり創造学総括担当教員１人（複数参加可）
各回の内容	 各回とも、「あおもり創造学」の取り組みに関する質疑応答と、

県内６地域のグループ別の情報交換・分科会も実施　

回 テーマ 主な内容

第１回
校内体制の
構築

•「あおもり創造学」の事業説明・質疑応答
•地域課題に関する県の施策、及び高校関係事業
の説明（発表者：知事部局と教育庁他課の担当者）
•県内先進校の実践発表（テーマ：高校生が考え
る人口減少対策プログラム）

第２回
他機関との
ネットワーク
づくり

•大学教員の講演・質疑応答（テーマ：外部機関
と連携した探究学習、ネットワークづくり）
•県内 10大学・短大による地域連携・高大接続に
関する情報提供

第３回
ICTの活用、
キャリア教育
の充実

•地域課題に関する県の施策、及び高校関係事業
の説明（発表者：知事部局と教育庁他課の担当者）
•岩手県の先進校の教師による講演（テーマ：担
当者が１人で悩まずに学校全体で取り組む探究
学習の体制づくり）

第４回
効果的な
情報発信

•大学教員の講演・質疑応答（テーマ：探究学習
における地域課題の捉え方、プロジェクト形成
のコツ）

写真　教員研修協議会
では毎回、県内６地域ご
とに担当教員が集まる分
科会も実施。地域特有
の状況が分かる教師同
士で活発な情報交換が
行われた。

◉「あおもり創造学」とは
高校生活の中で、地域資源や人財を活用して、総合的な探究の時間
等において、高校の所在地域及び自身の居住地域等について理解を
深める学習。地域と協力しながら生徒一人ひとりの「ふるさとあお
もり」への愛着や誇り、夢を抱き、未来に向かって挑戦する意欲の
醸成に取り組み、その成果を小・中学校及び地域に発信する。

◉主な取り組み
•地域や外部と連携するためのバス使用料等の予算を確保し、2022・
23年度は推進校20 校、2023・24 年度は推進校以外に配分。
•各校に「あおもり創造学総括担当教員」を配置。研修を年４回実施。　
•全校の実践を一元で発信するウェブサイト（P.16図３）を開設。　
•県で成果発表会を実施。各校は、成果をまとめた動画を製作・配信。

「あおもり創造学及び総合的な探究の時間」教員研修協議会　概要

※青森県教育庁の提供資料を基に編集部で作成。

図１ 「あおもり創造学」事業概要

青森県では、人材を「人の財
たから
」と捉え、「人財」と表記している。

※青森県教育庁の提供資料を基に編集部で作成。

図１

図２

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習
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◎
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
成
果
を
一
元
発
信

　
教
育
庁
は
、
全
校
の
実
践
と
成
果
を

発
信
す
る「
あ
お
も
り
創
造
学
」の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
（
図
３
）。
各

校
の
魅
力
の
訴
求
や
外
部
の
連
携
先
へ

の
成
果
報
告
、
保
護
者
へ
の
探
究
学
習

の
周
知
な
ど
、
様
々
な
効
果
を
ね
ら
っ

て
い
る
。
特
に
、
各
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の

実
践
を
共
有
す
る
中
で
協
働
研
究
に
発

展
す
る
こ
と
や
、
小
・
中
学
生
が
高
校

で
の
探
究
学
習
の
情
報
を
得
て
、
現
在

の
学
び
が
高
校
で
の
学
び
に
ど
う
つ
な

が
る
か
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
進
路
選
択
に

役
立
て
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

◎
県
主
催
の
成
果
発
表
会
の
実
施

　
23
年
１
月
、「
あ
お
も
り
創
造
学
」

の
成
果
発
表
会
を
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
の
併
用
で
開
催
し
た
。
参
加
し
た
26

校
の
生
徒
は
堂
々
と
発
表
し
、
聴
衆
の

生
徒
も
積
極
的
に
質
問
し
た
。「
あ
お

も
り
創
造
学
の
取
り
組
み
の
改
善
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
分
科
会
も
行
い
、
そ
の

内
容
は
会
場
全
体
で
共
有
し
た
。

　
伴
指
導
主
事
は
、
同
事
業
の
成
果
を

象
徴
す
る
発
表
に
、
定
時
制
高
校
の
生

徒
が
取
り
組
ん
だ
「
地
域
連
携
と
防
災

意
識
の
向
上
」
を
挙
げ
た
。
そ
の
高
校

の
生
徒
た
ち
は
、
学
校

が
津
波
に
よ
る
浸
水
区

域
に
位
置
す
る
こ
と
か

ら
、
町
民
と
防
災
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
一
緒

に
町
を
歩
い
て
避
難
経

路
を
確
認
す
る
と
と
も

に
、
防
災
訓
練
も
行
っ

た
。
そ
の
実
践
は
、
22

年
10
月
に
新
潟
県
で
開

催
さ
れ
た
「
世
界
津
波

の
日
　
高
校
生
サ
ミ
ッ

ト
」
で
も
発
表
さ
れ
た
。

　「
身
近
な
こ
と
に
関
す
る
課
題
意
識

を
発
端
に
情
報
を
集
め
、分
析
し
、行

動
に
移
し
て
、そ
の
成
果
を
世
界
に
発

信
し
た
そ
の
生
徒
は
、世
界
に
目
を
向

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
本
事

業
の
意
義
を
強
く
感
じ
た
事
例
で
す
」

　
現
在
ま
で
の
成
果
を
、
伴
指
導
主
事

は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　「
教
員
研
修
協
議
会
で
は
、回
を
重

ね
る
度
に
、
教
師
は
自
校
の
課
題
を
開

示
し
て
指
導
主
事
や
他
校
の
先
生
方
に

助
言
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
意

欲
的
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
実
施
１
年

目
と
し
て
は
、
十
分
な
手
応
え
が
あ
り

ま
す
。一
方
で
、教
員
研
修
協
議
会
の

参
加
者
が
毎
回
異
な
る
な
ど
、
校
内
体

制
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
様
子
が
う
か

が
え
た
学
校
に
は
、こ
ま
め
に
連
絡
し
、

重
点
的
な
支
援
を
心
が
け
ま
し
た
」

　
今
後
の
課
題
は
、「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」を
軸
に
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
現
を
支
援
す
る
こ

と
だ
。生
徒
が
主
体
的
に
探
究
学
習
に

取
り
組
め
ば
、活
動
は「
総
合
的
な
探

究
の
時
間
」の
枠
に
収
ま
ら
な
く
な
り
、

各
教
科
の
学
習
や
学
校
行
事
、外
部
と

の
連
携
が
一
層
重
要
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、各
校
が
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
の
視
点
で
教
育
活
動
を
見
直
す

こ
と
が
求
め
ら
れ
、教
師
の
負
担
が
軽

減
さ
れ
て
、事
業
終
了
後
も
持
続
可
能

な
探
究
学
習
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　
小
・
中
学
校
と
高
校
の
探
究
学
習
の

連
続
性
も
課
題
に
挙
げ
る
。多
く
の
小・

中
学
校
で
は「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
地
域
学
習
を
行
っ
て
お
り
、
個
人
差

は
あ
れ
ど
、
生
徒
は
高
校
入
学
時
に
地

域
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
る
。
市
町
村

教
育
委
員
会
と
の
連
携
や
キ
ャ
リ
ア
・

パ
ス
ポ
ー
ト
の
活
用
に
よ
っ
て
生
徒
の

実
態
を
つ
か
ん
だ
上
で
活
動
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
も
検
討
し
て
い
く
。

　「
地
域
の
課
題
に
取
り
組
む
経
験
は
、

生
徒
の
社
会
貢
献
意
識
を
高
め
、
青

森
県
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
発
展
に
寄

与
す
る
で
し
ょ
う
。
何
よ
り
、
地
に
足

の
つ
い
た
探
究
学
習
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
学
び
が
深
ま
り
、
自
身
の
あ
り

方
・
生
き
方
も
よ
り
明
確
に
な
る
は
ず

で
す
。
現
場
の
教
師
や
生
徒
が
一
層
主

体
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら

も
支
援
を
続
け
て
い
き
ま
す
」

カ
リ
・
マ
ネ
を
推
進
し
、

持
続
可
能
な
探
究
学
習
の
実
現
を

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
成
果
発
表
会
で

学
校
内
外
に
実
践
を
ア
ピ
ー
ル

図３ 「あおもり創造学」のウェブサイト

下記URL、または「あおもり創造学」で検索し、アクセスしてください。
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/kyoiku/e-gakyo/
aomorisouzougaku.html
※青森県教育庁の提供資料を基に編集部で作成。

各校の「あおも
り創造学」に関
する最新情報
をまとめて紹介

各校が取り組
む主な課題を
紹介。各校の
ウェブサイトに
リンクを張って
いる

図３
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福
井
県
教
育
庁（
以
下
、教
育
庁
）は
、

県
立
高
校
の
特
色
化
の
１
つ
と
し
て
探

究
学
習
を
掲
げ
、
２
０
２
２
年
度
ま
で

に
県
立
高
校
８
校
に
探
究
系
学
科
を
設

置
す
る
と
と
も
に
、全
校
の
探
究
学
習

の
推
進
を
支
援
す
る
施
策
を
講
じ
て
い

る
。教
育
庁
高
校
教
育
課
の
渡
邉
本も

と

樹き

参
事
は
、
そ
の
ね
ら
い
を
こ
う
語
る
。

　「
本
県
で
は
4
校
が
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
＊
）

に
指
定
さ
れ
て
お
り
、各
校
の
生
徒
は
、

探
究
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
み
、
全

国
規
模
の
発
表
会
に
出
場
し
て
成
果
も

上
げ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
生
徒
を
支

援
し
て
い
る
各
校
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
県
内

の
全
校
に
広
め
、
県
全
体
で
探
究
学
習

を
推
進
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
」

　
22
年
度
に
講
じ
た
主
な
施
策
は
、
次

の
通
り
だ
（
Ｐ
．18
図
１
）。

◎
各
校
に
探
究
学
習
担
当
者
を
配
置

　
校
内
の
探
究
学
習
の
推
進
を
中
心
的

に
担
う
校
務
分
掌
を
設
置
し
、
探
究
学

習
担
当
者
と
し
て
、
探
究
リ
ー
ダ
ー
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
リ
ー
ダ
ー
各
１
人
、教
科

学
習
リ
ー
ダ
ー
５
教
科
各
１
人
を
配
置

す
る
よ
う
各
校
に
依
頼
し
た
。

◎
探
究
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
巡
回

　
退
職
教
員
２
人
を
「
探
究
学
習
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し
て
配
置
。
各
校

を
訪
問
し
、
校
内
の
探
究
学
習
を
推
進

す
る
体
制
の
確
立
や
、
各
校
の
実
践
の

紹
介
な
ど
、
探
究
学
習
の
推
進
を
支
援

し
て
い
る
。
各
校
の
探
究
学
習
担
当
者

を
つ
な
げ
る
役
割
も
担
う
。

◎
教
員
研
修
を
年
３
回
実
施

　
各
校
の
探
究
学
習
担
当
者
を
対
象
と

し
た
教
員
研
修
を
、
22
年
度
は
３
回
実

施
。
例
え
ば
、
23
年
１
月
に
行
っ
た
研

修
に
は
、
全
校
の
探
究
学
習
担
当
者
が

参
加
し
、
次
年
度
の
探
究
学
習
の
年
間

計
画
を
考
え
る
機
会
と
し
た
。

◎
全
校
の
探
究
学
習
担
当
者
が
交
流
す

る
場
を
オ
ン
ラ
イ
ン
上
に
設
置

　
全
校
の
探
究
学
習
担
当
者
が
オ
ン
ラ

イ
ン
上
で
交
流
す
る
場
を
設
置
し
た
。

教
員
研
修
で
各
校
の
担
当
者
同
士
の
交

流
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
交
流
の
場
の
書

き
込
み
が
増
え
て
い
き
、
22
年
度
末
に

は
、
次
年
度
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
の
年
間
計
画
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
し
合
う
や
り
取
り
も
見
ら
れ
た
。

　
以
上
の
施
策
に
よ
っ
て
、
学
校
間
の

連
携
が
活
発
化
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

県
立
高
校
５
校
が
校
則
や
校
内
ル
ー
ル

高
校
教
育
課

副
部
長
（
高
校
教
育
）

山
﨑
良
成

や
ま
ざ
き
・
よ
し
な
り

高
校
教
育
課

参
事
（
大
学
進
学
サ
ポ
ー
ト
）

西
東
一
彦

さ
い
と
う
・
か
ず
ひ
こ

高
校
教
育
課

参
事
（
授
業
力
向
上
）

渡
邉
本
樹

わ
た
な
べ
・
も
と
き

高
校
教
育
課

指
導
主
事

家
根
谷
直
登

や
ね
や
・
な
お
と

福
井
県
教
育
庁

生
徒
が「
念お

も

い
」を
社
会
に
発
信
す
る
、

全
国
規
模
の「
プ
レ
ゼ
ン
甲
子
園
」を
開
催

福
井
県
は
、学
校
間
で
連
携
し
て
探
究
学
習
を
行
う
仕
組
み
づ
く
り
や
、中
学
校
で
の
探
究
学
習
を
評
価
す
る
高
校
入
試
の
導
入
、

そ
し
て
生
徒
が「
念
い
」を
伝
え
る「
全
国
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
甲
子
園
」の
開
催
な
ど
で
、生
徒
主
体
の
探
究
学
習
を
支
援
し
て
い
る
。

校
内
体
制
の
構
築
と
、

各
校
の
実
践
の
横
展
開
を
支
援

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

学
校
を
超
え
た
連
携
が
活
発
化
。

互
い
に
刺
激
し
合
う
生
徒
た
ち

＊　文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」の略。

実践リポート

教育委員会編

●
自
治
体
概
要

高
校
数
　
県
立
25
校
、
私
立
７
校
　

高
校
生
徒
数
　
約
２
万
人

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習
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を
テ
ー
マ
に
し
た
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
、各
校
の
実
践
を
踏
ま
え

て
、
よ
り
よ
い
校
則
や
校
内
ル
ー
ル
の

あ
り
方
を
議
論
し
た
。
ま
た
、
課
題
研

究
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
る
大
学
教

員
の
仲
介
で
、
県
立
高
校
２
校
の
研
究

グ
ル
ー
プ
が
学
習
会
を
開
き
、
協
働
し

て
学
び
を
進
め
て
い
る
。
２
校
と
も
に

「
地
域
の
地
震
」
を
研
究
テ
ー
マ
に
し

て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ「
地
震
の
予
知
」、

「
活
断
層
」
と
、
題
材
が
異
な
る
た
め
、

互
い
に
違
う
視
点
の
意
見
を
得
る
機
会

と
な
り
、よ
り
探
究
が
深
ま
っ
て
い
る
。

　「
探
究
学
習
の
成
果
を
学
校
外
で
発

信
し
、
他
者
か
ら
意
見
を
聞
く
こ
と

は
、
取
り
組
み
を
客
観
視
し
て
改
善
し

た
り
、新
た
な
発
想
が
生
ま
れ
た
り
と
、

次
の
一
歩
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
過

程
に
お
い
て
、
課
題
を
ま
す
ま
す
自
分

事
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
れ
が
主
体
的
な
探
究
学
習
に
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
ま
す
」（
渡
邉
参
事
）

　
ま
た
、
探
究
学
習
に
お
け
る
中
高
連

携
を
図
ろ
う
と
、
探
究
系
学
科
を
設
置

す
る
高
校
が
、
高
校
入
試
に
お
い
て
、

中
学
校
で
取
り
組
ん
だ
探
究
学
習
を
評

価
す
る
特
色
選
抜
を
実
施
し
て
い
る

（
図
１
）。
高
校
教
育
課
の
山
﨑
良
成
副

部
長
は
、
そ
の
意
図
を
こ
う
語
る
。

　「
中
学
校
で
取
り
組
ん
だ
探
究
学
習

の
成
果
を
、高
校
で
の
探
究
学
習
に
結

び
つ
け
る
こ
と
で
、自
分
の
興
味
を
さ

ら
に
掘
り
下
げ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、高
校
が
探
究
学

習
を
重
視
し
て
い
る
姿
勢
を
、高
校
入

試
に
お
い
て
明
確
に
打
ち
出
せ
ば
、全

中
学
校
に
、自
分
の
あ
り
方
・
生
き
方

を
追
究
す
る
よ
う
な
探
究
学
習
が
広
ま

る
と
考
え
ま
し
た
。探
究
学
習
は
自
分

に
か
か
わ
る
楽
し
い
学
び
だ
と
中
学
生

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、

県
全
体
で
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
が
実

現
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
生
徒
が
探
究
学
習
の
成
果
を
主
体
的

に
発
信
す
る
場
と
し
て
、教
育
庁
は「
全

国
高
校
生
プ
レ
ゼ
ン
甲
子
園
」
を
開
催

し
て
い
る
。「
テ
ー
マ
に
つ
い
て
深
く

考
察
し
た
上
で
、
論
理
的
思
考
力
、
表

現
力
、
創
造
力
を
発
揮
し
て
、
自
分
の

考
え
や
念お

も

い
を
伝
え
る
総
合
的
な
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図

る
」
こ
と
を
目
的
と
し
、
一
般
社
団
法

人
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
代
表

理
事
が
同
県
出
身
で
あ
る
こ
と
が
縁
で

始
ま
っ
た
。
22
年
度
は
34
都
道
府
県
か

ら
４
４
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
全
国
規

模
の
大
会
で
、
23
年
度
に
第
３
回
を
迎

え
る
（
図
２
）。
高
校
教
育
課
の
西さ

い
と
う東

一
彦
参
事
は
、「
念
い
」
と
し
た
意
図

を
次
の
よ
う
に
語
る
。

◉校内体制の整備
各校に、探究学習を推進する校務分掌を設置し、探究学習担当
者として、探究リーダー１人、ICT活用リーダー１人、教科学習リー
ダー５教科各１人を配置。

◉探究学習コーディネーターが各校を巡回
探究学習コーディネーター２人（退職教員）を配置し、各校を巡
回して支援。ほかに、大学教員の探究学習アドバイザーも配置。

◉教員研修を年３回実施
探究学習担当者を対象にした教員研修を年３回実施。

実施月 テーマ 主な内容

８月
観点別

学習状況の
評価

•各校の探究リーダーが４グループに分か
れ、校内体制づくりなどを議論

•県内の先進校２校の実践発表
•仁愛大学の西出和彦教授の講演

１月

今年度の
振り返り、
次年度の
計画

•國學院大學の田村学教授の講演（探究学
習における教師の役割と実践など）

•各校の探究リーダー、ICT 活用リーダー、
教科学習リーダーごとの分科会で情報共有

３月
生徒の変容、
評価、
校内体制

•各校の探究リーダーが３人ずつのグルー
プに分かれて情報共有

•研修内容についてオンラインでの事前説
明会を実施

•事前事後アンケートを実施し、結果を共有

◉高校間の情報共有を支援
Googleクラスルームに、探究学習担当者の交流の場を設置。年
度当初には、すべての学校が、生徒の探究学習のテーマ一覧を、
個人情報を除外した形で共有した。

◉高校入試の改革
探究系学科を設置する高校が、探究系学科の入学者選抜で、中
学校までの探究学習を評価する方法を独自に設定した特色選抜を
実施（下表は一例）。

テーマ 特色選抜の内容

高
こ し
志高校

•事前課題　①自分が関心を持つ内容の新聞記事等を選
び、自分の考えを探究的観点でまとめる　②中学校で
の探究学習または英語に関する取り組みをまとめる

•口頭試問、面接

武
たけ
生
ふ
高校

•試験会場で出された課題について、各自内容を検討し、
ポスターなどを作成してプレゼンテーションを行う

•適性検査

自
分
の「
念お

も

い
」を
持
つ
ま
で
の

過
程
こ
そ
が
、主
体
的
な
探
究
に

探究学習の推進に関する主な施策（2022年度）

※福井県教育庁の提供資料を基に編集部で作成。
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　「
代
表
理
事
の
言
葉
を
借
り
て
言
え

ば
、
相
手
の
心
に
響
く
プ
レ
ゼ
ン
は
、

確
固
た
る
『
信
念
』
が
あ
っ
て
こ
そ
で

き
る
も
の
で
す
。
そ
の
信
念
を
持
つ
た

め
に
は
、
ど
ん
な
課
題
を
設
定
し
、
ど

の
よ
う
な
情
報
を
収
集
し
て
、
ど
う
分

析
す
る
か
。
そ
う
し
た
プ
レ
ゼ
ン
に
至

る
ま
で
の
過
程
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ

が
ま
さ
に
主
体
的
な
探
究
に
な
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
決
勝
大
会
で
は
、
プ
レ

ゼ
ン
５
分
間
に
対
し
て
、
質
疑
応
答
を

10
分
間
と
し
、
出
場
者
の
念
い
を
丁
寧

に
見
て
い
ま
す
」

　
い
く
つ
か
の
応
募
校
で
は
、
自
校
の

探
究
学
習
の
ね
ら
い
に
応
じ
て
プ
レ
ゼ

ン
甲
子
園
を
年
間
計
画
に
組
み
込
ん
で

い
る
。
１
年
次
に
組
み
込
ん
で
い
る
学

校
は
、
探
究
サ
イ
ク
ル
を
回
す
練
習
の

機
会
の
１
つ
と
し
て
い
る
。
２・３
年

次
に
組
み
込
ん
で
い
る
学
校
は
、
１
年

間
の
探
究
学
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
応
募
さ
せ
た
り
、
学
年
で
代
表

者
を
決
め
、
取
材
や
調
査
を
追
加
し
て

プ
レ
ゼ
ン
内
容
に
磨
き
を
か
け
た
上
で

大
会
に
臨
ん
だ
り
し
て
い
る
。

 

　
22
年
度
の
決
勝
大
会
で
は
、
全
国
を

勝
ち
抜
い
た
生
徒
の
熱
い
プ
レ
ゼ
ン
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た（
写
真
）。「
ど
の
チ
ー

ム
も
全
身
を
使
っ
て
伝
え
よ
う
と
す
る

姿
に
、
私
も
熱
く
な
り
ま
し
た
」、「
持

続
可
能
な
未
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
、
行
動
し
て
い
る
仲
間
に
出
会
え
て

よ
か
っ
た
で
す
」
と
い
っ
た
声
が
出
場

者
か
ら
聞
か
れ
、
互
い
の
プ
レ
ゼ
ン
に

感
想
を
述
べ
合
う
光
景
が
見
ら
れ
た
。

　
自
分
が
興
味
を
持
っ
て
主
体
的
に
突

き
詰
め
た
探
究
学
習
は
、生
徒
の
様
々

な
自
己
実
現
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。決

勝
大
会
で
の
プ
レ
ゼ
ン
が
協
賛
企
業

の
目
に
留
ま
り
、米
粉
ス
ト
ロ
ー
の
商

品
化
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。あ
る
生
徒

は
、決
勝
大
会
の
経
験
か
ら
、地
元
へ

の
貢
献
の
思
い
を
強
く
し
、福
井
大
学

国
際
地
域
学
部
の
総
合
型
選
抜
で
探
究

学
習
の
実
績
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
合
格
し

た
。プ
レ
ゼ
ン
甲
子
園
事
務
局
担
当
の

家や

ね

や
根
谷
直な

お

登と

指
導
主
事
は
、こ
う
語
る
。

　「
向
き
合
う
問
い
の
正
解
が
１
つ
で

は
な
く
、成
果
も
実
感
し
づ
ら
い
の
が

探
究
学
習
で
す
。本
大
会
が
、自
分
の
思

い
が
観
客
に
伝
わ
っ
た
、あ
る
い
は
伝

わ
ら
な
か
っ
た
と
、生
徒
が
実
感
で
き

る
場
と
な
る
よ
う
、運
営
し
て
い
ま
す
」

　
教
育
庁
は
、
今
後
も
様
々
な
形
で
探

究
学
習
の
推
進
を
支
援
し
て
い
く
。

　「
探
究
学
習
は
、
多
く
の
人
の
幸
せ

に
つ
な
が
る
学
び
で
あ
り
、
未
来
に
向

か
っ
て
期
待
感
を
持
っ
て
進
め
る
学
び

で
す
。
生
徒
も
教
師
も
、
探
究
学
習
を

自
分
事
に
す
る
と
と
も
に
、
社
会
を
よ

り
よ
く
し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
け
る
よ
う
な

機
会
を
、
こ
れ
か
ら
も
提
供
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
西
東
参
事
） 

全国高校生プレゼン甲子園 検索

写真　プレゼン甲子園の決勝大会では、会場を巻き込む
パフォーマンスを交えてプレゼンテーションをするチームも
あった。決勝大会の動画は、公式ウェブサイトで公開中。

◉テーマ（予選・決勝共通）
「Well-being（ウェルビーイング）と未来社会─幸せとは何か─」
個人の幸せの追求にとどまらず、広く、地域社会、若しくは日本や
世界全体のWell-beingを実現するための具体的なアクションを
提案する

◉応募資格	 高校生１チーム３人まで（個人でも可）
◉審査方法・日程
１次審査：予選動画提出　５月26日（金）〜６月７日（水）
２次審査：ブロック選抜（オンライン）　７月８日（土）〜９日（日）

開催県を含む全国７地区に分け、予選動画についてオ
ンラインによる質疑応答を実施

決勝大会：対面審査（会場・福井県）　８月19日（土）
各ブロックを勝ち抜いた10チームが、テーマに沿っ
たプレゼンと質疑応答を実施（プレゼン時間５分間）

※最優秀賞、優秀賞のほか、ブロック賞や学校奨励賞なども創設

◉過去の予選応募数
第１回　29都道府県85校 409チーム（県内288、県外121）
第２回　34都道府県107校 441チーム（県内300、県外141）

応募方法など、詳細は公式ウェブサイトをご確認ください。
下記URL、または右記２次元コードでアクセスできます。
https://presen.or.jp/presen_koshien/

大
会
で
の
客
観
的
な
評
価
が

次
の
一
歩
に
つ
な
が
る

図１ 2023年度「第３回　全国高校生プレゼン甲子園」実施要項

※福井県教育庁の提供資料を基に編集部で作成。

図２

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習
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─
「
対
話
型
論
証
」
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

松
下
　
対
話
型
論
証
と
は
、「
あ
る
問

題
に
対
し
て
、他
者
と
対
話
し
な
が
ら
、

根
拠
を
持
っ
て
主
張
を
組
み
立
て
、
結

論
を
導
く
活
動
」の
こ
と
で
す
。そ
れ

を
図
式
化
し
た
の
が「
対
話
型
論
証
モ

デ
ル
」で
、ト
ゥ
ー
ル
ミ
ン
・
モ
デ
ル
な

ど
を
参
考
に
作
成
し
ま
し
た（
＊
１
）。

　
本
モ
デ
ル
は
、
①
問
題
、
②
主
張
、

③
事
実
・
デ
ー
タ
、
④
論
拠
、
⑤
対
立

意
見
、
⑥
反は

ん

駁ば
く

、
⑦
結
論
の
７
つ
の
要

素
か
ら
成
り
ま
す
（
図
１
）。
ま
ず
大

切
な
の
は
、
①
問
題
→
②
主
張
→
⑦
結

論
の
縦
の
軸
で
す
（
図
１
緑
枠
）。
調

べ
て
分
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ

て
も
、
①
問
題
が
明
確
で
な
い
と
②
主

張
に
結
び
つ
け
ら
れ
ず
、
⑦
結
論
と
し

て
何
が
言
え
る
か
が
曖
昧
に
な
っ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。

　
一
方
、
横
の
軸
も
大
切
で
す
。
左
側

の
部
分
は
、一
般
に
「
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
す
（
図
１
赤
枠
）。

③
事
実
・
デ
ー
タ
を
、
④
論
拠
に
よ
っ

て
解
釈
し
、
②
主
張
を
導
き
ま
す
。
そ

れ
を
使
っ
て
物
事
を
捉
え
る
と
、
同
じ

事
実
・
デ
ー
タ
で
も
、
異
な
る
論
拠
・

理
由
づ
け
を
す
れ
ば
、
異
な
る
主
張
に

な
る
こ
と
も
あ
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

例
え
ば
、ル
ネ
サ
ン
ス
の
名
画
「
最
後

の
晩
餐
」を
基
に
、「
ル
ネ
サ
ン
ス
は
中

世
か
近
世
か
」
を
問
い
に
し
た
時
、
題

材
の
宗
教
絵
画
に
着
目
す
る
と「
中
世
」

と
言
え
ま
す
が
、
遠
近
法
を
用
い
て
い

る
点
は「
近
世
」の
特
徴
で
す（
図
２
）。

そ
の
２
つ
の
主
張
を
合
わ
せ
れ
ば
、
ル

ネ
サ
ン
ス
が
中
世
と
近
世
の
過
渡
期
に

あ
る
こ
と
が
分
か
る
わ
け
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
、
②
主
張
、
③
事
実
・

デ
ー
タ
、
④
論
拠
を
区
別
す
る
こ
と
で

物
事
を
論
理
的
・
批
判
的
に
捉
え
ら
れ

る
の
が
、三
角
ロ
ジ
ッ
ク
の
よ
さ
で
す
。

⑤
対
立
意
見
も
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
で
構
造

化
し
て
捉
え
る
こ
と
で
、
相
手
の
主
張

が
よ
り
よ
く
理
解
で
き
、
そ
の
上
で
、

相
手
の
主
張
の
ど
こ
に
問
題
が
あ
る
か

と
い
う
⑥
反
駁
が
行
い
や
す
く
な
る
で

し
ょ
う
。

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

　教
授

松
下
佳
代 

ま
つ
し
た
・
か
よ

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
学

修
認
定
退
学
。
博
士
（
教
育
学
）。
京
都
大
学
教
育
学

部
助
手
、
同
高
等
教
育
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
教

授
等
を
経
て
、２
０
２
２
年
10
月
か
ら
現
職
。専
門
は
、

教
育
方
法
学
、
大
学
教
育
学
。
特
に
、
能
力
、
学
習
、

評
価
を
テ
ー
マ
に
研
究
と
実
践
支
援
を
行
う
。
著
書

に
、『
対
話
型
論
証
に
よ
る
学
び
の
デ
ザ
イ
ン
　
学
校

で
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
た
っ
た
一
つ
の
こ
と
』（
勁
草

書
房
）、『
対
話
型
論
証
で
す
す
め
る
探
究
ワ
ー
ク
』（
共

著
、
勁
草
書
房
）、『
デ
ィ
ー
プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
』（
勁
草
書
房
）
な
ど
。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

論
理
的
思
考
力
を
働
か
せ
な
が
ら

問
い
を
結
論
に
導
く

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
通
し
つ
つ
、論
理
的・批
判
的
に
思
考
す
る

こ
と
が
で
き
る「
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
」で
、探
究
の
自
走
を
図
る

多
く
の
高
校
の
探
究
学
習
の
支
援
・
助
言
に
携
わ
る
京
都
大
学
の
松
下
佳
代
教
授
は
、
生
徒
が
探
究
学
習
を
自
律
的
に
進
め
る
ツ
ー
ル
の
１
つ
と
し
て
、

「
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
」
を
提
唱
し
て
い
る
。
そ
の
モ
デ
ル
を
使
っ
て
探
究
学
習
を
進
め
る
大
阪
府
・
私
立
高
槻
中
学
校
・
高
校
で
は
、

生
徒
が
自
分
で
筋
道
を
立
て
て
考
え
を
深
め
る
様
子
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
教
師
は
個
別
支
援
が
し
や
す
く
な
っ
た
と
い
う
。

同
モ
デ
ル
は
、
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
を
ど
う
支
え
て
い
る
の
か
。
松
下
教
授
と
、
高
槻
中
学
校
・
高
校
の
教
師
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
話
を
聞
い
た
。

本特集テーマのnext
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─
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
を
使
う
と
、

問
題
か
ら
結
論
ま
で
を
論
理
的
に
考
え

や
す
く
な
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

探
究
学
習
に
は
、
具
体
的
に
ど
う
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
下
　
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
を
、
学
習

指
導
要
領
の
解
説
（
＊
２
）
に
示
さ
れ

て
い
る
「
探
究
に
お
け
る
生
徒
の
学
習

の
姿
」に
あ
て
は
め
る
と
、①
は「
課
題

の
設
定
」、
②
～
⑥
は
「
情
報
の
収
集
」

と
「
整
理
・
分
析
」、
⑦
は
「
ま
と
め
・

表
現
」
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
探
究

の
プ
ロ
セ
ス
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
に

思
考
を
働
か
せ
れ
ば
よ
い
か
が
示
さ
れ

て
い
る
の
で
、
自
分
で
探
究
学
習
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

前
田
　
本
校
で
は
、
中
学
３
年
次
か
ら

本
格
的
に
探
究
学
習
に
取
り
組
み
ま
す

が
、
生
徒
は
ま
ず
、
対
話
型
論
証
モ
デ

ル
を
使
っ
て
探
究
の
プ
ロ
セ
ス
や
考
え

方
を
学
び
ま
す
。
初
め
て
探
究
学
習
に

取
り
組
む
生
徒
も
、
次
に
す
れ
ば
よ
い

こ
と
が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
た
め
、
自

ら
考
え
て
進
め
て
い
ま
す
。
最
初
は
、

「
事
実
・
デ
ー
タ
」
と
「
論
拠
・
理
由

づ
け
」
の
違
い
な
ど
が
分
か
り
に
く
い

よ
う
で
す
が
、
生
徒
同
士
で
「
理
由
づ

け
は
正
し
い
か
」「
客
観
性
は
あ
る
か
」

な
ど
と
対
話
を
重
ね
る
う
ち
に
、
そ
の

違
い
な
ど
を
理
解
し
、
自
分
で
探
究
を

①問題　ある対象や状況についての問題意識やその背景、そこから設定した問題
（課題や問い）。

②主張　問題に対する特定の考え。事実・データと論拠によって支持され、対立
意見への反駁によって強化される。

③事実・データ　主張を支える具体的な材料。
④論拠　事実・データを主張に結びつける土台となる理由。
⑤対立意見　設定した問題に対する自分とは対立する（少なくとも異なる）意見。

対立意見にも、それを支える事実・データや論拠がある。
⑥反駁　対立意見に対し、自分の主張を擁護するための反論。
⑦結論　複数の主張を統合して得られる結論。設定した問題に対する答え。

●
学
校
概
要

設
立
　
１
９
４
０
（
昭
和
15
）年
　

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
７
０
人

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
な
ど
に

１
６
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、同
志
社
大
、立
命
館
大
、

関
西
大
、関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
５
１
１
人
が
合
格
。

大
阪
府
・
私
立
高
槻
中
学
校
・
高
校

　教
頭
（
＊
３
）

前
田
秀
樹 

ま
え
だ
・
ひ
で
き

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

大
阪
府・
私
立
高
槻
中
学
校
・
高
校

テ
ィ
ー
チ
ン
グ・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程田中

孝
平 

た
な
か
・
こ
う
へ
い

同
志
社
大
学
社
会
学
部
卒
業
。
京
都
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了
。専
門
は
、大
学
教
育
学
。

特
に
、
高
校
の
探
究
学
習
を
通
じ
た
高
大
接
続
に
つ

い
て
、
実
践
的
・
実
証
的
に
研
究
を
行
う
。

問題解決

論理的思考
批判的思考

コミュニケーション
批判的思考

三角ロジック

探
究
の
プ
ロ
セ
ス
と
考
え
方
を

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
示
す

＊１　トゥールミン , S. （2011） 『議論の技法―トゥールミンモデルの原点―』（戸田山和久・福澤一吉訳）東京図書。　
＊２　文部科学省「高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説　総合的な探究の時間編」。
＊３　2023 年４月から兵庫県・私立関西学院高等部に勤務。

※松下教授の提供資料を基に編集部で作成。

※松下教授の提供資料を基に編集部で作成。

図１

図１

「対話型論証モデル」の基本要素

「三角ロジック」の具体例

図１

図２

問い　ルネサンスは中世か近世か

事実・データＡ
遠近法が使われている

事実・データＢ
キリスト教が題材になっている

主張Ａ
ルネサンスは近世である

主張Ｂ
ルネサンスは中世である

論拠Ａ
遠近法は中世絵画
にはなかった
新しい技法である

論拠Ｂ
キリスト教は中世絵画
に多く見られる
題材である

①問題

②主張

④論拠 ⑥反駁

③事実・データ ⑤対立意見

⑦結論

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習
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深
め
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

田
中
　
高
槻
中
学
校
・
高
校
で
は
、
す

べ
て
の
生
徒
が
ク
ラ
ウ
ド
上
に
保
存
さ

れ
て
い
る
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
の
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
（
図
３
）
に
問
題
や
主
張
、

調
査
の
手
続
き
や
項
目
な
ど
を
記
入
し

ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
素
が
記

入
で
き
れ
ば
、
自
分
の
達
成
状
況
を

価
が
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

─
モ
デ
ル
に
縛
ら
れ
て
し
ま
い
、
か

え
っ
て
生
徒
の
主
体
性
が
発
揮
さ
れ
に

く
く
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。

松
下
　
対
話
型
論
証
モ
デ
ル
を
使
え

ば
、
探
究
学
習
の
プ
ロ
セ
ス
を
目
に
見
え

る
形
に
し
や
す
い
た
め
、確
か
に
探
究

学
習
が
形
式
的
に
な
る
恐
れ
は
あ
り
ま

す
。た
だ
、前
田
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、初
め
は
教
師
の
指
示
通
り
に

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
埋
め
た
と
し
て
も
、

探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
に
つ
れ
て
、

本
モ
デ
ル
が
示
す
考
え
方
を
理
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
高
槻
中
学
校
・
高
校
で
は
、
先
生
方

が
本
モ
デ
ル
の
ね
ら
い
を
理
解
し
、
生

徒
の
実
態
に
応
じ
て
作
り
変
え
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。
図
３
は
、
自
分
の
主
張
と

対
立
意
見
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
実
・
デ
ー

タ
や
論
拠
を
対
比
さ
せ
る
た
め
、
対
立

す
る
主
張
の
側
の
三
角
ロ
ジ
ッ
ク
も
書

き
表
し
た
も
の
で
す
。
仮
説
に
関
す
る

事
実
・
デ
ー
タ
を
集
め
る
「
方
法
」
を

示
す
欄
も
設
け
、
探
究
の
手
順
が
よ
り

「Classi

」（
＊
３
）
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
に
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、

各
生
徒
が
ど
ん
な
問
い
を
立
て
、
何
を

調
べ
て
い
る
か
、
ど
こ
ま
で
探
究
が
進

ん
で
い
る
か
が
、即
座
に
分
か
り
ま
す
。

「
こ
の
生
徒
に
は
こ
ん
な
声
を
か
け
よ

う
」、「
こ
の
生
徒
は
見
守
っ
て
い
よ
う
」

な
ど
と
、
生
徒
個
々
に
合
っ
た
支
援
が

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

前
田
　
探
究
学
習
は
、
テ
ー
マ
や
進
度

が
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
り
、
一
人
ひ

と
り
に
適
切
な
支
援
や
評
価
を
行
う
と

こ
ろ
に
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
共
有
す
る
こ
と

で
、
生
徒
の
状
況
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把

握
し
、
個
に
応
じ
た
支
援
や
形
成
的
評

生
徒
自
身
が
熱
中
で
き
る「
問
い
」が
、

主
体
性
を
発
揮
す
る
原
動
力
に

＊３　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi株式会社が提供する、学校教育でのICT活用を総合的に支援するサービス。

※高槻中学校・高校の提供資料を基に編集部で作成。

図１ 高槻中学校・高校が活用するワークシートと、生徒の記入例図３

•乳幼児への身体的・精神的な悪影響から、乳幼児に対する
育児では、原則スマホを使用するべきではない
•乳幼児への育児においては、親の目が届く範囲に限って、依
存性が高くないアプリのみ使用するべきだ

•スマホ使用が乳幼児に及ぼす影響
に関するデータ（乳幼児の視力の
低下、スマホ依存傾向、親とのコ
ミュニケーション機会の減少など）

• YouTubeなどのアプリには、お勧め動画
などのアルゴリズムが組み込まれている

乳幼児にスマ
ホで遊ばせる
べきだ（遊ば
せてもよい）

•身体的・精神的に悪影響を及
ぼすようなものを乳幼児に与え
るべきではない

•やめようと思ってもやめられなく
なるような中毒性を含むものを
乳幼児に与えるべきではない

•子どもの創造性やコミュニ
ケーションを高めるのはよ
いことだ

•お金のかからないスマホの
遊びで経済格差を埋める
のはよいことだ

乳幼児をス
マホで遊ば
せるべきで
はない

•スマホのアプリには多
様なアプリ（動画や
ゲーム、楽器演奏や
お絵描きなど）がある

•おもちゃの購入にはお
金がかかる

結論・提言

事実・データ 対立する主張・
異なる主張

論拠・理由づけ 論拠・理由づけ

主張←仮説 事実・データ

問題（リサーチクエスチョン）

反駁

•アプリには乳幼児に相応し
くない情報が多数含まれて
おり、すべてのアプリに制
御をかけるのは難しい

•遊び方の工夫をすれば経
済格差は広がらない

乳幼児をスマートフォンで
遊ばせてよいのか？

結論・提言

事実・データ
対立する主張・
異なる主張

論拠・
理由づけ

三角
ロジック

三角
ロジック

論拠・
理由づけ

主張←仮説

方法

事実・データ

問題（リサーチクエスチョン）

反駁

①

⑨

⑥ ⑫ ⑩

⑬

④方法

③先行研究から得た
事実・データ
⑤調査で得た事実・
データ

１）課題の設定

２）情報の収集

３）整理・分析

４）まとめ・表現

⑧対立する仮説
⑪対立する主張・
異なる主張

②仮説
⑦主張

◉対話型論証モデルのワークシート

◉ワークシートの生徒の記入例
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よ
う
」「
こ
う
い
う
人
に
話
を
聞
こ
う
」

な
ど
と
、
自
分
で
考
え
て
行
動
し
て
こ

そ
、探
究
は
深
ま
っ
て
い
く
か
ら
で
す
。

探
究
学
習
は
生
徒
主
体
で
進
め
る
学
び

で
あ
り
、
教
師
は
生
徒
の
伴
走
に
徹
す

る
と
い
う
、
教
師
の
教
育
観
の
転
換
が

何
よ
り
も
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

田
中
　
先
生
方
が
そ
う
し
た
教
育
観
を

持
て
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、自
校

の
学
校
教
育
目
標
を
踏
ま
え
て
、探
究

学
習
を
教
育
課
程
に
ど
う
位
置
づ
け
る

か
を
考
え
る
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

松
下
　
新
学
習
指
導
要
領
の
新
し
い
科

目
名
を
見
て
も
分
か
る
通
り
、
教
科
学

習
に
お
い
て
も
「
論
理
」
や
「
探
究
」

が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。探
究
学
習
は
、

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
み
で
行

う
も
の
で
は
な
く
、「
総
合
的
な
探
究

の
時
間
」
と
教
科
学
習
と
の
連
携
や
、

教
科
間
を
横
断
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
教
科
の
授
業

で
も
問
い
を
重
視
し
、「
よ
い
問
い
と

は
何
か
」
を
生
徒
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
授
業
を
学
校
全
体
で
行
う
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
よ
り
深
い
探
究
が
で
き
、
生

徒
の
資
質
・
能
力
も
高
ま
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

考
え
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

田
中
　
私
が
生
徒
を
支
援
す
る
中
で
重

要
だ
と
感
じ
た
の
が
、「
問
い
」
の
立

て
方
で
す
。
問
い
へ
の
こ
だ
わ
り
が
薄

く
、
結
論
を
出
し
や
す
い
問
題
を
設
定

し
て
い
た
生
徒
が
一
定
数
い
ま
し
た
。

振
り
返
っ
た
と
こ
ろ
、
自
分
が
本
当
に

探
究
し
た
い
問
題
を
設
定
で
き
な
か
っ

た
た
め
に
、
生
徒
は
主
体
的
に
取
り
組

め
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
気
づ
き

ま
し
た
。
生
徒
は
、「
探
究
学
習
は
高

尚
な
学
び
」
と
捉
え
て
い
て
、
自
分
の

内
面
か
ら
湧
き
出
る
疑
問
や
違
和
感
が

探
究
の
問
い
に
な
る
と
思
っ
て
い
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
地
球

温
暖
化
な
ど
、
よ
く
あ
る
課
題
を
探
究

し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
そ
の
課
題
の
何

が
自
分
に
と
っ
て
疑
問
な
の
か
、
ど
こ

に
違
和
感
を
覚
え
る
の
か
が
は
っ
き
り

し
な
け
れ
ば
、
そ
の
課
題
は
自
分
事
に

な
ら
ず
、
主
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

松
下
　
高
校
生
の
探
究
学
習
は
、
自
分

は
何
に
関
心
が
あ
る
の
か
、
自
分
の
適

性
は
何
か
を
見
つ
け
る
こ
と
も
ね
ら
い

の
１
つ
で
す
。
身
近
な
課
題
や
小
さ
な

疑
問
を
探
究
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
気
づ

き
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
も
十
分
に
意
味

が
あ
る
は
ず
で
す
。
結
論
が
出
な
か
っ

た
と
し
て
も
、
試
行
錯
誤
の
プ
ロ
セ
ス

を
振
り
返
り
、
ど
こ
で
、な
ぜ

つ
ま
ず
い
た
の
か
、
う
ま
く

い
っ
た
ポ
イ
ン
ト
は
何
か
を

考
え
る
経
験
が
、
生
徒
の
成

長
に
つ
な
が
り
ま
す
。

前
田
　
私
も
、
探
究
学
習
は

ゴ
ー
ル
だ
け
を
見
な
い
こ
と

が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
徒
が
主
体
的
に
探
究
学
習

に
取
り
組
む
よ
う
に
す
る
に

は
、
自
分
が
本
当
に
探
究
し

た
い
問
い
を
見
つ
け
、
自
分

な
り
の
方
法
で
答
え
に
た
ど

り
着
く
プ
ロ
セ
ス
が
大
切
で
す
。
自
分

が
面
白
い
と
思
う
こ
と
を
追
究
す
る
こ

と
が
学
び
に
な
る
と
い
う
意
識
を
、
教

師
と
生
徒
の
双
方
が
持
つ
こ
と
が
必
要

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

松
下
　
小
学
校
や
中
学
校
で
も
、
対
話

型
論
証
モ
デ
ル
を
活
用
し
て
、
子
ど
も

主
体
で
探
究
学
習
を
進
め
て
い
る
学
校

が
あ
り
ま
す
。
簡
単
な
問
い
か
ら
始
め

て
実
践
を
重
ね
れ
ば
、
三
角
ロ
ジ
ッ
ク

も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
も
公
開
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
（
図
４
）。

─
生
徒
主
体
の
探
究
学
習
を
実
現
す

る
上
で
、
何
が
必
要
で
あ
る
と
お
考
え

で
す
か
。

前
田
　
探
究
学
習
で
は
、教
師
は
生
徒

に
具
体
的
な
助
言
を
す
る
必
要
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。「
事
実
を
こ
う
解

釈
し
て
い
る
け
れ
ど
、
本
当
に
そ
う
言

え
る
の
か
な
？
」「
ほ
か
に
ど
ん
な
デ
ー

タ
が
あ
れ
ば
よ
い
と
思
う
？
」
な
ど
と

問
い
か
け
、
生
徒
が
「
こ
れ
を
調
べ

探
究
学
習
を
核
に
し
た
カ
リ
マ
ネ
で
、

教
科
学
習
と
の
連
携
を
図
る

対話型論証モデルを用いた探究学習の進め方を解説してい
るウェブサイト。ワークシートなどのダウンロードが可能だ。
https://www.d-argument.net

図１ 「対話型論証モデル」のウェブサイト図４

特集　新しい自分に出会う 探 究 学 習

 高校版  2023 April23

0-01-J-23270-001 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 22 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

04/03
引寺

再
念
校

04/05
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-23270-001 2023 年度 VIEW next 高校版 4 月号 23 頁 ＣＭ
ＹＫ

念
校

04/03
引寺

再
念
校

04/05
谷口 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P20-23_view-next-koukou-4g.indd   23P20-23_view-next-koukou-4g.indd   23 2023/04/05   10:272023/04/05   10:27



1974 年
創刊。進学指導にあたる高校教師の支援
を目的に、４ページのタブロイド版での
スタート。

2004 年
B５判から A４判へと判型を変更。図版な
どを大きくし、見やすい誌面に。

1983年
創刊 10 年を機に、タブロイドからＢ５判
の情報誌に刷新。90 年代に入ると、「大
学入試情報中心」から「進路指導情報中心」
へ編集方針を転換。

2006年
この年の10 月号で創刊 300 号を迎えた。
特集のテーマは、「高校教育の『不易と流
行』」。

2017年
全ページをカラー化し、誌面デザインを
一新。高校教育が転換点を迎える中、これ
からも教育のあり方のヒントとなるよう
な情報を提供していく決意を新たにする。

2021年
誌名を『VIEW next』に変更。21 世紀のそ
の先も、学校や先生方の今に寄り添い続
け、ともに学校教育の未来を描けるよう
な学校教育のパートナーを目指すという
決意を込める。

2023年６月
創刊 400 号を機に、さらなる読みやすさ
を追求するとともに、より“役立ち”、“面
白く”、“勇気づけられる”誌面へと大リ
ニューアル予定。

1995 年
誌名を『進研ニュース VIEW21』に変更。

「21 世紀を見つめ、 今後の社会をたくまし
く生きていくためには、どのような進路
指導が望まれるのか」を、現場の先生と
ともに考えていく情報誌へ。

1998年
「生徒と教師のコミュニケーション」をコ
ンセプトにした表紙に変更。

これまでの歩み

は
次号、創刊400号を迎えます！
本誌の前身である『進研ニュース』が産声を上げたのは、1974 年８月15日。今日に至るまでの 48 年間、

『VIEW21』、『VIEW next』と名称を変更しながらも、常に先生方とともに、これからの学校教育を考える

情報誌として研鑽を続けてまいりました。そして次号、弊誌は創刊 400 号を迎えます。それを機に、さらに

読みやすく、読み応えのある誌面へとリニューアルをいたします。

創刊400号となる『VIEW next』高校版６月号は、６月20日発刊予定です。
どうぞご期待ください！

編集部からのお知らせ
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お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌
▲

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

進路担当教務担当管理職

担任学年団

P. 30

P. 26

P. 34

お勧めの分掌

▲

管理職
P. 38

学校改革や組織運営に役立つ
事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

現場が直面する課題や疑問の解決に
つながる事例や解説記事を提供

その時、教師は何を考え、どう動いたか。
学校改革の過程を当事者の言葉で追う

学年経営に悩む先生方に！　
チームづくりの秘訣を掘り下げる

指導変革の軌跡
京都府・私立立命館中学校・高校

土曜授業の改革
教師も生徒も「わくわく」があふれる

「サタデーボックス」で、学ぶ喜びを体感

長崎県立松浦高校　１学年団

あたり前を丁寧に見直しながら、
生徒支援のアイデアを活発に出し合う

輝く
学年団を訪ねて

秋田県立湯沢高校

新課程初年度の総括と今後の展望
「育成を目指す資質・能力の設定と共有」を出発点に、
 観点別評価や探究学習を深化させる

学校
危機管理
基 礎 講 座

いざという時の対応は平時の準備で決まる。学校危機管理の専門家が解説

個人情報の管理
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え
え
わ
」な
ど
と
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
で
交
渉
し
な
が

ら
、勝
利
を
目
指
し
て
い
た
。ま
た
、校
舎
の
最
上
階

で
は
、
天
文
学
を
研
究
す
る
大
学
院
生
を
講
師
に
招

い
た
天
体
観
測
を
行
っ
て
い
た
（
写
真
２
）。

　
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
２
０
２
２
年
度
に
始
め
た

「
サ
タ
デ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」の
光
景
だ
。有
志
の
教
師
が

活
動
内
容
を
自
由
に
設
定
し
た
講
座
を
開
講
し
、
生

徒
が
そ
の
中
か
ら
自
分
の
興
味
や
希
望
進
路
な
ど
に

応
じ
て
参
加
す
る
。評
定
に
か
か
わ
る
評
価
は
な
く
、

生
徒
が
学
ぶ
喜
び
を
体
感
す
る
場
に
な
っ
て
い
る
。

　
サ
タ
デ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
21

年
度
の
教
育
課
程
の
改
訂
に
あ
っ
た
。
20
年
度
、
学

校
法
人
立
命
館
が
示
し
た
「
学
園
ビ
ジ
ョ
ン
Ｒ
２
０

３
０
」（
＊
）
を
踏
ま
え
、
同
校
は
将
来
構
想
「
Ｒ

２
０
３
０
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ザ
イ
ン
」（
図
１
）を
策
定
。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

写真２　「宇宙を観る阪大大
学院生の日々」の講座では、
天体望遠鏡で宇宙の何を観測
し、どういう情報を得ている
のかを、実際に研究者と一緒
に体験した。

写真１　「人が倒れています！
どうしよう！」の講座では、
生徒は救助者・通報者に分か
れ、人形を使った心肺蘇生術
を練習した。

　
２
月
下
旬
の
土
曜
日
。
京
都
府
・
私
立
立
命
館
中

学
校
・
高
校
の
体
育
館
で
は
、
生
徒
が
３
人
１
組
で

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
操
作
訓
練
を

し
て
い
た
。「
呼
び
か
け
は
大
き
い
声
で
！
」
と
教

師
が
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
と
、
生
徒
は
訓
練
用
人
形
に

「
傷
病
者
発
見
！
」「
大
丈
夫
で
す
か
」と
呼
び
か
け
、

真
剣
な
表
情
で
胸
骨
圧
迫
を
施
し
た
（
写
真
１
）。

　
同
じ
頃
、あ
る
教
室
で
は
、生
徒
が
ボ
ー
ド
ゲ
ー

ム
に
熱
中
し
て
い
た
。「
鉄
の
カ
ー
ド
と
土
の
カ
ー

ド
を
取
り
換
え
て
く
れ
へ
ん
？
」「
鉄
３
枚
と
な
ら

変
革
の

将
来
構
想
に
基
づ
き
、
土
曜
授
業
を
見
直
し
、

「
好
き
」
を
追
究
す
る
講
座
を
ス
タ
ー
ト

背
景

学校概要

◎設立	 1905（明治 38）年
◎形態	 全日制／普通科／共学
◎生徒数	 中学校：１学年約240人
　　　　	 高校：１学年約360人
◎2022年度入試合格実績（現役のみ）　国公立
大は、北海道大、京都大、大阪大、神戸大、九州大、
京都府立医科大、大阪公立大などに38人が合格。
私立大は、慶應義塾大、上智大、東京理科大、早
稲田大、同志社大、立命館大、関西大、関西学院大、
立命館アジア太平洋大などに延べ 413人が合格。

No.284
指導変革の軌跡

京
都
府
・
私
立
立
命
館
中
学
校
・
高
校

土
曜
授
業
の
改
革

教
師
も
生
徒
も「
わ
く
わ
く
」が
あ
ふ
れ
る

「
サ
タ
デ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」で
、学
ぶ
喜
び
を
体
感
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そ
こ
に
描
い
た「
自
主
自
立
の
教
育
」「
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
」「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
」を
具
現
化
す
る
教
育
課

程
を
検
討
し
た
結
果
、
探
究
力
の
一
層
の
育
成
、生

徒
の
意
欲
向
上
や
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
支
援
な
ど
が
方

針
と
し
て
打
ち
出
さ
れ
、授
業
を
週
５
日
に
し
、土

曜
日
は
、
探
究
学
習
や
キ
ャ
リ
ア
学
習
、
学
校
行
事

な
ど
、生
徒
の
多
様
な
挑
戦
を
支
援
す
る
日
と
し
た
。

　
土
曜
日
の
活
用
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

で
、
後
に
サ
タ
デ
ー
ボ
ッ
ク
ス
委
員
長
と
な
る
小
林

誠
先
生
が
提
案
し
た
の
が
、
生
徒
と
教
師
が
自
由
に

活
動
で
き
る
講
座
だ
っ
た
。

　「
以
前
か
ら
、
生
徒
の
学
習
姿
勢
が
受
け
身
で
あ

る
こ
と
に
課
題
を
感
じ
、
科
目
の
形
で
学
び
が
分
割

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
科

な
教
育
を
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
の
原
動
力
に
な
る

と
考
え
た
の
で
す
」

　
小
林
先
生
を
中
心
に
企
画
の
草
案
を
作
成
し
、
22

年
度
は
、
土
曜
日
の
午
前
に
年
間
12
日
開
講
す
る
こ

と
に
し
た
（
図
２
）。
開
講
日
の
部
活
動
は
午
後
か

ら
に
限
定
し
、
生
徒
が
サ
タ
デ
ー
ボ
ッ
ク
ス
と
部
活

動
の
ど
ち
ら
に
も
取
り
組
め
る
よ
う
に
し
た
。

　
以
前
、
外
部
講
師
を
招
き
、
全
教
師
・
生
徒
が
参

加
し
て
行
っ
た
「
土
曜
講
座
」
は
、
内
容
を
講
師
に

委
ね
て
い
た
た
め
、
生
徒
も
教
師
も
次
第
に
受
け
身

と
な
り
、
形
骸
化
し
て
し
ま
っ
た
。
サ
タ
デ
ー
ボ
ッ

ク
ス
は
教
師
に
講
座
を
設
け
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
成

り
立
た
な
い
が
、
開
講
は
任
意
と
し
た
。
企
画
の
概

要
を
説
明
す
る
職
員
会
議
で
小
林
先
生
は
、
自
身
が

開
講
す
る
「
泥
団
子
研
究
所
」
で
作
る
泥
団
子
を
実

際
に
見
せ
て
活
動
の
意
義
を
伝
え
た
。
す
る
と
、
瞬

く
間
に
10
人
以
上
の
教
師
が
開
講
を
表
明
し
た
。

　「
い
く
つ
開
講
で
き
る
の
か
不
安
で
し
た
が
、
建

学
の
精
神
の
『
自
由
と
清
新
』
を
重
ん
じ
る
本
校
の

先
生
方
な
ら
、
学
び
を
自
由
に
追
究
す
る
講
座
に
賛

同
を
得
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
」（
小
林
先
生
）

目
に
関
係
な
く
、
生
徒
が
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
追

究
す
る
場
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
し
た
」

　
そ
の
提
案
に
白
井
有
紀
副
校
長
が
賛
同
し
た
こ
と

で
、
改
革
が
動
き
出
し
た
。

　「
土
曜
日
の
活
用
に
つ
い
て
、
教
師
か
ら
は
、『
授

業
を
続
け
た
い
』、『
部
活
動
に
充
て
た
い
』
と
い
っ

た
強
い
声
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
将
来
構
想
で

打
ち
出
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
や
探
究
学
習
に
つ
な

が
る
教
育
活
動
を
実
現
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
し
た
。

小
林
先
生
の
提
案
は
、教
師
や
生
徒
の『
面
白
そ
う
』、

『
や
っ
て
み
た
い
』
と
い
っ
た
純
粋
な
思
い
で
成
り

立
つ
も
の
で
し
た
。
テ
ス
ト
や
成
績
と
い
っ
た
外
発

的
な
動
機
で
は
な
く
、
わ
く
わ
く
感
を
持
っ
て
自
ら

の
意
志
で
自
律
的
に
学
ぶ
生
徒
は
、
本
校
が
探
究
的

＊　「学園ビジョン R2030」に掲げられた３つの学園像は、「学び続ける社会の拠点としての学園」「人類社会における様々な課題に挑む学園」「ダイバーシティ&イ
ンクルージョンを実現する学園」、３つの人間像は、「チャレンジ精神に満ちた人間」「社会の変化に対応し、自ら考え、行動する人間」「グローバル・シチズンシッ
プを備えた人間」、６つの政策目標は、「新たな価値創造の実現」「グローバル社会への主体的貢献」「テクノロジーを生かした教育・研究の進化」「未来社会を描くキャ
ンパス創造」「シームレスな学園展開」「多様性を生かす学園創造」。

教
師
主
体
で
企
画
を
立
案
し
、

「
や
ら
さ
れ
感
」
を
払
拭

変
革
の
一
手

図１	 「Ｒ2030チャレンジデザイン」で描く生徒像

※学校資料を基に編集部で作成。

図２	「サタデーボックス」実施概要

• 開講日　土曜日の午前、１コマ50分間を４コマ、
全12日

• 開講形態　３回を１ピリオドとし、３回連続した
講座を１回、または１回完結の講座を３回開講。
３回連続講座は原則すべて参加する

• 講師　同校教師、または教師によるコーディネー
トの下、卒業生や専門家などを講師として招聘

• 講座内容　講師が活動内容を自由に設定（講座例
はP.29図３参照）

• 講座数　１ピリオド約20講座

• 参加生徒数　年間延べ約2,000人

※学校資料を基に編集部で作成。

R2030
チャレンジデザイン
で描く生徒像

自主自立
の教育

グローバル
教育

世界を視野に、領域を超
えた困難に立ち向かう力
を持つ人

疑問や好奇心を持ち、新
しいものを生み出す力を
持つ人

自ら考え、他者や社会のために
自ら進んで行動できる人

STEAM
教育

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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最
初
に
手
を
挙
げ
た
教
師
が
中
心
と
な
っ
て
「
サ

タ
デ
ー
ボ
ッ
ク
ス
実
行
委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｐ
Ｒ
用
の
旗
の
製
作
、
講
座
の
予
約

シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
の
準
備
を
進
め
た
。
第
１
ピ

リ
オ
ド
で
は
、
全
24
講
座
の
定
員
３
０
０
人
に
対
し

て
８
０
０
人
以
上
の
生
徒
か
ら
の
申
し
込
み
が
あ
っ

た
。「
生
徒
は
申
し
込
ん
で
く
れ
る
だ
ろ
う
か
」
と

い
っ
た
教
師
の
不
安
は
杞
憂
に
終
わ
っ
た
。

　「
生
徒
は
様
々
な
好
奇
心
を
持
っ
て
い
る
の
だ
と

実
感
し
ま
し
た
。
教
科
学
習
や
部
活
動
で
忙
し
い
は

ず
な
の
に
、
ど
の
講
座
も
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
生
徒
の
意
欲
に
応
え
る
場
を
学
校
が
提

供
で
き
た
こ
と
は
、
将
来
構
想
の
実
現
に
向
け
て
も

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
し
た
」（
小
林
先
生
）

　
教
師
が
開
講
す
る
動
機
は
様
々
だ
。「
担
当
教
科

の
数
学
と
離
れ
て
、
好
き
な
こ
と
が
で
き
る
」
と
語

る
の
は
、趣
味
の
茶
道
や
和
菓
子
の
講
座
を
開
講
し

た
笠
巻
奈
月
先
生
。

　「
習
い
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
そ
れ
な
り
の

決
意
が
必
要
で
す
し
、
費
用
も
か
か
り
ま
す
。
そ
の

点
、
学
校
の
講
座
な
ら
、
生
徒
は
気
軽
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
ま
す
し
、自
分
に
合
わ
な
い
な
と
思
っ
て
も
、

自
身
の
適
性
を
知
る
よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。
そ
の

一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
、
開
講
し
ま
し
た
」

　
理
科
担
当
の
奥
田
一
生
先
生
は
、
生
徒
の
意
欲
に

応
え
る
形
で
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
の

講
座
を
設
け
た
。

　「
生
徒
に
ど
ん
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
た
い

の
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
圧
倒
的
に

多
か
っ
た
の
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
で
し
た
。

そ
こ
で
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士
が
交
渉
し
な
が
ら
進
め

る
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を

身
に
つ
け
る
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。最
初
は
う
ま
く
交
渉
で
き
な
か
っ
た
生
徒
が
、

論
理
的
に
話
せ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
授
業
と
は
違

う
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　
英
語
科
の
松
尾
由
紀
先
生
は
、
生
徒
の
志
を
育
み

た
い
と
考
え
、
社
会
変
革
の
活
動
に
取
り
組
む
卒
業

生
に
活
動
内
容
や
思
い
を
語
っ
て
も
ら
う
講
座
を
設

け
た
。
同
講
座
で
使
用
す
る
言
語
は
英
語
と
し
、
生

徒
が
英
語
を
使
っ
て
発
信
す
る
場
に
も
し
た
。

　「
言
語
は
、
知
識
・
技
能
を
習
得
し
た
上
で
、
何

を
発
信
す
る
か
が
大
切
で
す
。
授
業
に
加
え
て
、
生

徒
が
英
語
で
発
信
で
き
る
場
を
も
っ
と
設
け
た
い
と

思
い
、
講
座
を
活
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
松
尾
先
生
と
の
チ
ー
ム
・
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
で
、
成

績
上
位
層
向
け
の
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
講
座
を
担
当
し
た

ア
ン
・
フ
ラ
ナ
ガ
ン
先
生
は
、
講
座
を
通
じ
て
生
徒

が
成
長
す
る
姿
を
見
る
の
が
楽
し
い
と
語
る
。

　「
授
業
で
は
発
表
を
よ
く
行
い
ま
す
が
、
即
興
的

な
発
信
力
を
伸
ば
し
た
い
生
徒
は
物
足
り
な
く
感
じ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
講
座
で
は
、

Ｍ
Ｓ
推
進
機
構

松
尾
由
紀 

ま
つ
お
・
ゆ
き

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
12
年
目
。

英
語
科
。

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
部
副
部
長

ア
ン
・
フ
ラ
ナ
ガ
ン 

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

英
語
科
。

生
活
指
導
部

川
嶋
頌
梧 

か
わ
し
ま
・
し
ょ
う
ご

教
職
歴
５
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

美
術
科
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
推
進
機
構

笠
巻
奈
月 

か
さ
ま
き
・
な
つ
き

教
職
歴
11
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。

数
学
科
主
任
。

中
学
校
副
校
長

白
井
有
紀 

し
ら
い
・
ゆ
き

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
25
年
目
。

英
語
科
。

サ
タ
デ
ー
ボ
ッ
ク
ス
実
行
委
員
長

小
林

　誠 

こ
ば
や
し
・
ま
こ
と

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
19
年
目
。

情
報
科
主
任
。

入
試
部

奥
田
一
生  

お
く
だ
・
い
っ
せ
い

教
職
歴
６
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。

理
科
、
情
報
科
。

「
授
業
に
は
な
い
学
び
を
届
け
た
い
」

生
徒
へ
の
思
い
か
ら
講
座
を
開
講
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講
し
た
（
図
３
）。
多
く
の
講
座
で
定
員
以
上
の
申
し

込
み
が
あ
り
、
活
気
あ
ふ
れ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
た
。

運
営
面
で
難
し
か
っ
た
の
は
、
部
活
動
と
の
兼
ね
合

い
だ
。
開
講
日
の
午
前
も
部
活
動
を
実
施
し
た
い
と

い
う
声
は
継
続
し
て
あ
っ
た
が
、「
授
業
や
行
事
の
枠

に
と
ど
ま
ら
な
い
学
び
の
機
会
を
学
校
と
し
て
生
徒
に

保
障
す
る
」こ
と
を
説
明
し
、例
外
は
認
め
な
か
っ
た
。

　
講
座
内
容
の
設
定
も
難
し
か
っ
た
と
、
小
林
先
生

は
打
ち
明
け
る
。

　「
私
は
、
失
敗
し
た
理
由
を
考
え
て
改
善
す
る
プ

ロ
セ
ス
を
生
徒
に
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、『
泥
団

子
研
究
所
』の
活
動
計
画
を
立
て
ま
し
た
。
し
か
し
、

目
標
が
生
徒
の
レ
ベ
ル
と
合
っ
て
お
ら
ず
、
簡
単
に

達
成
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
サ
タ
デ
ー
ボ
ッ
ク
ス

は
自
由
な
講
座
と
は
言
え
、
教
科
の
授
業
と
同
じ
よ

う
に
、
生
徒
の
実
態
を
把
握
し
た
上
で
目
標
を
設
定

す
る
大
切
さ
を
痛
感
し
、
計
画
を
再
考
し
ま
し
た
」

　
建
築
の
講
座
を
担
当
す
る
美
術
科
の
川
嶋
頌
梧
先

生
も
、
同
様
の
こ
と
を
感
じ
た
と
言
う
。

　「
ま
ず
は
成
功
体
験
を
積
め
る
よ
う
に
最
初
の
課

題
を
簡
単
に
し
た
の
で
す
が
、
興
味
を
失
っ
て
し
ま

う
生
徒
が
い
ま
し
た
。
生
徒
の
力
を
過
小
評
価
し
て

い
た
と
反
省
し
、
次
の
ピ
リ
オ
ド
で
は
課
題
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
た
と
こ
ろ
、
生
徒
は
生
き
生
き
と
取
り
組

み
、
自
分
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
提
案
し
て
く
れ
る
生
徒

も
増
え
ま
し
た
。
今
後
も
生
徒
と
一
緒
に
試
行
錯
誤

し
、
時
に
は
私
が
失
敗
す
る
姿
も
見
せ
な
が
ら
、
と

も
に
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
サ
タ
デ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
、
中
学
生
と
高
校
生
が
一

緒
に
活
動
す
る
た
め
、
講
座
で
は
学
年
を
超
え
て
交

流
し
、
刺
激
を
与
え
合
う
姿
も
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

受
講
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
部
活
動
と
し
て
競
技
か

る
た
部
や
数
学
同
好
会
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
生

徒
や
、
自
分
で
講
座
を
開
き
た
い
と
希
望
す
る
生
徒

も
現
れ
て
い
る
。学
年
を
超
え
た
交
流
の
広
が
り
や
、

好
き
な
こ
と
を
追
究
す
る
楽
し
さ
を
実
感
し
た
こ
と

が
、
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
を
後
押
し
し
て
い
る
。

　
教
師
も
、
充
実
し
た
講
座
と
す
る
た
め
に
、
心
理

学
を
勉
強
し
直
し
た
り
、
外
部
人
材
に
協
力
を
依
頼

し
た
り
す
る
中
で
、
好
奇
心
が
刺
激
さ
れ
て
、「
わ

く
わ
く
」
し
た
日
々
を
過
ご
し
た
と
振
り
返
る
。

　
今
後
の
課
題
は
、
取
り
組
み
の
裾
野
を
広
げ
る
こ

と
だ
。

　「
今
年
度
は
定
員
を
オ
ー
バ
ー
す
る
講
座
も
あ
っ

た
た
め
、
生
徒
の
意
欲
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
講
座

数
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
教
師
の
心
が

何
よ
り
動
く
の
は
、
生
徒
の
成
長
に
触
れ
た
時
で
す

か
ら
、
講
座
を
通
し
た
生
徒
の
反
応
な
ど
を
校
内
で

共
有
し
や
す
く
す
る
方
法
も
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、何
度
も
参
加
す
る
生
徒
が
い
る
一
方
で
、

一
度
も
参
加
し
て
い
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
す
べ
て

の
生
徒
・
教
師
が
わ
く
わ
く
し
、
学
ぶ
喜
び
を
体
感

で
き
る
よ
う
な
講
座
を
目
指
し
て
、
今
後
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
」（
小
林
先
生
）

留
学
し
た
い
、
海
外
で
活
躍
し
た
い
と
い
う
生
徒
が

実
践
的
な
や
り
取
り
を
た
く
さ
ん
経
験
で
き
る
場
に

し
て
い
て
、
英
語
が
ど
ん
ど
ん
上
手
に
な
っ
て
い
く

生
徒
の
姿
に
、
私
も
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
」

　
サ
タ
デ
ー
ボ
ッ
ク
ス
１
年
目
は
、
全
63
講
座
を
開

指導変革の 京都府・私立立命館中学校・高校軌跡

変
革
の

　
　
　・

成
果

展
望

講
座
を
開
く
こ
と
を
希
望
す
る
生
徒
も
。

課
題
は
、取
り
組
み
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と

図３	 サタデーボックスの講座（例）

※学校資料を基に編集部で作成。

３
回
連
続
講
座

IELTSスピーキング
に役立つヒント

IELTSテストに向けて、スピーキングについ
て助言し、様々なトピックを提供。

映画鑑賞
中高生に見てほしい映画を鑑賞し、映画に隠
されたメッセージやメタファーを読み解く。

音感トレーニング
感じる力や聴く力、音感、リズム感など、すべ
ての音楽に共通して役立つ力を身につける。

泥団子研究所
ぴかぴかでまん丸な究極の泥団子を目指して
研究を重ねる。

単
発
講
座

季節の和菓子を
たしなむ

季節ごとに種類が変わる和菓子を通して、四
季を愛でる文化を堪能する。

心理学入門
ワークショップを行いながら、中学・高校の
授業にはない心理学に触れる。

宇宙一美しい
ビスマス結晶の作り方

ビスマス結晶を作り、その製作過程で表れる、
独特の四角い幾何学模様や変色を観察する。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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秋
田
県
立
湯
沢
高
校
は
、
２
０
１
９

年
度
か
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
観
点
で
教
育
改
革
を
推
進
し
て

き
た
。
教
師
が
対
話
を
重
ね
、
生
徒
の

現
状
と
目
指
し
た
い
姿
を
語
り
合
い
、

校
訓
や
新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
て

い
る
資
質
・
能
力
の
３
つ
の
柱
と
ひ
も

づ
け
を
し
な
が
ら
、
育
成
を
目
指
す
８

つ
の
資
質
・
能
力
「
湯
高
力
」
を
設
定
。

さ
ら
に
、「
湯
高
力
」
を
、
教
科
・
科

目
ご
と
に「
習
得（
わ
か
る
）」「
利
用（
で

き
る
）」「
活
用
（
使
え
る
）」
と
い
う

3
段
階
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
示
し
た
。

　
20
年
度
は
、「
湯
高
力
」
や
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
基
に
、
授
業
改
善
を
推
進
。

授
業
の
冒
頭
に
、
本
時
で
育
成
を
目
指

す
「
湯
高
力
」
を
示
し
て
、
生
徒
も
教

師
も
「
湯
高
力
」
を
意
識
し
て
授
業
に

臨
む
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
定
期

考
査
の
各
問
題
に
、
測
ろ
う
と
し
て
い

る
「
湯
高
力
」
を
明
示
す
る
試
み
も
始

ま
っ
た
。
そ
う
し
た
取
り
組
み
が
校
内

に
浸
透
す
る
の
に
伴
い
、
次
第
に
生
徒

も
、「
湯
高
力
」
を
意
識
し
て
学
ぶ
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
も
校
内

で
研
修
を
重
ね
、
授
業
実
践
と
改
善
を

繰
り
返
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た

観
点
別
評
価
を
導
入
す
る
な
ど
、
取
り

組
み
を
深
化
さ
せ
て
い
っ
た
（
図
１
）。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

「
湯
高
力
」
の
育
成
に
向
け
、

授
業
改
善
を
推
進

新課程初年度の総括と
今後の展望

新学習指導要領実施２年目となる2023年度は、初年度の総括を踏
まえた指導改善が求められる。現場の疑問や課題を解決し、新たな
計画・実践につながるよう、全国の実践事例や解説記事を提供する。

テーマ

「
育
成
を
目
指
す
資
質・能
力
の
設
定
と
共
有
」を
出
発
点
に
、

観
点
別
評
価
や
探
究
学
習
を
深
化
さ
せ
る

秋
田
県
立
湯
沢
高
校

秋
田
県
立
湯
沢
高
校
で
は
、
生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
育
成
を
目
指
す
８
つ
の
資
質
・
能
力

「
湯と

う

高こ
う

力り
ょ
く」
を
設
定
。
そ
れ
を
基
に
各
教
科
で
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成
し
、
授
業
改
善
や
観
点
別

学
習
状
況
の
評
価（
以
下
、観
点
別
評
価
）を
推
進
し
て
き
た
。
さ
ら
に
、２
０
２
２
年
度
か
ら「
デ

ジ
タ
ル
探
究
」
を
設
定
し
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
新
た
な
探
究
学
習
の
あ
り
方
を
模

索
し
て
い
る
。

設立	 1943（昭和	18）年
形態 	 全日制／普通科・理数科／共学
生徒数	 １学年約175人
２０２２年度入試合格実績（現役のみ）　
国公立大は、岩手大、東北大、秋田大、山形大、　
千葉大、新潟大などに67人が合格。私立大は、
盛岡大、東北学院大、獨協大、東海大、日本大、
同志社大などに延べ132 人が合格。

実践レポート

湯沢高校の教育改革の流れ図1

※「湯高力」の策定やこれまでの湯沢高校の教育改革の詳細は、『VIEW	next	ONLINE』で紹
介（詳しくは P.33）。

育成を目指す資質・能力を全教師で検討し、「湯
高力」を設定

各教科・科目で「湯高力」のルーブリックを作成
し、授業改善を図る

観点別評価を実施して授業改善の成果を検証し、
さらなる改善を図る

2019年度

2020〜2021 年度

2022年度
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19
年
度
か
ら
の
教
育
改
革
を
素
地
と

し
て
、22
年
度
に
は
、「
湯
高
力
」を
ベ
ー

ス
と
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
2
）
を

用
い
た
観
点
別
評
価
を
開
始
し
た
。「
湯

高
力
」
の
作
成
の
中
心
と
な
っ
た
２
学

年
主
任
の
平
田
恵
子
先
生
は
、「
全
教

科
で
評
価
方
法
に
関
す
る
表
記
を
統
一

す
る
な
ど
し
て
、
生
徒
に
と
っ
て
、『
何

を
、
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
か
』

が
分
か
り
や
す
い
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
目

指
し
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

　
観
点
別
評
価
の
実
施
は
、
授
業
改
善

を
前
進
さ
せ
て
い
る
。
１
学
年
主
任
で

地
理
歴
史
・
公
民
科
担
当
の
高
橋
伊
津

子
先
生
は
、「
観
点
別
評
価
が
加
わ
り
、

『
こ
の
資
質
・
能
力
を
評
価
す
る
に
は

こ
ん
な
活
動
が
必
要
だ
』
な
ど
と
逆
算

し
て
指
導
を
見
直
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
私
の
授
業
で
は
、『
湯
高
力
』
の
対

話
力
や
協
働
力
を
育
む
目
的
で
、対
話
、

表
現
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
」
と

語
る
。
一
方
、
数
学
科
担
当
の
柴
田
和

明
先
生
は
、「
話
し
合
い
を
増
や
し
た

こ
と
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
必
要
な
知

識
・
技
能
の
不
足
が
明
ら
か
に
な
っ
た

た
め
、
思
考
・
判
断
・
表
現
の
土
台
と

な
る
基
礎
を
習
得
す
る
学
び
を
手
厚
く

し
ま
し
た
」
と
、「
湯
高
力
」
を
軸
と

し
た
授
業
改
善
を
語
る
。

　
各
教
科
で
の
試
行
錯
誤
は
、
互
見
授

業
や
研
修
を
通
し
て
全
校
で
共
有
さ

れ
、
他
教
科
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し

て
互
い
に
高
め
合
う
姿
が
見
ら
れ
て
い

る
。
小
松
弘
樹
校
長
は
こ
う
述
べ
る
。

　「
教
師
が
観
点
別
評
価
を
前
向
き
に

捉
え
、
自
由
に
議
論
を
交
わ
す
中
で
、

主
体
的
に
授
業
改
善
に
取
り
組
む
風
土

が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
校
に
異
動
を

し
て
き
た
教
師
の
授
業
が
、
み
る
み
る

　「
獲
得
し
た
知
識
を
生
か
し
て
主
体

的
に
授
業
に
参
加
す
る
生
徒
の
姿
が
見

ら
れ
て
い
ま
す
。
難
し
い
問
題
に
粘
り

強
く
挑
戦
し
た
り
、
教
師
が
希
望
者
向

け
に
用
意
し
た
プ
リ
ン
ト
に
意
欲
的
に

取
り
組
ん
だ
り
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」（
平
田
先
生
）

変
わ
る
様
子
も
見
ら
れ
て
い
ま
す
」

　
観
点
別
評
価
は
、
生
徒
の
学
び
に
も

変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。特
に
、日
々

の
授
業
や
定
期
考
査
な
ど
で
の
「
湯
高

力
」
を
意
識
さ
せ
る
働
き
か
け
を
通
し

て
、
生
徒
が
学
び
の
意
味
や
目
的
を
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。

観
点
別
評
価
の
導
入
を
機
に
、

授
業
改
善
が
大
き
く
前
進

2022年度から運用している科目別ルーブリック図2

観
点
別
評
価
の
実
践
と
成
果

「
湯
高
力
」を
軸
と
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
て
、

生
徒
の
学
習
改
善
と
教
師
の
指
導
改
善
を
推
進

20 年度から「湯高力」の育成を目指し、教師、生徒がルーブリックを運用してきたが、観点別評
価の導入に伴い、観点別の要素を各教科で話し合いながら検討を進め、新学習指導要領に準ずる内
容への修正や、評価方法の表記を教科間で統一した。

※学校資料をそのまま掲載。

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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同
校
で
は
、
22
年
度
、
秋
田
県
教
育

委
員
会
に
よ
る
研
究
事
業
と
し
て
、
従

来
の
探
究
学
習
に
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

活
用
を
取
り
入
れ
た
「
デ
ジ
タ
ル
探
究

コ
ー
ス
」
を
新
設
。
本
格
的
な
活
動
は

23
年
度
の
２
年
生
か
ら
だ
が
、
22
年
度

は
京
都
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
の

久く

富と
み

望の
ぞ
む

助
教
の
支
援
を
受
け
、
１
年

生
全
員
を
対
象
に
「
デ
ジ
タ
ル
探
究
」

と
い
う
科
目
を
設
定
し
た(

＊
１)

。

　「
情
報
技
術
を
活
用
し
て
教
科
横
断

的
な
学
習
を
行
い
、
問
題
発
見
・
解
決

を
通
し
て
、『
湯
高
力
』
を
伸
ば
す
こ

と
を
目
標
と
し
ま
し
た
」（
小
松
校
長
）

　
22
年
度
の
「
デ
ジ
タ
ル
探
究
」
は
、

１
年
間
を
３
ク
ー
ル
で
構
成
し
た
。
１

ク
ー
ル
目
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語

のPython

を
用
い
て
、
全
国
と
湯
沢

市
の
人
口
デ
ー
タ
を
比
較
す
る
グ
ラ
フ

を
作
成
し
、
生
徒
同
士
が
批
判
的
な
視

点
で
意
見
を
交
わ
し
合
っ
た
。
２
ク
ー

ル
目
は
、
湯
沢
市
の
課
題
か
ら
関
心
の

高
い
も
の
を
選
び
、
デ
ー
タ
分
析
な
ど

を
し
な
が
ら
解
決
策
を
探
っ
た
。
３

ク
ー
ル
目
は
、
三
角
ロ
ジ
ッ
ク(

＊
２)

や
対
話
型
論
証
モ
デ
ル(

＊
３)

な
ど

の
思
考
法
を
学
び
、
１
年
間
か
け
て
デ

ジ
タ
ル
探
究
の
土
台
と
な
る
力
の
育
成

を
図
っ
た
（
図
3
）。

　「『
学
び
方
を
学
ぶ
』
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
探
究
学
習
で
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル

を
活
用
す
る
と
、
ど
の
よ
う
な
学
び
が

生
ま
れ
る
の
か
を
、
教
師
自
身
も
考
え

な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
」（
高
橋
先
生
）

　
生
徒
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
、
１
学
年
副
担
任
の
大
隅

哲
也
先
生
は
こ
う
述
べ
る
。
　

　「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
は
苦
労
す
る

生
徒
も
多
く
い
ま
し
た
が
、
グ
ラ
フ
の

作
成
な
ど
の
デ
ー
タ
の
活
用
方
法
は
す

ぐ
に
習
得
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

生
徒
同
士
で
主
張
を
し
合
う
な
ど
、
思

考
力
を
発
揮
す
る
場
面
で
は
、
私
た
ち

が
想
像
し
て
い
た
以
上
の
力
を
発
揮
し

て
い
ま
し
た
」

　
既
に
、
デ
ー
タ
分
析
な
ど
を
通
じ
て

身
に
つ
け
た
論
理
的
思
考
力
を
他
教
科

の
学
習
に
生
か
し
た
り
、
反
対
に
、
教

科
学
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
探
究
学
習
に

活
用
し
た
り
す
る
往
還
が
見
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。
例
え
ば
、
公
民
科
の
授
業

で
領
土
問
題
を
取
り
上
げ
た
際
、
多
様

な
意
見
を
踏
ま
え
て
論
理
的
に
思
考
し

て
解
決
策
を
探
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

場
面
が
あ
っ
た
。
生
徒
は
、「
デ
ジ
タ
ル

探
究
」
で
デ
ー
タ
を
基
に
主
張
や
反は

ん

駁ば
く

を
し
た
経
験
を
思
い
出
し
、
論
じ
合
っ

て
思
考
を
深
め
て
い
く
姿
が
見
ら
れ
た
。

　「
成
果
発
表
で
は
な
く
、
デ
ー
タ
分

析
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
い
っ
た
『
学

び
方
』
の
習
得
を
教
育
目
標
に
し
た
た

め
、
他
教
科
の
学
び
に
生
か
し
や
す

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」（
平
田
先
生
）

　
23
年
度
は
、２
年
生
の
希
望
者
が「
デ

ジ
タ
ル
探
究
」を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
。

扱
う
デ
ー
タ
が
多
様
に
な
れ
ば
、
学
習

は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
き
そ
う
だ
。

「
学
び
方
を
学
ぶ
」を
目
的
に

デ
ジ
タ
ル
で
探
究
学
習
を
深
化

データ分析と対話型論証モデルによる考察図3

ある生徒は、「インターネットが普及し、高齢者同⼠がつながる機会
が増え、孤立する高齢者が減った」という仮説を、データ分析と対話
型論証モデルを用いて考察した。まず、スマートフォンやパソコンなど、
非対面でも人と交流ができる情報通信機器の利用状況を分析し、対話
型論証モデルで「情報通信機器が普及する中でも高齢者は孤立を感じ
ている」と、自身の結論を導き出した。　※学校資料を基に編集部で作成。

探
究
学
習
の
実
践
と
成
果

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、

「
学
び
方
を
学
ぶ
」探
究
学
習
を
実
践

＊１　本実践は、京都大学国際高等教育院附属データ科学イノベーション教育研究センターから支援を受けた。
＊２　自分の意見を説明するために、「事実・データ」「論拠」「主張」の３つを明確にする論理的な思考法。
＊３　ある問題に対して、他者と対話しながら、根拠を持って主張を組み立て、結論を導く活動を図式化したもの。P.20 に、考案者である京都大学大学院教育学研
究科の松下佳代教授のインタビューを掲載。 32 高校版  2023 April
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観
点
別
評
価
の
実
践
を
進
め
る
の
に

伴
い
、
新
た
な
課
題
も
見
え
て
き
た
。

現
在
は
、
ど
の
教
科
で
も
、
８
つ
の
資

質
・
能
力
の
す
べ
て
を
育
成
す
る
方
針

だ
が
、
教
科
の
特
性
に
応
じ
て
軽
重
を

つ
け
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
生
徒

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
何
を
頑
張
れ
ば
よ

い
か
を
自
覚
し
、
自
己
調
整
が
で
き
る

仕
組
み
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
う

し
た
様
々
な
意
見
が
教
師
か
ら
出
さ

れ
、現
在
も
検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

　「
議
論
だ
け
に
終
始
せ
ず
、
出
て
き

た
ア
イ
デ
ア
を
ま
ず
は
ひ
な
形
に
し
て

実
践
を
重
ね
、
改
善
し
て
い
く
中
で
、

よ
り
よ
い
形
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」（
平
田
先
生
）

　
新
課
程
に
向
け
た
新
た
な
取
り
組
み

を
進
め
る
中
で
、
校
内
で
は
対
話
や
議

論
が
活
発
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
形
に

な
っ
た
も
の
が
生
徒
の
成
長
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
教
師
た
ち

は
抱
い
て
い
る
。

　「『
デ
ジ
タ
ル
探
究
』
な
ど
に
取
り
組

む
中
で
、
先
が
見
え
な
い
社
会
で
教
育

も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、『
ど

う
す
れ
ば
よ
り
よ
い
学
び
を
生
み
出
せ

る
の
か
』
を
追
究
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
本
校
は
、
教
育
改
革

に
全
教
師
で
取
り
組
ん
だ
か
ら
こ
そ
、

大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。課
題
は
ま
だ
多
い
の
で
す
が
、

『
こ
う
で
な
け
れ
ば
』
と
い
っ
た
思
い

込
み
を
捨
て
、
刻
々
と
変
化
す
る
状
況

に
対
応
し
な
が
ら
、
今
後
も
全
教
師
で

新
た
な
教
育
を
考
え
続
け
て
い
き
ま

す
」（
小
松
校
長
）

校長

小松弘樹　
こまつ・ひろき

教職歴 37 年。同校に赴
任して３年目。

２学年主任

平田恵子　
ひらた・けいこ

教職歴 20 年。同校に赴
任して５年目。国語科。

１学年担任

柴田和明　
しばた・かずあき

教職歴 10 年。同校に赴
任して１年目。数学科。

１学年副担任

大隅哲也　
おおすみ・てつや

講師歴 11 年。同校に赴
任して 2年目。理科。

１学年主任

高橋伊津子　
たかはし・いつこ

教職歴 21 年。同校に赴
任して５年目。地理歴史・
公民科。

す
べ
て
の
教
師
の
実
践
で
、

よ
り
よ
い
学
び
を
追
究

2021年度に公開した秋田県立湯沢高校の新課程レポートは、VIEW next ONLINE でご覧いただけます

◉ 21年度４月号　生徒の実態から育成を目指す資質・能力を設定し、科目別ルーブリックで授業改善を図る
https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article01062/
◉ 21年度６月号　科目別ルーブリックを授業に落とし込み、教師の指導、生徒の学びの質を高める
https://view-next.benesse.jp/view_section/bkn-hs/article01814/

新課程に関する情報は、『ハイスクールオンライン』でお届けします！
• 新教育課程の参考になる特設コーナー設置 　• 過去のオンラインセミナーのアーカイブ動画・資料　などを掲載！

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞指導のヒントを探す＞ 新課程への対応からアクセス

新
課
程
初
年
度
に
お
け
る
成
果
と
展
望

取
り
組
み
を
通
じ
た
対
話
の
活
性
化
が
、

教
師
と
生
徒
の
成
長
に
つ
な
が
る

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/sidou/shinkatei/shidou/index.html
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あたり前を丁寧に見直しながら、
生徒支援のアイデアを活発に出し合う

長崎県立松浦高校　１学年団

2017 年度から、生徒が地域課題をグループ
で調査・研究し、松浦市へ政策提言する「ま
つナビ」を実施。20 年度からは、文部科学
省の委託事業である「地域との協働による高
等学校教育改革推進事業」の指定を受け、「ま
つナビ・プロジェクト」へと発展。さらに 22
年度からは「新時代に対応した高等学校改革推進事業」の指定を受け、普
通科改革に取り組む。松浦市、長崎大学、長崎県立大学、松浦市商工会議所、
松浦市内の企業等がコンソーシアムを形成し、同校の２つの文部科学省委
託事業の活動を支援している。

設立　1961（昭和36）年
形態　全日制／地域科学科・商業科／共学
生徒数　１学年約 50人
2021 年度進路実績（現役のみ）　国公立大は、長崎大、長崎県立大に４人
が合格。私立大は、　國學院大、東洋大、関東学院大、関西外国語大などに
延べ19人が合格。短大・専門学校進学20人。就職17人。

学校概要◎普通科の特色化・魅力化を図るため

に新設された地域科学科の入学者が、

定員を大きく下回った。

◎高校入学までに、高い目標を掲げて

主体的に行動する力や自己肯定感な

どが十分に育まれていない生徒が増

えていた。

学年団が直面した課題

輝く
学年団を訪ねて

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。
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長
崎
県
立
松
浦
高
校
は
、
松
浦
市
、
大
学
、
企
業・

経
済
団
体
な
ど
と
連
携
し
、
高
校
3
年
間
を
通
じ
て

地
域
課
題
を
探
究
す
る
学
校
設
定
科
目「
ま
つ
ナ
ビ・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
て
い
る
。
新
学
習
指
導

要
領
で
示
さ
れ
た
資
質
・
能
力
を
地
域
と
連
携
し
な

が
ら
育
成
す
る
同
校
は
、
こ
れ
ま
で
も
注
目
を
集

め
て
き
た
が
、
２
０
２
２
年
度
の
１
学
年
団
は
、
さ

ら
に
大
き
な
変
革
の
当
事
者
と
し
て
全
国
の
注
目
を

集
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
同
学
年
が
、
22
年

度
新
設
の
地
域
科
学
科
の
１
期
生
を
担
当
す
る
か
ら

だ
っ
た
。
高
校
改
革
の
一
環
で
あ
る
普
通
科
の
特
色

化
・
魅
力
化
を
図
る
た
め
、
22
年
度
か
ら
普
通
教
育

を
主
と
す
る
学
科
の
中
に
普
通
科
以
外
の
学
科
を
設

置
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
同
校
は
、
普
通
科
に
代
え

て
地
域
科
学
科
を
創
設
し
た
。

　
し
か
し
、「
進
学
に
不
利
に
な
る
」「
課
題
の
探
究

だ
け
に
取
り
組
む
」
と
い
っ
た
誤
解
も
あ
り
、
地
域

科
学
科
の
１
期
生
の
入
学
者
は
定
員
を
大
き
く
下

回
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
１
学
年
主
任
を
務

め
る
こ
と
に
な
っ
た
相
原
美み

詠え

先
生
が
、
船
出
に
あ

た
っ
て
学
年
団
の
教
師
に
伝
え
た
の
は
、「
生
徒
が

毎
日
楽
し
く
登
校
で
き
る
学
年
づ
く
り
」
と
い
う
シ

ン
プ
ル
な
方
針
だ
っ
た
。

　「
本
校
の
生
徒
は
素
直
で
、
教
師
に
言
わ
れ
た
こ

と
に
は
き
ち
ん
と
取
り
組
み
ま
す
が
、
主
体
的
に
行

動
し
た
り
、
高
み
を
目
指
し
た
り
す
る
こ
と
を
躊
躇

し
が
ち
で
す
。
ま
た
、
こ
こ
数
年
、
自
己
肯
定
感
が

十
分
に
育
ま
れ
て
い
な
い
生
徒
の
増
加
を
気
が
か
り

に
思
っ
て
い
ま
し
た
。『
ま
つ
ナ
ビ・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、
あ
ら
ゆ
る
教

育
活
動
を
通
し
て
、
自
ら
考
え
、
律
し
、
行
動
す
る

力
を
生
徒
に
育
み
な
が
ら
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
た

い
と
い
う
私
の
思
い
を
、
先
生
方
に
伝
え
ま
し
た
」

　
キ
ャ
リ
ア
形
成
部
副
主
任
で
、「
ま
つ
ナ
ビ
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
茶ち

ゃ

園え
ん

孝
一
先

生
は
、
現
状
を
プ
ラ
ス
思
考
で
捉
え
る
こ
と
で
相
原

先
生
の
方
針
を
後
押
し
し
た
。

　「
地
域
科
学
科
の
1
期
生
は
定
員
割
れ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
け
れ
ど
、
そ
の
分
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に

じ
っ
く
り
向
き
合
お
う
と
、
学
年
団
の
先
生
方
と
話

し
ま
し
た
。
す
る
と
、『
こ
の
学
校
に
期
待
し
て
き

て
く
れ
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
よ
い
と
こ
ろ
を

伸
ば
し
て
あ
げ
た
い
で
す
ね
』
と
い
っ
た
前
向
き
な

言
葉
が
飛
び
交
い
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
１
年
間
へ
の

期
待
を
互
い
に
高
め
合
い
、
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」

　
相
原
学
年
団
で
は
、
時
間
割
の
中
に
組
み
込
ま
れ

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

学
年
団
と
し
て
の
「
成
功
」
は
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

長
所
は
何
で
す
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

短
所
は
何
で
す
か
？

担
任
の
先
生
が
苦
労
を
１
人
で
背
負
い
込
む
こ

と
が
な
い
学
年
団
を
目
指
し
ま
し
た
。

明
る
い
学
年
団
づ
く
り
で
す
。
私
は
そ
そ
っ
か
し

く
、
そ
れ
を
先
生
方
に
ど
ん
ど
ん
指
摘
し
て
い
た

だ
き
、
時
に
は
笑
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
大
変
な
仕
事
ほ
ど
、
学
年
主
任

の
自
分
が
率
先
し
て
や
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

生
徒
は
明
る
く
元
気
に
、
そ
し
て
先
生
方
は
自
分

の
得
意
分
野
を
発
揮
し
、
日
々
を
過
ご
し
て
い
る

状
態
で
す
。

前
向
き
な
と
こ
ろ
で
す
。
毎
日
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
っ
て
、
へ
こ
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
少
し

時
間
が
経
て
ば
、
く
よ
く
よ
し
て
は
駄
目
だ
と
、

気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

緻
密
さ
に
欠
け
て
い
る
と
自
覚
し
て
い
ま
す
。
直

感
で
新
し
い
こ
と
を
始
め
て
し
ま
い
、
あ
と
に

な
っ
て
「
こ
れ
は
す
ご
く
大
変
だ
！
」
と
気
づ
き
、

焦
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

QQQQQ AAAAA

普
通
科
改
革
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
校
と
し
て

新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す

リ
ー
ダ
ー
に
聞
く！

5
つ
の

Q
&
A

生
徒
に
自
信
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
、

新
た
な
指
導
を
学
年
会
で
企
画

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
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学
年
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担
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た
45
分
間
の
学
年
会
を
毎
週
欠
か
さ
ず
実
施
し
、
生

徒
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
や
指
導
の
目
線
合
わ
せ
を

行
っ
た
。「
ま
つ
ナ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
活
動

に
つ
い
て
は
最
も
時
間
を
割
い
て
話
し
合
い
、
生
徒

の
様
子
も
丁
寧
に
共
有
し
た
。
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
ね
る
う
ち
に
、
担
任
か
ら
様
々
な

問
題
提
起
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
年
団
最

年
少
で
地
域
科
学
科
担
任
の
田
中
輝き

一い
ち

先
生
は
、
成

績
上
位
層
の
引
き
上
げ
を
相
原
先
生
に
提
案
し
た
。

　「
成
績
上
位
層
の
生
徒
の
向
学
心
を
喚
起
す
る
た

め
に
は
、
特
別
感
の
あ
る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考

え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
国
語
、
数
学
、
英
語
の
３
教

科
に
つ
い
て
、
成
績
上
位
者
を
選
抜
し
て
、
添
削
指

導
を
行
う
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
」

　
一
方
、
成
績
下
位
層
の
生
徒
の
支
援
に
も
着
手
し

た
。
地
域
科
学
科
の
担
任
で
、
英
語
科
の
担
当
の
麻

生
千
絵
美
先
生
と
、
商
業
科
の
担
任
で
、
数
学
科
の

担
当
の
中
田
紀
子
先
生
、
そ
し
て
国
語
科
の
担
当
の

相
原
先
生
が
話
し
合
う
中
で
、「
成
績
下
位
層
の
生

徒
は
、
文
章
を
書
く
こ
と
に
抵
抗
感
を
持
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
仮
説
に
た
ど
り
着
い
た
。

　「
文
章
を
書
く
の
が
苦
手
な
生
徒
で
も
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
る
新
聞
の
コ
ラ
ム
の
書
き
写
し
や
、
記

事
の
感
想
を
書
か
せ
る
活
動
を
、
学
年
会
で
提
案
し

ま
し
た
」（
相
原
先
生
）

　
そ
し
て
、
取
り
組
み
の
成
果
は
、
す
ぐ
に
学
年
団

で
共
有
し
た
。

　「
添
削
指
導
を
受
け
て
い
る
生
徒
の
中
に
は
、
定

期
考
査
の
結
果
で
上
位
を
維
持
す
る
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
生
徒
に
勉
強
を
教
え
る
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
人
間
的
な
成
長

も
感
じ
て
い
ま
す
」（
田
中
先
生
）

　「
成
績
下
位
層
の
生
徒
に
つ
い
て
も
、
記
述
式
問

題
に
粘
り
強
く
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
り
、
思
っ

た
よ
う
な
解
答
が
書
け
な
か
っ
た
時
は
個
別
に
質
問

に
来
た
り
す
る
な
ど
、
書
く
こ
と
を
諦
め
な
い
雰
囲

気
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
」（
中
田
先
生
）

　
茶
園
先
生
は
、「
学
年
会
で
は
毎
回
、
各
先
生
か

ら
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
が
出
ま
す
が
、
ど
ん
な
ア

イ
デ
ア
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ど
う
す
れ
ば

よ
り
よ
い
形
で
実
現
で
き
る
か
を
話
し
合
え
て
い
ま

す
」
と
、学
年
会
の
前
向
き
な
雰
囲
気
を
説
明
す
る
。

　「
こ
ん
な
力
が
身
に
つ
い
た
ら
、
生
徒
は
も
っ
と

学
校
生
活
が
楽
し
く
な
る
は
ず
と
、
教
師
と
し
て
で

き
そ
う
な
こ
と
や
、
や
っ
て
み
た
い
こ
と
を
、
皆
が

遠
慮
せ
ず
に
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　
教
育
活
動
の
軸
で
あ
る
「
ま
つ
ナ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
充
実
の
た
め
、
学
年
団
が
力
を
入
れ
て
い

る
の
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
活
動
の
意
義
を
確
認
し
、

前
年
踏
襲
に
甘
ん
じ
な
い
こ
と
だ
。

　「
私
や
茶
園
先
生
が
た
た
き
台
と
し
て
出
す
活
動

案
を
、
今
年
度
の
１
年
生
の
実
態
に
合
っ
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
で
、
学
年
団
の
先
生
方

で
確
認
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
松
浦
市
の

魅
力
を
発
表
す
る
活
動
は
、
例
年
は
班
ご
と
で
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
一
人
ひ
と
り
の
達
成
感

を
高
め
る
た
め
、
班
に
よ
る
発
表
の
前
に
、
個
人
に

よ
る
レ
ポ
ー
ト
の
作
成
を
組
み
込
み
ま
し
た
。ま
た
、

地
域
課
題
に
つ
い
て
も
、
資
料
だ
け
で
は
な
く
、
校

外
に
出
て
地
域
の
人
々
の
声
を
拾
い
、
そ
れ
ら
を
基

写真　生徒とともに教師も地域を学ぶー地域の行事の見学

その後、生徒と１学年団の
教師が、地域の行事を見学

松浦市の魅力を授業で
学ぶ

「
生
徒
の
た
め
に
」
を
胸
に
、

教
育
活
動
の
本
質
を
問
い
直
し
続
け
る

松浦高校の教師の多くは、松浦市外に居住している。「自分たち教師も、地域に対する関心をもっ
と高く持つべきではないか」という学年会での問題提起を受けて、学年団の教師たちは、生徒とと
もに、地域の伝統行事を見学した。地域を知ろうとする教師の姿も、生徒にとって学びの材料の1
つになっている。
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る
た
め
、
授
業
中
の
問
い
か
け
で
は
、
生
徒
が
挙
手

し
て
発
言
す
る
ま
で
待
つ
こ
と
を
徹
底
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
中
田
先
生
は
、
相
談
事
が
あ
る
生
徒
が

気
軽
に
話
し
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

前
後
の
時
間
な
ど
は
、
職
員
室
で
は
な
く
、
教
室
に

極
力
い
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
あ
た
り
前
の
日
常

の
中
で
の
先
生
方
の
工
夫
に
よ
っ
て
、
学
校
は
生
徒

に
と
っ
て
毎
日
楽
し
く
登
校
で
き
る
場
所
に
な
っ
て

い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
相
原
先
生
）

　
高
校
改
革
を
先
駆
け
る
松
浦
高
校
。
誰
も
が
注
視

す
る
そ
の
行
く
末
は
、
１
学
年
団
の
教
師
が
日
々
生

徒
に
見
せ
る
笑
顔
の
よ
う
に
き
っ
と
明
る
い
。

た
い
と
相
原
先
生
に
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
受
け
入
れ

て
も
ら
え
ま
し
た
。
実
際
、地
域
科
学
科
の
生
徒
は
、

商
業
科
の
生
徒
が
作
成
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
、『
高
校
生
が
こ
ん
な
立
派
な

ス
ラ
イ
ド
を
作
成
で
き
る
の
か
』
と
驚
い
て
い
ま
し

た
」

　
22
年
度
の
ス
タ
ー
ト
時
に
学
年
団
で
目
線
合
わ
せ

を
し
た
、
一
人
ひ
と
り
の
生
徒
に
向
き
合
う
指
導
は

今
も
続
い
て
い
る
。「
ま
つ
ナ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
２
年
次
か
ら
は
グ
ル
ー
プ
探
究
が
本
格
化
す
る

が
、
１
年
次
の
３
月
に
決
め
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

「
そ
の
テ
ー
マ
で
納
得
し
て
い
る
か
」、「
グ
ル
ー
プ

活
動
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
な
い
か
」、「
キ
ャ
リ
ア

形
成
に
つ
な
が
る
の
か
」
と
聞
く
面
談
を
わ
ざ
わ
ざ

生
徒
一
人
ひ
と
り
と
行
っ
た
の
も
、「
ど
ん
な
に
順
調

に
見
え
て
も
、
不
安
や
不
満
は
必
ず
あ
る
。
そ
れ
ら

に
耳
を
傾
け
、
時
に
は
手
を
差
し
伸
べ
、
解
消
さ
せ

る
こ
と
で
、
生
徒
の
活
動
へ
の
納
得
度
が
高
ま
る
は

ず
」と
い
う
、学
年
団
で
の
総
意
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。

　「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
で
も
、
学
年
団
の
先
生
方
と
、『
こ
れ
は
生

徒
の
た
め
に
な
る
ね
』
と
確
認
し
合
う
こ
と
で
、

『
少
々
大
変
で
も
、
や
っ
て
み
よ
う
』
と
い
う
気
持

ち
が
皆
に
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
」（
相
原
先
生
）

　
日
々
の
指
導
に
お
い
て
も
、
各
自
が
工
夫
を
凝
ら

し
、
そ
の
取
り
組
み
を
共
有
し
て
い
る
。

　「
麻
生
先
生
は
、
自
ら
発
信
で
き
る
生
徒
を
育
て

に
し
て
調
べ
る
よ
う
指
導
す
る
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア

が
出
さ
れ
、
実
現
し
ま
し
た
」（
相
原
先
生
）

　
ま
た
、
各
ク
ラ
ス
で
の
発
表
を
素
案
と
し
て
出
し

た
相
原
先
生
に
、
麻
生
先
生
が
「
学
年
全
体
で
行
い

た
い
！
」
と
提
案
し
た
。

　「
２
学
科
と
も
特
徴
あ
る
学
科
で
す
か
ら
、
互
い

の
発
表
を
聞
く
こ
と
で
、
多
様
性
を
学
ぶ
場
に
も
し

キ
ャ
リ
ア
形
成
部
副
主
任
、

ま
つ
ナ
ビ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー

茶
園
孝
一　
ち
ゃ
え
ん
・
こ
う
い
ち

教
職
歴
15
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
。

１
学
年
商
業
科
ク
ラ
ス
担
任

中
田
紀
子　
な
か
た
・
の
り
こ

教
職
歴
30
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

数
学
科
。

１
学
年
地
域
科
学
科
ク
ラ
ス
担
任

麻
生
千
絵
美　
あ
そ
う
・
ち
え
み

教
職
歴
20
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。

英
語
科
。

１
学
年
地
域
科
学
科
ク
ラ
ス
担
任

田
中
輝
一　
た
な
か
・
き
い
ち

教
職
歴
４
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

理
科
。

１
学
年
主
任

相
原
美
詠　
あ
い
は
ら
・
み
え

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

国
語
科
。

定員割れという現状を受け止め、
生徒一人ひとりに丁寧に向き合
うことを教師全員が心がけた

どんなアイデアも否定せず、ど
うすればよりよい形で実現でき
るかを話し合える雰囲気を、学
年主任が率先してつくった

学年団　輝きのポイント

輝く
学年団を訪ねて

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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個
人
情
報
と
は
、
生
存
す
る
個
人
に
関
す
る
情
報
、

及
び
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
を
指
し
ま

す
。
氏
名
や
生
年
月
日
、
住
所
、
顔
写
真
な
ど
は
も

ち
ろ
ん
、
学
籍
番
号
な
ど
、
そ
の
情
報
単
体
で
個
人

が
識
別
で
き
る
番
号
や
記
号
も
含
ま
れ
ま
す
。
学
校

は
卒
業
生
の
情
報
も
保
管
し
て
い
ま
す
が
、
故
人
で

あ
れ
ば
、
そ
の
情
報
は
個
人
情
報
に
該
当
し
ま
せ
ん
。

　
個
人
情
報
の
中
で
も
、
不
当
な
差
別
や
偏
見
、
そ

の
他
の
不
利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、
特
に
取
り
扱
い

に
配
慮
が
必
要
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
要
配
慮

個
人
情
報
」
で
す
。
人
種
や
病
歴
、
犯
罪
履
歴
、
犯

罪
被
害
に
遭
っ
た
情
報
な
ど
が
該
当
し
ま
す
（
図
）。

　
個
人
情
報
に
関
す
る
法
律
に
は
、「
個
人
情
報
保

護
法（
＊
１
）」
が
あ
り
ま
す
。
民
間
事
業
者
を
主
た

る
対
象
と
し
た
法
律
で
、
私
立
学
校
も
そ
の
対
象
に

含
ま
れ
ま
す
。
公
立
学
校
に
つ
い
て
は
，
こ
れ
ま
で

学
校
の
設
置
者
で
あ
る
自
治
体
が
定
め
た
「
個
人
情

報
保
護
条
例
」
が
適
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
，

２
０
２
３
年
4
月
1
日
以
降
は
，
公
立
学
校
に
つ
い

て
も
、
個
人
情
報
保
護
法
の
共
通
ル
ー
ル
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
　

　
個
人
情
報
を
取
得
す
る
際
に
は
、
生
徒
本
人
・
保

護
者
の
同
意
が
必
要
で
あ
り
、
同
意
の
可
否
を
判
断

で
き
る
よ
う
、
取
得
目
的
を
可
能
な
限
り
具
体
的
に

示
す
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
成
年
の

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

個人情報を適切に管理するための留意点

人種や病歴などの「要配慮個人情報」は、特に取り
扱いに配慮が必要。

校内では、生徒本人・保護者の同意がなくても情報
共有が可能。他校はもちろん、付属校やPTAとの
情報共有には、生徒本人・保護者の同意が必要。

校内研修などで、個人情報の取り扱いについての知
識を確認し、徹底した管理と適切な共有を図る。

学校
危機管理
基 礎 講 座

個
人
情
報
の
管
理

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田
仰た

か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
13
回
は
、個
人
情
報
の
管
理
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
で
あ
れ
ば
、

番
号
や
記
号
も
含
ま
れ
る

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。2021 年９月に『新訂
第４版 図解・表解教育法規』（共
著、教育開発研究所） を出版。

解説者

第
三
者
へ
の
個
人
情
報
の
提
供
は
、

緊
急
事
態
等
を
除
き
、本
人
の
同
意
が
必
要

＊１　正式名称は、「個人情報の保護に関する法律」。
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お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任

場
合
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
り
、
一
般
的
に
は
、
15

歳
以
下
の
子
ど
も
に
つ
い
て
の
個
人
情
報
の
取
得
に

は
、
本
人
と
保
護
者
（
法
定
代
理
人
等
）
の
同
意
が

必
要
で
す
。
高
校
生
の
場
合
、
成
年
年
齢
の
18
歳
に

達
す
れ
ば
、
本
人
の
同
意
の
み
で
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
保
護
者
の
同
意
を
取
っ
て
お
い
た
方
が
無
用

な
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
取
得
し
た
情
報
を
第
三
者
に
提
供
す
る
場
合
は
、

生
徒
本
人
・
保
護
者
の
同
意
が
原
則
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
生
徒
本
人
や
保
護
者
の
同
意
が
な
く
て
も
、

第
三
者
へ
の
情
報
提
供
が
認
め
ら
れ
る
例
外
が
い
く

つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
の
１
つ
が
、
法
令
に
基
づ
く

場
合
で
す
。
例
え
ば
、
児
童
虐
待
は
、
法
令
上
、
国

民
に
通
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
人
の

生
命
、
身
体
ま
た
は
財
産
を
保
護
す
る
た
め
に
必
要

が
あ
る
場
合
で
、
本
人
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
困
難

な
時
に
も
、
情
報
提
供
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
事

故
に
遭
っ
た
生
徒
の
保
護
者
と
連
絡
が
取
れ
な
い
た

め
、
学
校
に
生
徒
の
血
液
型
を
教
え
て
ほ
し
い
と
、

病
院
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
情

報
を
提
供
し
て
も
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
第
三
者
へ
の
情
報
提
供
に
あ
た
っ
て
は
、
提
供
の

根
拠
、
提
供
年
月
日
、
提
供
先
、
提
供
対
象
な
ど
、

提
供
し
た
情
報
の
内
容
を
記
録
し
ま
し
ょ
う
。
万
一

ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
た
際
の
証
拠
と
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
ケ
ー
ス
ご
と
の
留
意
点
を
見
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
ま
ず
、
学
年
間
や
分
掌
間
な
ど
、
校
内
で

の
教
師
間
の
情
報
共
有
は
、
生
徒
本
人
の
同
意
が
な

く
て
も
可
能
で
す
。
た
だ
、
取
得
目
的
の
範
囲
を
超

え
た
情
報
共
有
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
第
三
者
で
あ
る
他
校
に
情
報
提
供
す
る
場
合
は
、

生
徒
本
人
の
同
意
が
必
要
で
す
。
同
一
設
置
者
や
同

一
法
人
の
付
属
校
で
あ
っ
て
も
、
事
業
所
が
異
な
れ

ば
第
三
者
と
み
な
さ
れ
ま
す
。
な
お
、「
指
導
要
録
」

と「
健
康
診
断
票
」は
、
進
学
先
や
転
校
先
へ
の
提

供
義
務
が
あ
る
こ
と
が
法
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

生
徒
本
人
の
同
意
は
不
要
で
す（
＊
２
）。ま
た
、文

部
科
学
省
が
、生
徒
本
人
・
保
護
者
の
同
意
を
得
た

上
で
引
き
継
ぐ
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
も
の

に
、「
個
別
の
教
育
支
援
計
画
」（
＊
３
）が
あ
り
ま
す
。

東
京
都
で
は
、
長
期
的
に
一
貫
性
の
あ
る
的
確
な
支

援
を
行
う
た
め
、
保
護
者
の
同
意
を
得
た
上
で
学
校

間
で
引
き
継
ぐ
よ
う
努
め
る
と
し
て
い
ま
す
。
　

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
第
三
者
に
該
当
す
る
た
め
、
情
報
提
供

に
際
し
て
は
生
徒
本
人
の
同
意
が
必
要
で
す
。
情
報

取
得
時
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
あ
る

旨
を
明
記
し
、同
意
を
得
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
学
校
が
保
有
す
る
生
徒
や
教
職
員
の
情
報
の
中
に

は
、
要
配
慮
個
人
情
報
が
多
く
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ

ら
が
外
部
に
漏
洩
す
る
と
、特
に
現
在
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
に
流
出
し
て
し
ま
い
、
削
除
が
難
し
く
な

る
た
め
、
徹
底
し
た
情
報
管
理
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
、
あ
ま
り
に
慎
重
に
な
り
す
ぎ
る
と
、
情
報

が
共
有
さ
れ
る
べ
き
人
に
共
有
さ
れ
ず
、そ
の
結
果
、

適
切
な
支
援
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
事
態
が
生
じ
か

ね
ま
せ
ん
。
個
に
応
じ
た
支
援
は
、
生
徒
の
特
性
や

家
庭
状
況
な
ど
を
把
握
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
で
す
。
校
内
研
修
な
ど
を
通
じ
て
、
個
人
情
報

の
正
し
い
取
り
扱
い
に
つ
い
て
理
解
し
、
教
師
間
で

適
切
な
情
報
共
有
を
図
っ
て
、
生
徒
を
支
え
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

図　 個人情報の基礎知識

校
内
の
教
師
間
で
は
本
人
の
同
意
な
く
共
有
可
能
、

付
属
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
場
合
は
同
意
が
必
要

［個人情報］
•生存する個人に関する情報＋特定の個人を識別できる情報
　例：氏名、生年月日、個人識別符号が含まれるものなど

［要配慮個人情報］　
•原則、本人の同意なしに取得してはならない
•人種、信条、社会的身分、病歴、犯罪の経歴、犯罪被害情報
•その他本人に対する不当な差別、偏見、その他の不利益が生じ
ないように、特に配慮を要するものとして政令で定めるもの

　例：身体障害、知的障害、精神障害があること
健康診断、その他の検査の結果
本人を非行少年、またはその疑いがある者として、保護処
分等の少年の保護事件に関する手続きが行われたこと

［教師間・学校間での個人情報の共有］
•校内：生徒本人（保護者）の同意がなくても共有できる
•校外（進学先、PTAなど）：情報提供には、生徒本人の同意が必要
•法令により提供義務：指導要録、健康診断票
•実務上提供が望ましい：個別の教育支援計画

※坂田教授の取材を基に編集部で作成。

＊２　指導要録は学校教育法施行規則第 24条、健康診断票は学校保健安全法施行規則第８条による。　＊３　障害のある児童生徒の一人ひとりのニーズを正確
に把握し、教育の視点から適切に対応するという考えの下、長期的な視点で乳幼児期から学校卒業後まで一貫して的確な教育的支援を行うことを目的とする
もの。高校についても、新学習指導要領の総則において、個別の教育支援計画及び個別の指導計画の作成・活用が明記された。
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　近年、「リスキリング」が世界的に注目されています。そ

の言葉は、社会や技術の変化に適応するために、職務上必要

なスキルを習得することを意味します。今持っているスキル

を磨き続けながら、＋αの新たなスキルを身につけるといっ

た意味合いが強く、「学び直し」（Ａ→Ａ’）ではなく、「学び

足し」（Ａ→Ａ’＋α）と捉えられます。

　これまで耳にすることが多かった「リカレント教育」は、

個人が人生を豊かにするために学び続けることを意味しま

す。一方、リスキリングは、企業などの組織が戦略的に社員に

学びを促すといった、組織主導の文脈で用いられることが一

般的です（図）。ただ、それだけではなく、個人が自己をブラ

ンド化する観点からスキルを身につけてキャリアアップを図

ることも、リスキリングの一環として捉えてよいでしょう。

　リスキリングが重要視される背景には、ＤＸ（デジタルト

ランスフォーメーション）の急速な進展があります。あらゆ

る業種の仕事がデジタルに置き換わる中で、一部の技術者だ

けではなく、誰にとっても、デジタルツールを使いこなすス

キルやリテラシーが必須になってきています。コロナ禍の影

響でリモートワークが一般化したことなどを受け、その流れ

は一層強まっています。リスキリングは、分野を限定したも

のではありませんが、特にデジタル関連の分野で注目されて

います。

　リスキリングは、企業で働く人だけに求められているわけ

ではありません。経済産業省では、国際競争力の向上を図る

べく、ＤＸ推進を担う人材の役割や必要なスキルを定義した

「デジタルスキル標準」を策定し、リスキリングの重要性を

訴えています。さらに、地域住民へのサービスの向上を目的

として、リスキリングに取り組む自治体も増えてきました。

教育現場でデータの利活用が進むにつれて、教師にもリスキ

リングが一層求められるようになるでしょう。デジタルツー

ルを活用して校務を効率化し、生徒の学びを多様なデータに

よって可視化して、新たな教育を創造するためには、従来と

は異なるスキルが必要になるはずです。

　なお、ベネッセの調査では、社会人の４割が、「社会人に

なって以降、学んだ経験がなく、今後１年以内に学ぶ意向も

ない」と、回答しています（＊１）。その背景には、個人の

課題に限らず、働きながら学ぶ環境が整っていないことや、

学びがキャリアに直結しづらいといった社会的要因もあると

考えられます。近年、働きながら学べるツールの１つとして、

時間や場所を選ばずに受講できるオンライン講座が増えてい

ます。「教えたい人」が講座を開き、「学びたい人」が自由に

受講できる動画学習プラットフォーム「Udemy」（＊２）も

その１つで、リスキリングに活用する企業や自治体、学校が

増えています。

　社会人が学び続けるためには、学びやすい環境とともに、

社会全体が学びに価値を置き、学び続ける人を応援し合える

「ラーニングカルチャー」を形成することも大切です。学び

は、キャリアや人生を豊かにする資産であり、一人ひとりが

自分らしく、やりがいを持って働くことができる「よく生き

る」社会を実現するための支えにもなるものだと考えていま

す。今後は、誰もが学ぶことで輝くチャンスがあり、「最新

学習歴」をより誇れる社会になっていくのではないでしょう

か。リスキリングが、そうした社会の実現へ向けた後押しに

なることを願っています。

では、トレンド・ワードに
ついて、誌面でお伝えし切れなかった内容を
「学ぶ・働く・暮らす」の切り口で解説してい
ます。右記の２次元コードを読み込み、また
はクリックしてアクセスし、ご覧ください。

生徒の学びや進路選択、その後の人生に
影響を与えるような革新的な技術や価値
観を「社会のトレンド」として解説します。

トレンド・ワード

リスキリング

株式会社ベネッセコーポレーション
社会人教育事業部 部長
Udemy 日本事業責任者　

飯田智紀 いいだ・とものり
ソフトバンクグループ株式会社で経営企画・グルー
プ会社管理などに従事後、現職。

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

急速なＤＸを背景に、「学び足し」が不可欠な時代 「最新学習歴」をより誇れる社会に

解説者

＊１　（株）ベネッセコーポレーション「社会人の学びに関する意識調査 2022」。　＊２　最先端の IT スキルやビジネススキルなど、幅広い講座を提供しており、講座
数は 20万以上。１つの講座の中に短い動画がカリキュラム形式に組まれており、各動画は約５～ 10分で視聴が可能。世界では 5,900 万人以上、日本では 110 万人
以上の利用者がおり、法人領域では、国内 1,000 社以上に導入されている。（株）ベネッセコーポレーションは、日本におけるUdemy 社の独占的事業パートナーである。
※プロフィール、及び「Udemy」の概要は、2023 年３月時点のものです。

「リカレント教育」と「リスキリング」の違い図

※飯田氏の提供資料を基に編集部で作成。

生涯教育

人生を豊かにする学び

個人

職業で価値創出し続ける
ためのスキル・知識の習得

実践的・実用的スキル・知識
（特にデジタル関連）

企業主導

学習
目的

学習
内容

推進
主体

リカレント教育 リスキリング
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お勧めの分掌

▲

担任進路担当 学年団

お勧めの分掌

▲

担任進路担当 学年団

教務担当お勧めの分掌

▲

担任

P. 50

P. 42

P. 52

教師個々の教科指導・進路指導に
役立つ事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

１年次　マイ・ストーリーを語るための土台づくり
宮崎県立宮崎東高校　定時制課程夜間部　

これまでの自分と将来の自分を、
大学での学びと結びつけて語れる生徒を育む

歴史総合
茨城県・私立
東洋大学附属牛

うし

久
く

中学校・高校　本
ほん

保
ぽ

泰
たい

良
ら

	 P.42

歴史的事象の本質に迫る「問い」で、
多面的な見方と未来を志向する力を養う

英語
神奈川県立川和高校　福田理奈	 P.46

「総合的な探究の時間」と連携し、
課題解決型学習の成果を英語で発信

「自分を知る」探究学習を通して
自己肯定感を育み、進路を拓く

教科の見方・考え方を働かせる
問いや課題を通じて学びが深まる授業に迫る

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

働き続けるための資質・能力の育成
全学年

社会や企業が変化する中、
就職活動を頑張る生徒をどう支援するか

社会で求められる学びの羅針盤を策定　
石川県立小松工業高校

クローズアップ！就 職 指 導
変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走

を語れる

生徒を育む進路指導
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1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
１
年
生
／
地
理
歴
史
／
歴
史
総
合　
［
分
野
・
単
元
］
第
２
次
世
界
大
戦
と
太
平
洋
戦
争
（
全

２
時
間
の
う
ち
の
２
時
間
目
。
P. 
45
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
知
識
、
技
能
、
思
考
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］「
な
ぜ
、
ア
メ
リ
カ
は
日
本
に
原
子
爆
弾
を
投
下
し
た
の
か
」
を
本
時
の
課
題
と
し
て
提
示
し
、
ま
ず
、

サ
イ
パ
ン
島
の
陥
落
や
、
戦
後
の
米
ソ
関
係
な
ど
の
歴
史
的
事
実
を
、
生
徒
に
問
い
か
け
な
が
ら
確
認
し
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
て
課
題
を
個
人
で
考
え
た
後
、グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
た
上
で
、
生
徒
は
考
え
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
ま
と
め
た
。

前時の復習と、本時の課題の提示

本保先生は、前時の課題「なぜ、ドイツは戦争（第２次世
界大戦）を開始したのか」を簡潔に振り返り、本時の課題

「なぜ、アメリカは日本に原子爆弾を投下したのか」を提
示。「一般的には、アメリカ国民を守るためと言われている
が、別の見方もあるのではないか」と、生徒に問いかけた。

11:55
本時の概要

ほんぽ・たいら　教職歴 23年。同校に赴任して 24年目。進路指導部。地理歴史・
公民科。著書に、『書いて深める日本史　思考して表現する記述問題集』（山川出版社）。

学校概要
◎「諸学の基礎は哲学にあり」「独立自活」「知徳兼全」を建学の精神とする。グロー
バル人材の育成を目指し、「総合的な探究の時間」に「哲学」「教養」「国際理解」「キャ
リア」「課題研究」の５科目から成る「グローバル探究」を独自設定教科として実施
している。

◎設立　1964（昭和 39）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 590人（高校）
◎ 2022年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、茨城大、筑波大、千葉大、
電気通信大、茨城県立医療大などに 22人が合格。私立大は、青山学院大、学習院大、
上智大、中央大、東京理科大、東洋大、法政大、明治大、立教大、早稲田大、同志社
大などに延べ 861人が合格。

授 業 実 践

歴
史
総
合

歴
史
的
事
象
の
本
質
に
迫
る
「
問
い
」で
、

多
面
的
な
見
方
と
未
来
を
志
向
す
る
力
を
養
う

茨
城
県
・
私
立
東
洋
大
学
附
属
牛う

し

久く

中
学
校
・
高
校

　本ほ
ん

保ぽ

泰た
い

良ら

発問・課題設定をキーに見る

「原爆投下」までの事実の確認12:18

サイパン島の陥落後の情勢について、本保先生が問いかけ、
生徒がそれに答える形で事実を確認していった。「なぜ、東
京大空襲は３月だったのか」「なぜ、大本営発表は被害を過
小に伝えたのか」「国民の立場ならどう感じるか」などと、
生徒が様々な立場から考えられるような問いを投げかけた。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。
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　か
つ
て
の
私
は
、
大
学
入
試
を
意
識
し

て
、
教
科
書
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解

説
す
る
の
が
よ
い
授
業
な
の
だ
と
考
え
、

実
践
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
授
業
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、「
先
生
の
授
業
は
分
か
り

や
す
い
け
れ
ど
、
テ
ス
ト
で
は
点
数
が

取
れ
な
い
」
と
い
っ
た
指
摘
を
受
け
、
生

徒
が
歴
史
的
事
象
が
起
き
た
理
由
な
ど
の

「
本
質
」
を
理
解
で
き
る
よ
う
な
授
業
を

し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。

　そ
の
頃
か
ら
、
問
い
を
中
心
に
し
た
授

業
を
追
究
し
て
き
ま
し
た
。「
な
ぜ
」
と

問
題
意
識
を
持
つ
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
生

徒
は
自
分
の
頭
で
考
え
、
教
科
書
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
必
要
な
情
報
を
主
体
的
に

探
し
ま
す
。
問
い
の
答
え
を
考
え
抜
く
こ

と
は
、
知
識
の
定
着
に
つ
な
が
る
と
同
時

に
、
今
後
の
社
会
で
も
求
め
ら
れ
る
姿
勢

を
培
う
こ
と
に
も
な
る
と
考
え
ま
し
た
。

　歴
史
的
事
象
を
、「
過
去
」
の
も
の
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、「
今
」
に
つ
な
げ
、

そ
こ
か
ら
何
が
学
べ
る
の
か
を
生
徒
に
考

え
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

支
配
者
が
民
衆
を
締
め
つ
け
れ
ば
、
反
撃

を
受
け
ま
す
。
一
方
、
あ
ま
り
に
統
制
さ

3

5

2

6
本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

「
過
去
」を
「
今
」に
つ
な
げ
る
、

「
な
ぜ
」を
重
視
し
た
授
業
に
転
換

「日米開戦」までの事実を確認

グループで議論後、ワークシートに記入

「日本にとってアメリカはどんな存在？」「なぜ、日本は北
部仏印に進駐した？」などと、本保先生が生徒に問いを投
げかけ、「貿易相手」「資源を得るため」などと生徒が答え
るやり取りをしながら、課題を考える手がかりとなる、日
米開戦までの日本とアメリカの動きを整理した。

生徒は、本時の課題「なぜ、アメリカは日本に原子爆弾を
投下したのか」を考え、ワークシート（P.44図）に記入。
本保先生は、「なぜ、ソ連は広島の原子爆弾投下後に参戦し
た？」「冷戦はどの国が争った？」などと問いかけ、生徒が
戦後の状況を踏まえて課題を考えられるように促した。

本保先生からのヒントや、インターネットで調べた情報を
踏まえて、本時の課題についてグループで議論。生徒はさ
らに考えを深めて、ワークシートを完成させた。「制限時間
内で書く」という方針の下、書き終えていない生徒も含めて、
授業終了時に、全員がワークシートを提出した。

11:57

12:2812:38

「サイパン島の陥落」の影響を考える

「サイパン島の陥落」の影響について、生徒は個々に考えた
ことをノートに記入し、それをグループで共有した。その間、
本保先生は、教室を回りながら、B29の航続距離や学童疎
開の開始などについて説明し、サイパン島の陥落が本土爆
撃の契機となり、日本の敗戦につながることに気づかせた。

12:05

「原爆投下」の理由を個人で考える

本時のキー課題

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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れ
な
け
れ
ば
、
民
衆
は
や
り
た
い
放
題
に

な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
歴
史
の
教
訓
を
、

例
え
ば
、
自
分
が
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た
時

に
置
き
換
え
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。「
歴
史
総
合
」が
扱
う
近
現
代
は
、

現
在
の
国
際
社
会
が
抱
え
る
諸
問
題
と
深

く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
生
徒
が
自
分
の
未

来
を
志
向
す
る
力
を
養
え
る
科
目
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
授
業
は
、
授
業
を
貫
く
課
題
を

設
定
し
、
そ
れ
を
考
え
る
た
め
の
歴
史
的

事
象
を
生
徒
に
問
い
か
け
た
り
、
グ
ル
ー

プ
で
話
し
合
っ
て
自
分
の
考
え
を
再
構
築

し
た
り
す
る
構
成
に
し
て
い
ま
す
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
を
扱
っ
た
前
時
で

は
、「
な
ぜ
、
ド
イ
ツ
は
戦
争
を
開
始
し
た

の
か
」
を
課
題
に
し
ま
し
た
。
第
２
次
世

界
大
戦
の
責
任
は
ド
イ
ツ
に
あ
る
と
い
う

の
が
定
説
で
す
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
条
約
で
厳
し
い
条
件
を
の
ま
せ
て
ド
イ

ツ
を
追
い
詰
め
た
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン

ス
に
も
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

い
っ
た
見
方
も
あ
り
ま
す
。
歴
史
的
事
象

は
、
立
場
に
よ
っ
て
は
、
常
識
や
定
説
と

は
異
な
る
見
方
が
成
り
立
つ
と
い
う
こ
と

し
て
教
科
書
を
読
ん
で
く
る
よ
う
に
伝
え

て
い
ま
す
。
年
度
当
初
は
、「
発
言
す
る

の
は
恥
ず
か
し
い
」、「
間
違
っ
た
ら
ど
う

し
よ
う
」
と
い
っ
た
気
持
ち
が
あ
る
か
ら

か
、
問
い
か
け
に
答
え
る
生
徒
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。「
少
し
で
も
よ
い

か
ら
声
を
出
そ
う
」、「
間
違
っ
て
も
大
丈

夫
。
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
質
問

し
て
」
な
ど
と
声
を
か
け
て
い
く
こ
と
で
、

次
第
に
生
徒
は
発
言
す
る
よ
う
に
な
り
、

予
習
の
習
慣
も
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
今

で
は
、
ク
ラ
ス
全
体
か
ら
、
私
の
問
い
か

け
に
対
し
て
自
然
と
声
が
上
が
り
ま
す
。

　
以
前
は
、
設
定
し
た
課
題
が
漠
然
と
し

て
い
て
、
生
徒
が
何
を
答
え
て
よ
い
か
分

か
ら
な
か
っ
た
り
、
課
題
を
考
え
る
た
め

の
知
識
が
足
り
ず
に
、
考
え
を
深
め
ら
れ

を
、
生
徒
が
実
感
で
き
る
課
題
に
す
る
よ

う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
本
時
の
課
題
と
し
た
原
子
爆
弾
投
下
の

理
由
も
、
ア
メ
リ
カ
は
自
国
民
を
守
る
た

め
と
し
て
い
ま
す
が
、
ソ
連
と
の
対
立
を

視
野
に
、
戦
後
社
会
で
の
覇
権
を
握
る
ね

ら
い
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
授
業
の
前
半
で
、
日
米
開

戦
の
経
緯
や
、
本
土
爆
撃
の
契
機
と
な
っ

た
サ
イ
パ
ン
島
の
陥
落
に
よ
る
影
響
な

ど
、
歴
史
的
事
象
を
整
理
し
て
、
課
題
に

つ
い
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
本
時
の
課
題
を
よ
り
深
く
考
え
る
た
め

に
は
、
戦
後
の
米
ソ
対
立
を
踏
ま
え
て
、

原
子
爆
弾
投
下
の
意
味
を
捉
え
る
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
単
元

の
順
序
を
変
え
て
、
第
２
次
世
界
大
戦
の

前
に
戦
後
史
を
扱
い
ま
し
た
。

　
授
業
で
は
ま
ず
、
課
題
に
つ
い
て
個
人

で
考
え
さ
せ
て
か
ら
、「
ア
メ
リ
カ
は
ど

の
国
を
意
識
し
て
い
た
？
」
な
ど
と
、
考

え
を
深
め
る
ヒ
ン
ト
と
な
る
問
い
を
投
げ

か
け
ま
す
。
次
に
、
グ
ル
ー
プ
で
各
自
の

考
え
を
共
有
し
、
他
者
の
気
づ
き
や
着
眼

点
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
よ
っ
て
、
自
分
の
考
え
を
磨
い
た
上

で
最
終
的
に
自
力
で
答
え
を
出
す
こ
と
が

で
き
、
生
徒
の
達
成
感
や
自
己
肯
定
感
が

よ
り
高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
課
題
に
つ
い
て
自
分
の
考
え
を
記
入
す

る
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
図
）
は
、
大
学
入
試

を
見
据
え
、
制
限
時
間
を
意
識
し
て
書
か

せ
、
記
入
が
途
中
で
も
授
業
終
了
時
に
提

出
さ
せ
て
い
ま
す
。
課
題
の
い
く
つ
か
は

定
期
考
査
で
も
出
題
す
る
の
で
、
ワ
ー
ク

シ
ー
ト
の
返
却
後
、
自
分
で
答
え
を
完
成

さ
せ
る
よ
う
、
生
徒
に
伝
え
て
い
ま
す
。

模
範
解
答
は
示
し
て
い
ま
せ
ん
。
課
題
に

つ
い
て
主
体
的
に
考
え
よ
う
と
し
な
い
状

況
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
す
。

　
課
題
を
考
え
る
た
め
に
必
要
な
歴
史
的

事
象
は
、
生
徒
に
問
い
か
け
て
確
認
す
る

よ
う
に
し
て
お
り
、
生
徒
に
は
、
予
習
と

本時の課題「アメリカが日本に原子爆弾を投下した理由」
について、ソ連に対する威嚇だったという視点を盛り込
み、なおかつ北方領土の不法占拠にまで言及した生徒もい
た。加筆した箇所があるなど、グループでの話し合いで考
えを深めた様子がうかがえる。　※学校資料をそのまま掲載。

図　本時のワークシート（生徒の記入例）

生
徒
が
自
ら
答
え
を
導
け
る
よ
う
、

問
い
の
形
で
ヒ
ン
ト
を
提
示

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

多
面
的
に
見
る
目
を
養
え
る

授
業
を
貫
く
課
題
を
設
定
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主体的・対話的で深い学び

な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
経
験
か
ら
、
各
単
元
で
学
ぶ
べ
き
本

質
を
熟
考
し
た
上
で
、
生
徒
が
意
味
の
あ

る
も
の
と
し
て
自
分
で
考
え
、
答
え
を
導

き
出
せ
る
よ
う
な
課
題
を
設
定
し
、
そ
こ

か
ら
逆
算
し
て
単
元
計
画
を
練
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
授
業
時
間
内
に

生
徒
が
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
く
よ
う
、
教

科
書
を
基
に
、
必
要
な
知
識
や
考
え
る
視

点
を
ま
と
め
た
ス
ラ
イ
ド（
＊
）を
作
成
し
、

そ
れ
に
従
っ
て
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
当
初
は
、
１
時
間
の
授
業
の
準
備
に
７

時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
要
領
が

分
か
っ
て
き
た
今
で
も
、「
こ
の
課
題
は
、

考
え
る
意
味
が
あ
る
か
」
と
、
生
徒
に
聞

き
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
授
業
形
態
に
し
て
か
ら
、
生
徒

が
意
欲
的
に
授
業
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

「
歴
史
の
授
業
が
、
日
本
の
発
展
の
た
め

に
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
っ
た
」
と
回
答
し
た
生
徒
も
い
ま
し
た
。

歴
史
の
教
訓
を
人
生
に
生
か
そ
う
と
す
る

生
徒
の
姿
を
心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

では、 本時の授業の
様子をダイジェスト動画で紹介！

VIEW next ONLINE 検索

　
定
期
考
査
で
は
、「
知
識
・
技
能
」
の

観
点
で
評
価
す
る
問
題
と
、「
思
考
・
判
断
・

表
現
」
の
観
点
で
評
価
す
る
問
題
を
、
均

等
に
出
題
し
て
い
ま
す
。「
思
考
・
判
断
・

表
現
」
の
観
点
で
評
価
す
る
問
題
は
論
述

式
で
、
ど
の
生
徒
も
、
回
を
重
ね
る
ご
と

に
記
述
量
が
増
え
、
自
分
の
言
葉
で
記
述

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
た
だ
、
ま
だ
受
け
身
の
生
徒
が
一
定
数

い
る
の
も
事
実
で
す
。
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
興
味
を
刺
激
す
る
魅
力
的
な
課
題
を
設

定
し
、
す
べ
て
の
生
徒
が
前
の
め
り
に
積

極
的
に
発
言
す
る
授
業
を
実
現
す
る
こ
と

が
、
今
後
の
目
標
で
す
。
未
来
は
誰
に
も

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
過
去
か
ら
学
ぶ
こ
と

は
で
き
ま
す
。
生
徒
が
歴
史
か
ら
学
び
、

将
来
を
切
り
開
い
て
い
く
力
を
育
む
授
業

を
、
こ
れ
か
ら
も
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

●
成
果
と
展
望

歴
史
の
教
訓
を
踏
ま
え
て
、

将
来
を
展
望
す
る
生
徒
た
ち

授 業 実 践

単元の指導計画

【教科・科目】 地理歴史・歴史総合　【分野・単元】 第２次世界大戦と太平洋戦争 　【テーマ・作品】 第２次世界大戦における各国
の思惑と、戦後社会を見据えた米ソの動向について　【設定時数】 全２時間（本時は２時間目）　【単元目標】 歴史を多面的・多角的
に理解する力を身につける

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１ 第２次
世界大戦

• 国際連盟発足からわずか 20
年で世界大戦が起こった理由
について、過去の学習内容を
参考にして自分の言葉で説明
できる。

• 敵対関係であったドイツとソ連
が不可侵条約を結んだ理由を、
ドイツ・ソ連それぞれの立場か
ら説明できる。

【知識、技能、思考力、表現力、主
体性、協働性】

①第１次世界大戦後のドイツの立場を
理解した上で、その後のドイツの動
きを確認する。

②国際連盟とドイツの関係を捉えて、
平和な時代が短期間で終わった理
由を考える。

③ドイツとソ連の関係を概観し、不可
侵条約締結から独ソ開戦の流れを
理解する。

④アメリカで成立した武器貸与法や大
西洋憲章の発表が、戦況にどう影
響したかを考える。

【主体的な学び】• 教科書を深く読み込むた
めの補助となるスライドを通じて、考えるよう
に伝える。• 生徒が教科書を使って自分の力
で考えられるよう、歴史的背景を説明する。

【対話的な学び】•１人で考える時間を設け、
自分の考えを持ってから、グループディスカッ
ションを行う。• 議論が深まっていないグルー
プに、ヒントとなる助言をする。

【深い学び】•「第１次世界大戦後の国際社
会では、なぜ、平和が長く続かなかったのか」

「なぜ、ドイツは独ソ不可侵条約を結んだのか」
という問いを織り交ぜて、思考の深化を図る。

•ノートに記述し
た問いの答え

•グループディス
カッションの
参加状況

2 太平洋
戦争

• 日本にとって、アメリカはどの
ような存在だったのかを、貿易
の観点から説明できる。

• マリアナ諸島のサイパン島の陥
落が、その後の日本に及ぼし
た影響について説明できる。

• アメリカが日本に原子爆弾を
投下した理由（仮説）について、
戦後社会の展開を踏まえて説
明できる。

【知識、技能、思考力、表現力、主
体性、協働性】

①日本にとって、貿易上、アメリカが
どのような存在だったかを考える。

②日本の軍事行動に対してアメリカが
経済制裁を行う中、日本では戦争
に向けた準備と同時に、日米交渉
が進められた事実を確認する。

③太平洋戦争が始まり、日本が劣勢
となる中でのサイパン島の陥落が、
何を意味するのかを考える。

④アメリカが原子爆弾を投下した理由
を、戦後社会と関連させて考える。

⑤ワークシートに取り組む。

【主体的な学び】• 教科書を深く読み込むた
めの補助となるスライドを通じて、考えるよう
に伝える。• 生徒が教科書を使って自分の力
で考えられるよう、歴史的背景を説明する。

【対話的な学び】•１人で考える時間を設け、
自分の考えを持ってから、グループディスカッ
ションを行う。• 議論が深まっていないグルー
プに、ヒントとなる助言をする。

【深い学び】•「なぜ、アメリカは日本に原子
爆弾を投下したのか」を最終的な問いとし、
そこに至る過程として、日本とアメリカの関係、
戦後社会との関連を示して、問いの答えを考え
られるようにする。

•ノートに記述し
た問いの答え

•グループディス
カッションの
参加状況

•ワークシート

※本保先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

＊　本保先生作成の授業スライドは、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』（https://view-next.benesse.jp/）からダウンロードできます。「Top →学校教育
情報誌『VIEW next』→高校版バックナンバー」でご覧ください。
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1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
２
年
生
／
英
語
／
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅱ　
［
分
野
・
単
元
］Lesson5　

D
esigened to Change the W

orld

（
全
17
時
間
の
う
ち
の
16
・
17
時
間
目
。
P. 

49
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
判
断
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
貧
困
層
の
支
援
が
テ
ー
マ
の
英
語
の
単
元
を
踏
ま
え
て
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
、
貧
困
層
向
け

の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
企
画
・
提
案
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
英
語
の
授
業
で
は
、
そ
の
提
案
を
英
語
で
ス
ラ
イ
ド

に
ま
と
め
、
前
時
に
各
ク
ラ
ス
で
発
表
会
を
、
本
時
に
各
ク
ラ
ス
の
代
表
チ
ー
ム
に
よ
る
学
年
発
表
会
を
行
っ
た
。

開会式

本時は、学年発表会を体育館で行った。発表者は、前時に
行った各クラスでの発表会で選出された８チーム。福田先
生が、開会の挨拶と、連携企業から招いた審査員の紹介を
英語で行い、プレゼンテーションの評価方法を説明。「Are 
you excited?」の問いかけに、生徒からは歓声が上がった。

8:55
本時の概要

ふくだ・りな　教職歴 10年。同校に赴任して３年目。進路支援グループ。外国語科
（英語）。同校赴任を機に、英語の授業で課題解決型学習を実施。

学校概要
◎校訓は、「誠実」「勤勉」「質朴」。学校のミッションに、「多様な分野でリーダーシッ
プを発揮し、堅実に社会に貢献できる人材の育成をめざし、健やかな体、たくましい
精神力及び思いやりを育む教育に取り組む」ことを掲げる。2021 年度から、神奈川
県教育委員会「学力向上進学重点校」の指定校。

◎設立　1962（昭和 37）年
◎形態　全日制／普通科／共学
◎生徒数　１学年約 320人
◎ 2022年度入試合格実績（現役のみ）　国公立大は、北海道大、東北大、東京工業大、
東京大、一橋大、横浜国立大、名古屋大、京都大、大阪大、横浜市立大などに 85人
が合格。私立大は、青山学院大、慶應義塾大、上智大、中央大、東京理科大、明治大、
立教大、早稲田大などに延べ 1,115 人が合格。

授 業 実 践

英
語

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」と
連
携
し
、

課
題
解
決
型
学
習
の
成
果
を
英
語
で
発
信

神
奈
川
県
立
川
和
高
校

　福
田
理
奈

発問・課題設定をキーに見る

投票・結果発表10:15

全チームの発表が終わると、生徒は自分のスマートフォン
を使って、オンラインのアンケートフォームから、最もよ
いと思ったビジネスプランを発表したチームに投票。集計
の結果、雇用率の低いコートジボワールへの保育園の設置
を提案した２年６組のチームが優勝した。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。
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私
は
、「
学
校
で
学
ぶ
意
味
は
何
か
」

を
ず
っ
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
特
に
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
２
０
２
０
年
度
の
臨
時
休

業
時
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
課
題
の
配

信
を
行
う
中
で
、
こ
れ
で
生
徒
が
学
べ
る

の
な
ら
ば
、
学
校
は
必
要
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
休
業

明
け
に
、
授
業
で
生
徒
が
英
語
を
楽
し
そ

う
に
話
す
姿
を
見
て
、
学
校
で
学
ぶ
意
味

を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
何
か

が
足
り
な
い
気
が
し
て
い
た
の
で
す
。

　
本
校
の
生
徒
は
真
面
目
で
、
学
力
が
高

く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
も
備
え
て

い
ま
す
。
た
だ
一
方
で
、
自
分
の
意
見
を

言
え
な
い
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。「
あ
な
た
は
ど
う
考
え
ま
す
か
」
と

い
っ
た
問
い
か
け
に
、
口
を
閉
ざ
し
て
し

ま
う
生
徒
も
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
新
し
い
価
値
を

生
み
出
す
創
造
性
や
社
会
を
切
り
開
く
貪

欲
さ
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
創
造

性
や
貪
欲
さ
は
、
自
分
の
意
見
を
相
手
に

伝
え
た
い
と
い
う
意
志
の
強
さ
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
考
え
た
の
が
、
英
語
の
授

3

5

2

6

●
私
が
目
指
す
授
業

自
分
の
意
見
を
持
て
る
よ
う
に
、

実
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む

英語でプレゼンテーション

単元の振り返り

１チーム８分間で、英語でビジネスプランのプレゼンテー
ションを行った。プレゼン項目は、対象の国・地域の課題、
事業計画、セールスポイントなど。最初に数字を挙げ、「何の
数字か分かりますか」と聴衆に問いかけたり、身振り手振り
を交えたりと、それぞれが聴衆を引きつける工夫をしていた。

審査員を務めた日本政策金融公庫の社員が講評を行った。
英語の発音や論理的な説明に加え、多くのチームが、コス
トを抑え、販売量を増やす現実的なプランを提案していた
点を高く評価した。そして、今回関心を持った課題をさら
に深く掘り下げていってほしいと、生徒にエールを送った。

「総合的な探究の時間」で取り組んだ探究学習と、英語の授業
で取り組んだ発表活動を振り返った。「世界には多くの低所
得層がいて、多様な課題があることが分かった」「英語のプ
レゼンスキルが向上した」などと、探究学習と英語の双方
について、自身の成長や気づきをワークシートに記入した。

9:00

10:2510:40

プレゼンテーションを評価

聴衆の生徒は、発表者とアイコンタクトを取れるよう、顔
を上げて聴いていた。そして、各チームの発表が終わる度に、
提案内容の中でよいと思った点や気になった点などを、ワー
クシートに書き留めた。日本語での記入も可としたが、多
くの生徒が英語で記入していた。

9:42

審査員の講評

本時のキー課題

F
o

r T
e

a
ch

e
r S

e
ctio

n

お
勧
め
の
分
掌
▼

管
理
職

教
務
担
当

進
路
担
当

学
年
団

担
任
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業
で
課
題
解
決
型
学
習
を
行
う
こ
と
で

す
。
実
社
会
に
あ
る
問
題
を
提
示
し
、
そ

の
解
決
策
を
考
え
、
発
信
す
る
場
が
あ
れ

ば
、
生
徒
は
当
事
者
意
識
を
高
め
、
自
分

の
意
見
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。
そ
う
し
た
学
び
を
提
供
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
教
師
の
役
割
だ
と
考
え
た
の
で
す
。

　
私
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
英
語

Ⅱ
」
の
各
単
元
で
、
課
題
解
決
型
学
習
を

単
元
の
ゴ
ー
ル
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
授

業
で
は
ま
ず
、
単
元
の
素
材
文
の
音
読
や

読
解
、
新
出
単
語
や
文
法
の
確
認
、
サ
マ

リ
ー
の
作
成
、
ペ
ア
で
の
対
話
活
動
な
ど

を
行
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
私
が
単
元
の

趣
旨
を
踏
ま
え
て
提
示
し
た
課
題
に
つ
い

て
、
生
徒
は
自
分
の
関
心
に
応
じ
て
調
べ
、

ま
と
め
た
提
案
を
英
語
で
発
表
し
ま
す
。

　
例
え
ば
、
自
然
と
人
間
の
共
生
が
テ
ー

マ
の
単
元
で
は
、
絶
滅
危
惧
種
の
動
物
を

か
た
ど
っ
た
お
菓
子
を
企
画
し
て
メ
ー

カ
ー
に
提
案
す
る
こ
と
を
課
題
に
し
ま
し

た
。
ど
の
チ
ー
ム
も
、
そ
の
動
物
を
選
ん

だ
理
由
や
、
動
物
の
保
護
に
必
要
な
こ
と

を
お
菓
子
の
企
画
に
込
め
て
い
ま
し
た
。

　
年
度
末
に
は
、
１
年
間
の
集
大
成
と
し

を
練
り
ま
し
た
。
総
合
探
究
で
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
学
習
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作

成
、
日
本
語
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
英
語
の
授
業
で
は
、
日
本
語
で

行
っ
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
英
語
版

を
作
成
。
英
語
に
よ
る
発
表
な
ら
で
は
の

間
の
取
り
方
や
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
、
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
な
ど
、
聞
き
手
に
伝
え
る
た
め

の
ス
キ
ル
の
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

　
総
合
探
究
の
授
業
で
は
、
提
案
の
内

容
は
優
れ
て
い
る
の
に
表
現
力
が
伴
わ

ず
、
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
な

い
生
徒
に
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
る
場
面
も

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
英
語
の
授
業
で

は
、
聞
き
手
の
心
に
響
く
伝
え
方
と
し
て
、

「
グ
ッ
ド
・
ス
タ
ー
ト
」「
グ
ッ
ド
・
ス
ク

て
、
外
部
機
関
と
連
携
し
、
そ
の
担
当
者

が
審
査
員
等
と
し
て
参
加
す
る
学
年
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
20
年
度
は
、
株
式

会
社
ユ
ー
グ
レ
ナ
創
業
者
の
取
り
組
み
が

テ
ー
マ
の
単
元
を
基
に
、
ミ
ド
リ
ム
シ
を

活
用
し
た
新
商
品
の
考
案
を
課
題
と
し
ま

し
た
。
生
徒
は
、
栄
養
問
題
を
抱
え
る
途

上
国
向
け
に
、
そ
の
国
の
現
状
や
食
文
化

に
あ
っ
た
商
品
を
企
画
し
、
発
表
会
で
は
、

実
際
に
途
上
国
の
栄
養
問
題
解
決
に
取
り

組
む
ユ
ー
グ
レ
ナ
社
に
提
案
し
ま
し
た
。

　
21
年
度
は
、
食
の
多
様
性
に
対
応
し
た

弁
当
の
企
画
を
課
題
と
し
、
オ
リ
ジ
ン
東

秀
株
式
会
社
の
開
発
担
当
者
を
審
査
員
に

招
い
た
発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。
一
連
の

取
り
組
み
は
テ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
取
り
上

げ
ら
れ
、
同
社
が
試
作
し
た
ベ
ス
ト
チ
ー

ム
の
弁
当
が
番
組
内
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
時
に
行
っ
た
の
は
、
貧
困
層
の
支
援

が
テ
ー
マ
の
単
元
を
基
に
企
画
し
た
「
Ｂ

Ｏ
Ｐ
（
＊
１
）ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
発
表
会
で
し
た
。
生
徒
は
、「
世

界
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
95
％
が
、
世
界
人
口

の
10
％
の
富
裕
層
の
た
め
の
製
品
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
い
る
。
残
り
90
％
の
貧
困
層
の

生
活
を
よ
く
す
る
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
が
必

要
」
と
い
っ
た
素
材
文
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

踏
ま
え
て
、
自
分
た
ち
な
ら
、
ど
の
国
・

地
域
に
対
し
、
ど
ん
な
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
で
問
題
解
決
を
図
る
の

か
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
つ
プ
ラ
ン

を
実
際
に
考
え
る
課
題
に
取
り
組
み
、
そ

の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
生
徒
の
本
気
度
を
高
め
よ
う
と
、
株
式

会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
無
料
で
行
う

出
張
授
業
に
申
し
込
み
、
同
社
の
社
員
を

講
師
に
迎
え
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
の
作
成

の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
講
師

を
本
時
の
発
表
会
に
招
き
、
講
評
し
て
も

ら
う
こ
と
に
し
ま
し
た
（
＊
２
）。

　
そ
し
て
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」（
以

下
、
総
合
探
究
）
と
連
携
し
て
単
元
計
画

優勝チームは、コートジボワールで展開する「年中無休の保
育園」を提案した。スライドには、キーワードが分かりやす
く配置されている。メンバーは、「プレゼンの準備では、聴
衆を引きつける表現や演出を意識してリハーサルを重ねまし
た。互いのスピーチを聞き合い、発音は正しいか、スピード
は速すぎないか、意見を出し合いながらスキルを高めていき
ました」と語った。ほかのチームからは、「設置容易な浄水
濾過装置（ソロモン諸島）」「読み書き計算の基礎が学べる教
科書（マダガスカル）」「地元産カカオを利用した料理教室

（ガーナ）」などが提案された。
※学校資料をそのまま掲載。

図　生徒が作成した発表スライド

総
合
探
究
と
連
携
し
、英
語
の
授
業
は

英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
キ
ル
向
上
に
特
化

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

単
元
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た

課
題
を
探
究
し
、英
語
で
表
現

＊１　Base of the Economic Pyramid の略称で、低所得層のこと。　＊２　株式会社日本政策金融公庫は、高校生のビジネスプランを競う全国規模の大会「高校生
ビジネスプラン・グランプリ」を開催しており、大会に参加する生徒への支援として、社員が学校を訪問してビジネスプランの作成をサポートする出張授業を無
料で実施している。詳しくは、同社のウェブサイト（https://www.jfc.go.jp/n/grandprix/index.html）をご覧ください。
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主体的・対話的で深い学び

リ
プ
ト
」「
グ
ッ
ド
・
ス
ラ
イ
ド
」
の
３

Ｓ
が
重
要
で
あ
る
と
伝
え
ま
し
た
。
す
る

と
、
ど
の
チ
ー
ム
も
、
フ
レ
ー
ズ
を
シ
ン

プ
ル
に
し
、
発
表
の
ス
ラ
イ
ド
で
は
写
真

や
イ
ラ
ス
ト
を
多
用
す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
ま
し
た
（
図
）。

　
グ
ッ
ド
・
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
優

勝
チ
ー
ム
の
演
出
が
見
事
で
し
た
。
プ
レ

ゼ
ン
の
序
盤
に
聴
衆
に
問
い
か
け
た
の
で

す
が
、
生
徒
が
反
応
す
る
前
に
、
会
場
に

い
た
担
任
が
突
然
発
表
者
に
駆
け
寄
り
、

大
声
で
答
え
ま
し
た
。
教
師
を
巻
き
込
ん

だ
サ
プ
ラ
イ
ズ
演
出
に
聴
衆
は
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
そ
の
後
の
プ
レ
ゼ
ン
を
よ
り

集
中
し
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
ス
キ
ル
は
、
通
常
の
授
業
で

も
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
が
関
心
を
持
っ

て
追
究
し
た
課
題
の
成
果
発
表
だ
か
ら
こ

そ
、
生
徒
は
よ
り
伝
わ
る
方
法
を
考
え
、

ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
自
分
の
意
見
を
積
極
的
に
発
言
す
る
生

徒
も
増
え
て
お
り
、
２
年
生
が
受
検
し
た

英
語
4
技
能
検
定「
Ｇ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
」の
ス
ピ
ー

では、 本時の授業の
様子をダイジェスト動画で紹介！

VIEW next ONLINE 検索

キ
ン
グ
の
観
点
別
採
点
を
見
て
も
、
多
く

の
生
徒
が
、
意
見
や
理
由
を
聞
き
手
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　
ス
キ
ル
の
面
で
も
、
発
表
時
の
声
の
大

き
さ
や
話
す
ス
ピ
ー
ド
が
改
善
し
、
当
初

は
半
分
以
下
だ
っ
た
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト

も
、
８
割
以
上
の
生
徒
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
重
要
な
発
言
の
前
に
は
一

呼
吸
の
た
め
を
つ
く
る
な
ど
、
間
を
取
る

工
夫
も
多
く
の
生
徒
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　
課
題
解
決
型
学
習
は
、
課
題
設
定
や
資

料
作
成
な
ど
、準
備
に
時
間
が
か
か
り
、発

表
時
間
を
確
保
す
る
必
要
も
あ
り
ま
す
。

英
語
力
向
上
に
必
要
と
な
る
様
々
な
活
動

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
い
な
が
ら
、
生
徒
が

社
会
と
の
つ
な
が
り
や
社
会
へ
の
貢
献
を

実
感
で
き
る
授
業
の
あ
り
方
を
、
こ
れ
か

ら
も
模
索
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
成
果
と
展
望

普
段
か
ら
積
極
的
に
発
言
す
る

生
徒
が
増
え
、
英
語
力
も
向
上

授 業 実 践

単元の指導計画

【教科・科目】 英語・コミュニケーション英語Ⅱ　【分野・単元】 Lesson 5・Desigened to Change the World　【テーマ・作品】 世
界を変えるデザインを考える　【設定時数】 全 17 時間（本時は 16・17 時間目）　【単元目標】 海外の貧困層を対象としたビジネス
プランを考えて、プレゼンテーションする

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１
導入、
Part 1 の読解、
表現活動

単元のゴールの課題を理解しよう
と、意欲を持ってリーディング・リ
スニングに挑戦することができる

【知識、技能】

①ウォームアップ、ペアトーク
② Part 1 を読解する
③新出単語の確認
④ TED（プレゼンテーション動画）を視聴し、

Paul Polak のメッセージを読み取る
⑤単元のゴールの課題を提示

【主体的な学び】本文読解と
動画の視聴を組み合わせて、
生徒の興味・関心を喚起する

活 動の取り組
み状況

２
・
３

Part 2 の読解、
表現活動

主体的に本文を読み、理解した
内容を基に表現することができる

【表現力、主体性】

①ウォームアップ、ペアトーク
②新出単語の確認
③ Part 2 のリスニング・リーディングを行い、サ

マリーノートを作成する
④関連する英文を読解する
⑤ミニ・課題：Qドラム（本文に登場する製品）

の新しいデザインを提案する

【深い学び】本文に登場する Q
ドラムについて、自分でデザイ
ンを考えることで、課題意識を
高める

14

・

15

クラス内
プレゼン
テーション

発表者：効果的なプレゼンテー
ションをすることができる
参加者：アクティブ・リスニングを
することができる

【判断力、主体性、協働性】

①各チーム７〜８分間でプレゼンテーションを行
う

②生徒の投票によってベストチームを選出し、表
彰

【主体的な学び】発表者は伝
えようという思いを込めて発表
し、聞く側の生徒は発表しや
すい雰囲気づくりに努めるよう
指導する

パフォーマンス
テスト

16

・

17

クラス代表
プレゼン
テーション

発表者：効果的なプレゼンテー
ションをすることができる
参加者：アクティブ・リスニングを
することができる

【判断力、主体性、協働性】

①各クラスの代表の８チームがプレゼンテーショ
ンを行う

②企業担当者の講評
③投票、結果発表
④単元の振り返り

【深い学び】単元での学びを振
り返り、得た知識をつなげな
がら、発表したり、発表を聞
いたりするよう指導する

活 動の取り組
み状況

※福田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。単元の指導計画の全17 時間分は、ウェブサイト『VIEW next ONLINE』（https://view-next.
benesse.jp/）からダウンロードできます。「TOP →学校教育情報誌『VIEW next』→高校版バックナンバー」でご覧ください。
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宮
崎
県
立
宮
崎
東
高
校
定
時
制
課
程
夜
間
部
に

は
、
過
去
に
不
登
校
を
経
験
し
た
生
徒
や
、
義
務
教

育
段
階
で
の
基
礎
学
力
が
身
に
つ
い
て
い
な
い
生
徒
、

人
前
で
話
し
た
り
、
他
者
と
協
働
し
た
り
す
る
こ
と

が
苦
手
な
生
徒
が
少
な
か
ら
ず
入
学
し
て
く
る
。
同

校
の
教
師
た
ち
に
と
っ
て
、
生
徒
が
４
年
間
の
教
育

課
程
を
無
事
に
修
了
す
る
こ
と
が
最
大
の
目
標
で
あ

り
、
進
路
指
導
ま
で
は
十
分
手
を
か
け
ら
れ
ず
、
か

つ
て
は
大
半
の
卒
業
生
の
進
路
が
、
在
学
中
の
ア
ル

バ
イ
ト
の
継
続
と
い
う
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。

　
そ
う
し
た
生
徒
た
ち
が
、「
総
合
的
な
探
究
の
時

間
」
を
通
じ
て
「
生
き
が
い
」
を
見
つ
け
、
納
得
い

く
進
路
を
切
り
拓
く
力
を
身
に
つ
け
る
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。
西
山
正ま

さ

三み

先
生
は
、「
総
合
的
な

探
究
の
時
間
」
を
、
生
徒
に
不
足
し
て
い
る
経
験
を

取
り
戻
し
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
語
れ
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
土
台
を
築
く
場
だ
と
説
明
す
る
。

　「
不
登
校
な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
、
生
徒
は
自
己

肯
定
感
が
十
分
に
育
ま
れ
て
お
ら
ず
、
実
社
会
に
対

す
る
知
識
も
不
足
し
て
い
ま
す
。『
総
合
的
な
探
究

の
時
間
』
を
通
し
て
、
同
級
生
や
様
々
な
社
会
人
と

接
し
、
実
社
会
に
触
れ
、
自
分
を
掘
り
下
げ
る
中
で
、

生
き
が
い
を
見
つ
け
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
は
週
1
コ
マ
で
、
４

年
間
を
通
じ
て
実
施
さ
れ
る
（
図
）。
す
べ
て
の
年

次
で
、
①
課
題
の
設
定
か
ら
、
②
情
報
の
収
集
、
③

整
理
・
分
析
、
④
ま
と
め
・
表
現
ま
で
の
探
究
学
習

の
サ
イ
ク
ル
が
回
さ
れ
て
い
る
。

　
１
年
次
の
「
自
分
を
知
る
」
は
、
４
年
間
の
探
究

学
習
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
生
徒
に
と
っ
て
特
に
重

要
な
活
動
で
あ
り
、
特
に
①
の
課
題
の
設
定
に
力
を

割
く
。
前
期
は
、
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
な
ど
を
使
っ
て

自
己
分
析
を
行
い
、
興
味
・
関
心
を
掘
り
下
げ
る
。

　「
最
初
は
自
己
分
析
を
ほ
と
ん
ど
書
け
な
い
生
徒

も
い
ま
す
が
、
何
か
１
つ
で
も
書
け
て
い
れ
ば
そ
れ

を
褒
め
、
も
う
１
つ
何
か
書
い
て
み
よ
う
と
声
を
か

け
ま
す
。『
１
つ
し
か
書
け
て
い
な
い
』で
は
な
く
、『
１

つ
書
け
て
い
る
』
こ
と
を
認
め
る
こ
と
で
、
こ
の
時

間
は
安
心
・
安
全
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
生
徒

は
理
解
し
ま
す
。
そ
の
後
の
活
動
に
お
い
て
生
徒
が

自
分
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
く
た
め
に
も
、
教
師
が

生
徒
に
対
し
て
寛
容
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

　
答
え
が
１
つ
と
は
限
ら
な
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
語

り
合
う
「
哲
学
対
話
（
＊
1
）」
に
も
取
り
組
む
。

　「
最
初
か
ら
全
員
が
活
発
に
意
見
を
言
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
由
に
自
分
の
考
え
を
語
っ
て

よ
い
場
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
生
徒
た
ち
は
次

第
に
話
を
し
始
め
、
互
い
に
心
を
開
い
て
い
き
ま
す
。

他
者
の
意
見
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
意
見
を
聞
い
て

も
ら
っ
た
り
す
る
中
で
充
実
感
を
味
わ
い
、
い
ろ
い

「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力が、
これからの大学入試で希望進路を実現するた
めに必要とされることを検証し、そうした力を
生徒に育む教師の指導や支援の
あり方・方法を、実践事例を通じ
てお伝えした 高校版
2021年８月号・特集はこちら

▲

「
自
分
を
知
る
」
探
究
学
習
を
通
し
て

自
己
肯
定
感
を
育
み
、進
路
を
拓
く

宮
崎
県
立
宮
崎
東
高
校
　

定
時
制
課
程
夜
間
部

「マイ・ストーリー」とは、生徒一人ひとりの「自分のこれまでの学びや活動、
その成果や結果に至るまでのプロセス、これからの展望」を指す。
総合型選抜や学校推薦型選抜（以下、推薦型選抜）を始めとするこれからの大学入試に向けて、
「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力を生徒に育む実践事例を紹介する。

「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」で

生
き
が
い
を
見
つ
け
さ
せ
る

を語れる生徒を育む進路指導

•
中
学
校
ま
で
に
様
々
な
問
題
に
直
面
し
て
き
た
生
徒
の
自
己
肯
定
感
を

高
め
、
社
会
性
を
育
む

•

進
路
目
標
を
具
体
化
し
て
い
く
た
め
に
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
を

掘
り
下
げ
、
さ
ら
に
そ
の
視
野
を
社
会
、
進
路
へ
と
広
げ
て
い
く

１年次
の課題

探
究
学
習
の
サ
イ
ク
ル
を
回
す
中
で
、

大
き
く
成
長
す
る
生
徒
た
ち

マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
を
語
る
た
め
の
土
台
づ
く
り

１
年
次

＊ 1　哲学対話については、『VIEW21』高校版 2020 年度４月号・特集「『あり方・生き方』を考える」P.26 〜 27 をご覧ください。
＊ 2　ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。
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ろ
な
考
え
に
触
れ
て
多
様
性
に
気
づ
く
中
で
、
社
会

性
が
養
わ
れ
ま
す
。
そ
う
し
た
経
験
は
、
本
校
の
生

徒
に
は
特
に
価
値
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
以
上
の
よ
う
な
活
動
に
よ
っ
て
、
自
分
や
他
者
に

向
き
合
う
準
備
を
し
た
生
徒
た
ち
は
、
５
Ｗ
２
Ｈ

（「W
hen

（
い
つ
）」「W

here

（
ど
こ
で
）」「W

ho

（
誰
が
）」「W
hat

（
何
を
）」「W

hy

（
な
ぜ
）」「H

ow

（
ど
の
よ
う
に
）」「H

ow
 M

uch

（
い
く
ら
で
）」）

の
視
点
か
ら
、
自
分
の
興
味
の
あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
の
考
察
を
ス
ラ
イ
ド
に
ま
と
め
、
発
表
し
、
２
年

次
以
降
の
「
社
会
を
知
る
」、「
進
路
を
知
る
」
活
動

へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

　「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
を
４
年
間
経
験
し
た

生
徒
が
、
２
０
２
２
年
度
末
に
卒
業
し
た
。
卒
業
生

が
高
校
生
活
で
の
学
び
を
振
り
返
り
、
在
校
生
に
語

る
講
演
で
は
、「
進
路
選
択
で
迷
っ
た
時
に
、
マ
ン

ダ
ラ
ー
ト
を
使
っ
て
自
分
の
考
え
を
整
理
し
た
」「
自

分
の
得
意
を
自
己
分
析
で
見
つ
け
、
そ
れ
を
生
か
せ

る
資
格
を
取
得
し
、
就
職
に
つ
な
げ
た
」
な
ど
と
、

探
究
学
習
が
進
路
選
択
に
生
か
せ
た
こ
と
を
話
し
た

生
徒
も
い
た
と
い
う
。

　「
資
格
の
取
得
に
挑
戦
す
る
生
徒
が
増
え
た
の
は
、

自
分
の
内
面
に
向
き
合
い
、
将
来
を
考
え
、
今
す
べ

き
こ
と
に
取
り
組
む
力
が
身
に
つ
い
た
か
ら
で
し
ょ

う
。
22
年
度
の
卒
業
生
に
は
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
継
続

す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
就
職
先
や

進
学
先
を
決
め
て
い
ま
し
た
。
た
だ
卒
業
す
る
だ
け

の
学
校
か
ら
、
次
の
進
路
に
踏
み
出
せ
る
学
校
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
、
探
究
学
習
を
取
り
入
れ
た
学
年
で
、

基
礎
力
診
断
テ
ス
ト（
＊
2
）の
国
語
の
成
績
が
向
上

し
た
。
探
究
学
習
に
お
け
る
ま
と
め
・
表
現
の
経
験
が

効
果
と
し
て
表
れ
た
と
、
西
山
先
生
は
考
え
て
い
る
。 

　「
ど
の
生
徒
も
持
っ
て
い
る
『
伸
び
し
ろ
』
が
い

か
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
か
を
、
探
究
学
習
が
改
め

て
私
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
」

２学年担任

西山正三
にしやま・まさみ

教職歴 24 年。同校に赴任して４年目。理科。
前任の宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校で探究
学習に長くかかわる。

ウェブオリジナル記事では、1年次の哲学

対話の様子や、進路の目標を見つけた生

徒のエピソードなどを紹介！（右記の２次

元コードを読み込み、ま

たはクリックしてアクセス）

宮崎県立宮崎東高校 定時制課程夜間部の探究学習

１年次 自分を知る
自分の興味・関心を探り、自分について理解を深め
ることを目標とする。思考ツールを使った自己分析や、
哲学対話などを経て、自分の興味のあるテーマについ
ての考察をスライドにまとめて発表する。

２・３年次 社会を知る
「自分」から「社会」へと視野を外に広げ、自由
にテーマを設定し、探究学習に取り組む。

３・４年次 進路を知る
自分の興味・関心などを踏まえて、今後の進路
を考える。面接や志望理由書の指導も行う。

学校概要

◎設立　 1974（昭和 49）年
◎形態　定時制（昼間・夜間）、通信制／
普通科／共学　
◎生徒数　１学年約 20 人（定時制夜間）
◎2021年度進路実績（現役のみ）　4 年
制大には、千葉商科大、南九州大、宮崎
産業経営大に 4 人が合格。短大・専門学
校進学 7 人。就職 4 人。

マンダラートやマインドマップで
自分を掘り下げる
1 学期の探究学習の多くは、思考ツール
を使った自己分析に充てる。じっくりと自
分と向き合わせることで、少しずつ自分の
興味・関心を言語化できるようになる。

専門家を招いた
哲学対話を開催
東京大学大学院総合文化研究科の梶谷
真司教授をファシリテーターに招いた哲
学対話を例年実施。22 年度はオンライ
ンで 3 コマ、対面で 1コマ開催した。

様々な外部講師と
語り合う機会をつくる
探究学習の専門家など、多様な外部講
師を招いて講演会を実施。生徒が自身の
探究テーマについて講師に直接相談でき
る時間も設けた。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

※学校資料を基に編集部で作成。
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働
き
続
け
る
た
め
の
資
質・能
力
の
育
成

クローズアップ！就 職 指 導

　
い
わ
ゆ
る
「
３
年
後
離
職
」
は
、
高
卒

者
に
お
い
て
は
35
・
９
％
（
２
０
１
９
年
3

月
卒
業
者
・
厚
生
労
働
省
調
べ
）
と
依
然
と

し
て
高
く
、
就
職
指
導
担
当
の
教
師
に
と
っ

て
は
軽
視
で
き
な
い
問
題
の
１
つ
だ
。
あ

る
教
師
は
、「
早
期
離
職
者
に
理
由
を
聞
く

と
、
賃
金
を
含
む
労
働
条
件
や
仕
事
内
容
と

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
ほ
か
に
、
職
場
の
先
輩
な

ど
と
の
人
間
関
係
を
挙
げ
る
ケ
ー
ス
が
目

立
つ
」
と
語
る
。
科
学
技
術
の
発
展
に
伴
っ

て
、
職
場
で
必
要
と
さ
れ
る
ス
キ
ル
は
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
変
わ
っ
て
お
り
、
そ
う
し
た
状

況
下
で
働
き
続
け
る
た
め
に
は
、
自
分
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
を
理
解
し
、
自
ら
目
標
を

設
定
し
た
上
で
、
職
場
の
先
輩
や
同
僚
と
と

も
に
学
び
続
け
る
と
い
っ
た
幅
広
い
資
質
・

能
力
が
必
要
だ
。

　
そ
こ
で
今
回
は
、
社
会
で
求
め
ら
れ
る

資
質
・
能
力
を
整
理
し
、
そ
の
育
成
を
通

し
て
、
就
職
後
も
自
ら
学
び
、
成
長
を
続

け
ら
れ
る
人
材
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
す
、

石
川
県
立
小
松
工
業
高
校
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
。

　
世
界
的
な
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
や
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
、

日
本
一
の
シ
ェ
ア
を
誇
る
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー
な

ど
、
国
内
有
数
の
企
業
が
事
業
所
や
工
場
を
置
く
石
川
県

小
松
市
。
例
年
、
卒
業
生
の
約
8
割
が
就
職
す
る
石
川
県

立
小
松
工
業
高
校
で
も
、
生
徒
の
多
く
が
県
内
の
企
業
に

就
職
し
て
き
た
。
だ
が
、
人
材
供
給
と
い
う
地
元
企
業
の

期
待
に
応
え
続
け
る
た
め
に
は
、
教
育
活
動
の
改
善
が
必

要
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
、
進
路
指
導
課
主
任
の

中
田
嘉よ

し

和か
ず

先
生
は
語
る
。

　「
地
元
企
業
か
ら
話
を
聞
く
中
で
、
若
手
社
員
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、
周
囲
と
の
関
係
の
中
で
学
び
続

け
る
力
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、

自
己
肯
定
感
が
十
分
に
育
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
就
職
後

も
自
分
に
自
信
を
持
て
な
い
若
者
が
多
い
こ
と
も
課
題
だ

と
分
か
り
ま
し
た
」

　
教
育
活
動
の
改
善
の
契
機
と
し
た
の
が
、
２
０
２
２
年

変
化
す
る
社
会
で
、

成
長
し
続
け
る

人
材
を
育
て
る

社
会
で
求
め
ら
れ
る
学
び
の
羅
針
盤
を
策
定

石
川
県
立
小
松
工
業
高
校

全
学
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
た
新
学
習
指
導
要
領
だ
っ
た
と
、
教
務

課
主
任
の
下し

も

出で

純す
み

央お
う

先
生
は
振
り
返
る
。

　「
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
る

中
で
、
こ
れ
か
ら
は
、
学
校
全
体
で
生
徒
の
状
況
や
課
題

を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
が
高

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
各
学
科
・
教
科
の
主
任

か
ら
成
る
学
習
指
導
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
企
業
や
保
護

者
の
声
な
ど
も
踏
ま
え
て
、
学
校
と
し
て
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
を
整
理
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　
学
習
指
導
委
員
会
で
は
月
１
回
、
生
徒
に
育
成
し
た
い

資
質
・
能
力
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
そ
の
際
、
採
用
試
験

で
不
合
格
に
な
っ
た
生
徒
の
特
徴
や
、
授
業
中
の
生
徒
の

様
子
か
ら
感
じ
た
課
題
な
ど
、
具
体
例
を
共
有
し
な
が
ら
、

自
校
で
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
を
検
討
し
た
。
そ
う

し
て
１
年
間
か
け
て
ま
と
め
た
の
が
、
生
徒
に
必
要
な
資

質
・
能
力
を
、
新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
て
い
る
資
質
・

能
力
の
３
つ
の
柱
と
ひ
も
づ
け
た
「
小
松
工
業
ラ
ー
ニ
ン

グ
コ
ン
パ
ス
（
以
下
、ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス
）」（
図
）
だ
。

実
践
事
例

地
元
企
業
の
声
に
耳
を
傾
け
、

学
校
全
体
の
教
育
改
革
に
着
手

＊ベネッセのアセスメント「進路マップ」の１つで、義務教育範囲も含めた基礎学力を測るマーク式テスト。
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育成を目指す資質・能力を表した「小松工業ラーニングコンパス」図

変化の激しい社会に飛び込む生徒に伴走

　「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス
」
の
策
定
に
よ
っ
て
、
様
々
な

授
業
改
善
が
進
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
以
前
か
ら
基
礎
学

力
の
定
着
と
生
徒
の
自
己
肯
定
感
の
醸
成
の
た
め
に
、
基

礎
力
診
断
テ
ス
ト
（
＊
）
の
前
後
の
指
導
に
力
を
入
れ
て

き
た
が
、
各
授
業
に
お
い
て
、
授
業
の
ね
ら
い
の
確
認
と

振
り
返
り
を
必
ず
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
授
業
の

目
的
と
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス
」
の
中
の
資
質
・
能
力

と
の
つ
な
が
り
を
確
認
し
て
か
ら
授
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た

り
、
社
会
対
応
力
の
育
成
を
目
指
し
て
80
文
字
以
内
の
文

章
で
論
理
的
に
授
業
を
振
り
返
る
取
り
組
み
を
続
け
た
り

す
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
が
工
夫
し
て
い
る
。

　
探
究
学
習
の
充
実
も
進
ん
で
い
る
。
22
年
度
の
1
年
生

は
、
前
半
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
切
り
口
と
し
た
個
人
探
究
に
、

後
半
は
グ
ル
ー
プ
探
究
に
取
り
組
ん
だ
。

　「
こ
れ
ま
で
、
3
年
次
の
課
題
研
究
で
は
、
生
徒
は
指
導

教
師
の
助
言
を
基
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
1
年
次
か
ら
継
続
し
て
協
働
的
な
探
究
プ
ロ
セ

ス
を
経
験
さ
せ
る
こ
と
で
、３
年
次
に
は
自
分
の
力
で
テ
ー

マ
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
考
え
ま

し
た
。
そ
し
て
、
様
々
な
人
の
力
を
借
り
て
物
事
に
取
り

組
め
る
生
徒
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
下

出
先
生
）

　「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス
」
を
指
針
と
し
た
改
革
が
進
む

中
、
生
徒
に
も
変
化
が
表
れ
て
い
る
と
い
う
。

　「
い
つ
も
『
ど
う
す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
？
』
と
答
え
を

聞
い
て
い
た
生
徒
が
、『
こ
れ
で
い
い
で
す
か
？
』
と
、
ま

ず
自
分
の
考
え
を
示
す
よ
う
に
な
る
な
ど
、生
徒
も
『
ラ
ー

ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス
』
を
意
識
し
、
自
己
変
革
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」（
中
田
先
生
）

　
今
後
は
、
就
職
希
望
の
３
年
生
を
対
象
に
し
た
面
接
指

導
に
参
加
す
る
企
業
担
当
者
に
も
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
ン
パ
ス

を
共
有
す
る
な
ど
、
地
域
と
協
働
し
た
人
材
育
成
を
進
め

て
い
く
考
え
だ
。

進路指導課主任

中田嘉和　なかた・よしかず

教職歴 34 年。同校に赴任して８年目。

教務課主任

下出純央　しもで・すみおう

教職歴 29 年。同校に赴任して4 年目。

※学校資料をそのまま掲載。

日
々
の
授
業
が
変
わ
り
、

生
徒
に
も
成
長
が
見
ら
れ
始
め
た

学校概要

◎設立　1939（昭和14）年　◎形態　全日制／工業科（機械
システム科、電気科、建設科、材料化学科）／共学　◎生徒数
　１学年約230人
◎2021年度進路実績（現役のみ）　４年制大は、富山大、金沢
学院大、金沢工業大、金沢星稜大、福井工業大などに延べ33人
が合格。短大・専門学校進学31人。就職163人。

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。
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2023年2月号へのご意見

生徒の視点も踏まえた学習評価を目指す
　観点別学習状況の評価の充実に向けて、本校においても、夏季休業中
と冬季休業中に校内研修を行った。教師間で共通理解を図りながら、各
学期の学習評価の状況を分析して軌道修正をするとともに、課題を明ら
かにして、今後の改善策を検討してきた。そうした中で、２月号の特集
を読み、これまでの本校の取り組みは、教師の視点の一方向であったこ
とに気づかされた。これからは、生徒の視点も踏まえた評価を考えてい
きたい。� 兵庫県　匿名希望

教師と生徒の評価をどうすり合わせるか
　学習評価に関する今の悩みは、教師が行う評価と生徒の自己評価との
すり合わせである。2月号の特集には、具体的な生徒への伝え方やそれに
よる生徒の変容が描かれており、改善を模索する各校の姿があった。そ
れを励みに、本校なりの方法を見つけたいと思った。� 長野県　匿名希望

風通しのよい、挑戦できる環境づくりに尽力したい
　２月号の「輝く学年団を訪ねて」の記事を読み、情熱を奮い立たされ
るような思いがした。同じ学校に長い間在籍し、経験を積んでいくと、
前例を踏襲しがちになってしまったり、最初は違和感があったことも、
あたり前になってしまったりすることがある。長野県小

こ
諸
もろ
高校の生

い
駒
こま
圭

一先生の「新しいことも恐れずにやってみよう」という情熱は、とても
大事だと感じた。また、新しいことに挑戦することができ、失敗しても
受け入れてくれるような風通しのよい学校文化や、チャレンジングな主
任がいる環境は、とてもよいと思った。自分もそのような環境をつくっ
ていけるように尽力していきたい。� 静岡県立吉

よし
原
わら

工業高校　松山 陸

メンター制度の話題提供として、教師皆で読む予定
　若手教師の多い本校では、「マイ・ストーリーを語れる生徒を育む進路
指導」を参考にしている。「２年次�推薦型選抜の準備」がテーマだった２
月号も、メンター制度についての話題提供として、教師皆で読もうと考
えている。大学入試は、選抜方式にかかわらず、生徒が自分を見つめて
成長する機会となる。メンター制度によって生徒と教師が丁寧に対話す
る機会を設けることで、「自分に足りないもの」を生徒自身に気づかせる
指導が参考になった。� 静岡県立小

お
山
やま

高校　美
み

那
な

川
がわ

雄一

自分と向き合うことが苦手な生徒への指導のヒントに
　２月号の「クローズアップ！�就職指導」を読み、「自分を知り、自分を
育てる２つのシート」を本校でも活用したいと思った。年々、教師が生徒
に「なぜ？」と問う必要性が増しているように感じる。自分のことについ
て考えるよう、生徒に伝えても、「面倒くさい」といった言葉が返ってく
ることが増えた。同シートを活用すれば、自分と向き合うことが苦手な生
徒でも自己分析をしやすいのではないかと考えた。� 富山県　匿名希望

先生方からの
ご意見を
紹介します

６月20日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です。

次号、創刊 400 号を迎えます！

高校版　2023年6月号

　この度、数年ぶりに VIEW next 編集部に
戻ってまいりました。今号の取材で伺った
茨城県・私立東洋大学附属牛

うし

久
く

中学校・高
校では、生徒たちが授業でタブレット端末
を自然に活用していて、現場の大きな変化を
目のあたりにしました。写真は、同校の図書
館です。天井が高く、日差しが降り注ぐ気持
ちのよい場所で、昼休みには生徒たちが本
を囲んで談笑する姿が。私にとっても見慣
れた風景にホッとした気持ちになりました。
　人は人との交わりの中でしか育たない─
尊敬する先生のお言葉の一部です。私もこ
れまで先生方にたくさん育てていただきま
した。社内外のメンバーからの支えも実感
する日々です。社会状況に応じて変わるも
のもあれば、決して変わらないものもある。
いただいたご縁に感謝を忘れず、私にでき
ることでお返ししていきたいと思います。ど
うぞよろしくお願いいたします。（青木）

『VIEW next』高校版、『VIEW21』高校版
2020 年４月号以降の記事は、電子ブック
でご覧いただけます。ウェブサイト『VIEW 
next ONLINE』でご確認ください。
HOME →学校教育情報誌『VIEW next』
→高校版バックナンバー

　　　　
高校版は

電子ブックで閲覧できます

https://view-next.benesse.jp/
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「失敗」って
なんだろう？

茨城県・私立
東洋大学附属
牛久中学校・
高校の本保泰
良先生は、生

徒の「なぜ」を重視した「歴史総合」の
授業を行っています。

今号のトレンド・ワード
「リスキリング」が社会に
広まることによる変化を、

「学ぶ・働く・暮らす」の
視点から掘り下げます。

宮崎県立宮崎東高校　定
時制課程夜間部の、「自
分を知る」探究学習に取
り組み、進路の目標を見
つけた生徒のエピソード
などを詳しくご紹介しま
す。

神奈川県立川
和高校の福田
理 奈 先 生 の

「英語」の授
業では、課題

解決型学習の成果を英語で発信する活動
を行っています。

９

エンジニア思考でコロナ禍に向き合い、
「世界を変える１０人」に選出

立
た つ

崎
ざ き

乃
の

衣
い

さん（高校３年生）  

千葉県・私立渋谷教育学園幕張中学校高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第12 回

※プロフィールは、2023 年３月時点のものです。

歳
で
初
め
て
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
、

小
学
5
年
生
の
時
に
は
、
色
を
識

別
し
な
が
ら
自
走
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
っ

た
立た

つ

崎ざ
き

乃の

衣い

さ
ん
が
自
宅
か
ら
片
道
90
分

の
同
校
に
進
学
し
た
の
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
製

作
に
力
を
入
れ
る
物
理
部
が
あ
る
学
校

だ
っ
た
か
ら
。
世
界
最
大
級
の
ロ
ボ
ッ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
す
る
中
高
生
か
ら
成

る
ロ
ボ
コ
ン
チ
ー
ム
が
立
ち
上
が
る
と
、

中
学
1
年
生
の
12
月
か
ら
参
画
。
ロ
ボ
ッ

ト
製
作
費
に
加
え
て
、
会
場
と
な
る
ア
メ

リ
カ
各
地
へ
の
渡
航
費
な
ど
を
含
む
年

間
約
７
０
０
万
円
の
活
動
費
を
支
援
す
る

企
業
等
を
メ
ン
バ
ー
と
探
し
な
が
ら
、
コ

ン
テ
ス
ト
で
は
5
年
連
続
で
入
賞
を
果
た

し
た
。

　
だ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
な
感
染
拡
大
と
い
う
想
定
外
の
事
態
が

発
生
。
高
校
１
年
生
に
な
っ
た
立
崎
さ
ん

は
、
学
校
に
通
え
な
い
日
々
が
続
く
中
、

マ
ス
ク
や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
な
ど
の
個

人
用
防
護
具
が
不
足
す
る
状
況
下
で
、
医

療
従
事
者
が
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
と
戦
っ
て

い
る
こ
と
を
報
道
で
知
っ
た
。

　「
同
じ
こ
ろ
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
企
業

が
3
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
っ
て
フ
ェ
イ
ス

シ
ー
ル
ド
を
製
造
し
、
医
療
機
関
に
寄
付

す
る
活
動
を
始
め
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
な

編集部からのお知らせ

I N F O R M A T I O N

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

今号 P.42 ─ 49
と連動

TOPページ → 学校教育情報誌『VIEW next』からご覧いただけます。

　新コンテンツ続々更新中！

本誌と連動したウェブオリジナル記事もぜひご覧ください！

誌面で紹介した授業実践が動画
で見られます。今号は、「歴史総
合」と「英語」の授業です。

「もっと知りたい！」の声にお応えし
て、誌面でお伝えしきれなかった
内容をご紹介します。

本誌連動
記事

ダイジェスト
動画

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　　　　　　解説

今号 P.40 と連動

今号 P.50 ─ 51と連動

VIEW next ONLINE 検索

URL  https://view-next.benesse.jp/
検索ワード ２次元コード

アクセスは
こちらから！

教育総合情報サイト『VIEW next ONLINE』では、学校関係者や保護者、そして教育に関心のある方へ、
最新の教育情報や教育に関するオピニオンをお届けしています。『VIEW next』高校版のバックナンバー
に加え、以下のような様々なコンテンツを公開していますので、ぜひご活用くだい。
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  教育ニュース 

  教育なんでも相談室

  教育オピニオン

 学校教育情報誌

学校教育、教育ＩＣＴ、教育行政など、教育に関する
旬のニュースを発信しています。

学校や家庭における、学習・進路・生活に関する保
護者の悩みに、豊富な知見を持つアドバイザーが丁
寧にお応えします。

各界の有識者が、教育に関するオピニオンや教育へ
の思いを発信します。

学校教育情報誌『VIEW next』高校版の電子ブック
やコーナー別のＰＤＦ、ウェブオリジナル記事をご覧
いただけます。

https://view-next.benesse.jp/?s_oid=s002
https://view-next.benesse.jp/
https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article14736/?s_oid=s002
https://view-next.benesse.jp/view/web-hs/article14679/?s_oid=s002
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生徒より

特
集  

新
し
い
自
分
に
出
会
う
　探
究
学
習

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く

［ビューネクスト］高校版

2
0
2
3
年

月
号

家
で
は
、
学
習
習
慣
が
つ
き
づ
ら
い
」と
い

う
生
徒
の
声
を
受
け
て
７
年
前
、
放
課

後
や
休
業
中
の
自
習
室
と
し
て
、
校
内
に「
大
谷

塾
」を
設
け
ま
し
た
。
塾
の
出
入
り
は
自
由
で
す

が
、
常
に
張
り
詰
め
た
空
気
が
あ
り
、「
皆
が
集

中
す
る
姿
に
励
ま
さ
れ
る
」と
、
毎
年
３
年
生
を

中
心
に
、
30
人
程
の
生
徒
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

私
も
生
徒
か
ら
の
ど
ん
な
質
問
に
も
答
え
ら
れ

る
よ
う
に
と
、
塾
で
は
大
学
入
試
の
過
去
問
題

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
か
つ
て
は
、
学
力

向
上
を
意
識
す
る
あ
ま
り
、「
勉
強
を
頑
張
れ
」

と
、
生
徒
に
言
い
続
け
て
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

生
徒
は
か
え
っ
て
学
習
か
ら
遠
の
き
ま
し
た
。

そ
の
苦
い
経
験
が
、生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促

す
環
境
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
が
将
来
を
考
え
る
場
を
小
ま
め
に
設
け

る
こ
と
も
心
が
け
て
い
ま
す
。
塾
で
努
力
し
て

難
関
国
立
大
学
に
入
学
し
た
も
の
の
、
学
び
た

い
こ
と
が
明
確
で
な
か
っ
た

た
め
、
大
学
で
の
学
び
に
つ
ま

ず
い
た
生
徒
が
い
た
か
ら
で

す
。
そ
こ
で
、多
様
な
視
点
で

将
来
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
地

元
企
業
と
生
徒
と
の
座
談
会

や
、
道
外
の
大
学
見
学
ツ
ア
ー

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
を
受
け
、
生
徒
に
新
聞
記
事

の
中
か
ら
関
心
の
あ
る
事
柄

に
つ
い
て
調
べ
て
発
表
す
る

「
夢
ノ
ー
ト
」
を
作
成
さ
せ
た

り
、
大
学
に
依
頼
し
て
個
別
に

オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
を
開
い

て
も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
、
生

徒
と
社
会
や
大
学
を
つ
な
ぐ

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
十
勝
で
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
そ
し
て
、
ふ
る
さ
と

の
子
ど
も
た
ち
が
夢
を
実
現
す
る
こ
と
を
支
援

す
る
仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
生
徒
が
将
来
、
地
域

を
盛
り
上
げ
る
存
在
と
な
れ
る
よ
う
に
、
私
も

も
っ
と
勉
強
し
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
、
生
徒
の

学
び
を
支
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

3KVOL1

部
活
動
の
後
で
も
、
毎
日
大
谷

塾
で
勉
強
を
続
け
ら
れ
た
の

は
、仲
間
が
い
た
か
ら
で
す
。粘
り
強

さ
や
、や
り
遂
げ
る
力
が
つ
き
、
自

信
に
な
り
ま
し
た
。「
夢
ノ
ー
ト
」で

社
会
に
目
を
向
け
た
こ
と
や
、大
学

の
先
生
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
１
対
１

で
話
し
た
こ
と
は
、進
路
選
択
の
手

が
か
り
に
な
り
ま
し
た
。「
自
分
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、他
者
の
た
め

に
も
勉
強
し
よ
う
」
と
、小
原
先
生

は
い
つ
も
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。卒

業
し
て
も
、
そ
の
言
葉
は
忘
れ
ま
せ

ん
。こ
れ
ま
で
の
自
分
を
支
え
て
く

れ
た
友
人
や
先
生
、家
族
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
は
自
分
が
誰
か
の
役
に
立

て
る
よ
う
、学
び
続
け
て
い
き
ま
す
。

4 4

指
導
変
革
の
軌
跡

京
都
府
・
私
立

立
命
館
中
学
校・
高
校

発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

歴
史
総
合

茨
城
県
・
私
立
東
洋
大
学
附
属
牛う
し
久く

中
学
校
・
高
校

本ほ
ん

保ぽ

泰た
い

良ら

英
語

神
奈
川
県
立
川
和
高
校

福
田
理
奈

生
ま
れ
育
っ
た

ま
ち
を
担
う

生
徒
を
支
え
る

Kohara Keita

小
原
啓
太
先
生

北
海
道
・
私
立
帯
広
大
谷
高
校

こ
は
ら
・
け
い
た
　
教
職
歴
13
年
。
同
校
に

赴
任
し
て
13
年
目
。
進
路
指
導
部
。
理
科
。

３
学
年
担
任
。

北
海
道
・
私
立
帯
広
大
谷
高
校

　全
日
制

／
普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
６
０
人
／

２
０
２
２
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
小
樽
商
科
大
、
帯
広
畜
産
大
、

北
海
道
教
育
大
、
北
海
道
大
、
弘
前
大
、
宇
都

宮
大
、
釧
路
公
立
大
、
公
立
千
歳
科
学
技
術
大

な
ど
に
25
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
法
政
大
、

関
西
大
な
ど
に
延
べ
３
７
１
人
が
合
格
。

2023 April

※
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、２
０
２
３
年
３
月
時
点
の
も
の
で
す
。

特
集新

し
い
自
分
に

出
会
う

探
究
学
習

［
ビ
ュ
ー
ネ
ク
ス
ト
］高
校
版

［
ビ

ュ
ー

ネ
ク

ス
ト
］高

校
版

北
海
道
・
私
立

帯
広
大
谷
高
校
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